
    
      
        
      
    

  


























僕は友達が少ない⑥
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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露ろ見けん







「……十年前のあんたの夢に、なんで夜よ空ぞらが出てくるの？」

　星せ奈なのその言葉に、俺おれの頰ほおに冷や汗が伝つたう。

　部室で理り科かの発明したタイムマシン（実際にはタイムマシンではなく、催さい眠みん術じゆつを利用して望みどおりの夢を見ることができるという機械だったのだが）を使った俺は、十年前の夢を見た。

　夢の中で、俺はソラに──幼おさない日の三み日か月づき夜空に──あの日言えなかったお別れの言葉を告げた。

　その後はさすが夢だけあってめちゃくちゃな展開になったものの、十年ぶりにソラと話すことができて満足だった。

　だが、理科にタイムトラベル気分を味わえた礼を言った俺に対して、星奈が疑問の言葉を投げつけてきたのだ。

「ねえ？」

　星奈のどこか責めるような疑惑の眼まな差ざしにたじろぐ。

「先輩？」

「あにき」

　理り科かと幸ゆき村むらも、なにか言いたげな視線を俺おれに向けていた。

　そして夜よ空ぞらはというと、いつの間にか少し離れたソファに座って、なに食わぬ顔で読書をしていた。

　おいいいい!?

「……ええと、なんの話だ？」

　とりあえずとぼけてみる俺。

「だからぁ、なんで十年前のあんたの夢に夜空が出てくるのよ？」

　不機嫌な色を隠そうともせず星せ奈なが繰り返す。

「いや、つーか……なんで俺の夢の内容をお前らが知ってるんだ？」

「くちにだしておられましたので」

　俺の疑問に答えたのは幸村だった。

「……寝言言ってたってことか？」

「はい」と幸村と理科が頷うなずいた。

「催さい眠みん状態の小こ鷹だか先輩、思いっきり『夜空ー、夜空ー』って声に出してました」

「マジでか……」

　たしかにさっきの夢の中で、俺は思いっきり夜空の名前を叫んでいた。

　現実でも声に出していたなんて……。

　ちらりと夜空のほうを窺うかがうが、相変わらず我関せずといった様子。

「ま、まあ、しょせんは夢だしな！　なぜか今の知り合いが出てきたりとか、よくわかんないこともあるんじゃないか……な？」

「「「……」」」

　誤ご魔ま化かそうとする俺に、三人はジト目を向けてきた。

　冷や汗を浮かべつつも、俺はその視線を目を逸そらさず受け止める。

「…………ふむー……たしかにこの機械、完かん璧ぺきに夢を操れるわけではないですが……」

　釈しやく然ぜんとしない顔で理科が言ったので俺はそれに乗っかる。

「そうそう！　たしかに十年前っぽい夢は見られたけど、よく考えると内容はかなりアレだったぜ!?　特に最後のほうなんて無む茶ちや苦く茶ちやだった！」

　これはまったくの事実だ。

　なんかソラにボウガンとかビームで攻撃されたしな俺。

「……まあ、先輩が悪夢を見ているのは傍はた目めにもわかりましたし……そうですか……まだまだ改良の余地はありそうですね……」

「ああ、頑張ってくれよハハハ……」

　よし、これでどうにか誤魔化せた、かな……？

　俺おれが内心安あん堵どしたそのとき、

「……だとしても気に入らないわね……なんで夜よ空ぞらなのよ……」

　星せ奈ながむくれた顔で呟つぶやいた。

「せ、星奈……？」

　星奈は不満げな顔を俺から夜空のほうへと向けた。

「……なんだ肉」

　星奈の視線に、夜空は本から顔を上げる。

　普段どおりの、どうでもよさそうな仏頂面。

「あんたも聞いてたでしょ？　小こ鷹だかの寝言」

「ああ」

「どうなの？」

　星奈の漠然とした問いに夜空は──……、




「べつに十年前の小鷹の夢に私が出てきてもおかしくはないだろう。幼おさななじみだからな」




　淡々と、あっさりと、その事実を明かした。

　星奈が目を見開き、理り科かと幸ゆき村むらも動揺の色を浮かべる。

　驚き戸惑っているのは俺も同じだ。

　夏休み明け、夜空が髪を切って登校してきたあの日。

　俺が夜空のことをかつての親友だと気づいたあの日。

　夜空は俺に、俺たちが幼い頃ころに知り合っていたことを隣りん人じん部ぶの連中には秘密にするようにと言った。

　だからこれまで内緒にしてきたし、だからこそ今、星奈たちに寝言を聞かれたと知ってマズいと焦っていたのだが……。

　…………え、なに？　こんなあっさり明かしちゃってよかったの？　必死で誤ご魔ま化かそうとした俺の立場は……。

　まじまじと夜空の顔を見つめると、夜空は「ふん」と小さく鼻を鳴らした。

「お、幼なじみ……!?　小鷹とあんたが？」

　星奈が夜空と俺の顔を交互に見やる。

「そうだ」と夜空は短く答え、ソファから立ち上がり、ゆっくりとこちらへ歩いてきた。

　俺の隣──肩が触れるか触れないかというほど近くに立った夜空を、星奈、理科、幸村の三人はそれぞれ戸惑った顔で見つめる。

　夜空はそんな彼女たちに、淡々と告げる。

「私と小鷹は、十年前に小鷹がこの街を去るまでよく二人で一緒に遊んでいた、いわゆる幼おさななじみ、いや──」

　言いかけて夜よ空ぞらは僅わずかに首を振り、







「『友達』だったのだ」







　静かな、しかしどこか挑発するような声ではっきりと──夜空はそう言った。

「とも……だち」

　星せ奈なが呻うめくようにその言葉を反はん芻すうする。

「ほ、ほんとなんですか？」

　理り科かが問い、「本当だ」と夜空が答えた。

　次いで理科は俺おれに視線を向けてきた。

「小こ鷹だか先輩……」

「……ん、ああ、本当だ」

　俺は頷うなずく。

「なんで黙ってたのよ!?」












　星せ奈なが強い口調で夜よ空ぞらに詰問すると、

「べつにわざわざ言いふらすようなことでもないだろう」

　夜空はしれっとした顔で淡々と、以前俺おれがどうして秘密にするのかと尋ねたときと同じ答えを返した。

「私と小こ鷹だかは昔友達だった。ただそれだけの話だ」

　微かすかに鼻を鳴らし、またもどこか挑発的に──どこか自慢げにも聞こえる声音で──夜空は星奈たちに向けて言った。

　夜空の口ぶりに少し違和感を覚え、その横顔を観察する。

　口くちの端はを微かにつり上げて少しだけ笑っている夜空。

　その肩が──ほんの僅わずかに、震えているような気がした。

　夜空……？

「むー……」

　星奈が釈しやく然ぜんとしない様子で唸うなる。

「……薄々気づいてはいましたが、友達……元友達……ですか……むーん……」

　理り科かも思案げな表情で呟つぶやいた。

　薄々気づいてたのか……すごい洞察力だ。

「ともだち……」

　幸ゆき村むらもぽつりとその単語を口にした。




　友達。




　俺たち隣りん人じん部ぶの目的は、『友達作り』だ。

　夜空に俺たちが友達だったことは秘密にしろと言われたとき、俺はべつに隠す必要なんてないんじゃないかと思ったけれど。

『元』とはいえ、俺と夜空がかつて友達であったという事実はもしかすると──少なくとも隣人部のメンバーにとっては、実は俺が思っていたよりも、大事なことなのかもしれなかった。





恐怖学園祭の足音







　俺おれと夜よ空ぞらがかつて友達だったことが星せ奈なたちに知られた翌日。

　知られた直後は星奈たちの夜空に対する様子が微妙にぎくしゃくしていた気がするものの、それ以外は特になにも起こらなかった。

　今日も俺たちはこれまでどおり、放課後は部室にてだらだらと過ごしている。

　俺と夜空は読書。

　執しつ事じ服ふく姿の幸ゆき村むらは俺の右隣に腰掛けてぼんやりしている。

　理り科か（今日の髪は黒のストレート）は、俺の左隣に座って「ムフフ……」と気持ち悪い笑みを浮かべながら、携帯端末でアニメを観みている（ちらっと画面を覗のぞくとオヴァ初号機が暴走したオヴァ四号機と凄せい絶ぜつなバトルを繰り広げており、どこに「ムフフ……」と笑う要素があるのかさっぱりわからない）。

　マリアは今日も仕事で、小こ鳩ばとは今日も補習らしい。

　星奈はいつものように部室のテレビでギャルゲー。

　遠くから聞こえてくる吹奏楽部の演奏や運動部の練習の声、テレビから流れるギャルゲーの音声、そしてたまに理科や星奈が漏もらす気持ち悪い笑い声がＢＧＭの、いつもどおりの部活風景だ。

　と、不意に『というわけで、学園祭の出し物はメイド喫きつ茶さに決定しました～！』というきゃぴきゃぴしたアニメ声が耳に入った。

　言うまでもなく星奈のやっているギャルゲーの音声だ。

　普段なら気にもとめず聞き流しているところなのだが、台詞せりふにとある単語が含まれていたので引っかかった。




「そういや、そろそろ学園祭なんだな……」




　ぽつりと言った俺の言葉に、星奈がゲームをプレイする手を止め、理科がページをめくる手を止め、幸村が俺の服の袖そでをつまみ、夜空が本から顔を上げた。

「……小こ鷹だか……お前は今地雷を踏んだぞ……」

　半はん眼がんで俺を見ながら夜空が言った。

「じ、地雷……!?」

　夜空は不機嫌そうに目を逸そらし、

「……いや、なんでもない。学園祭とかないので。私はそんな単語知らないので。え、なんだそれは？　外国語？　それともヤンキーのスラングか？」

「いやいやいや、この学校にもあるだろ学園祭！」

　真顔で意味がわからないことを言う夜よ空ぞらに、俺おれはツッコむ。

　先日──試験休みが終わって数日後のホームルームの時間、学園祭についての話し合いが行われた。

　ここ聖クロニカ学園では、毎年三日間にわたって学園祭が開催されるらしい。

　一日目が体育祭、二日目と三日目が文化祭となっており、これをまとめて『聖クロニカ学園学園祭』と呼ぶ。

　体育祭は学園の生徒たちのみで行われるが、文化祭は一般のお客さんも入るため、盛り上がりは圧倒的に文化祭が上らしい。

　ホームルームでの話し合いとは『文化祭のときのクラスの出し物をどうするか』というもので、うちのクラスは特に何もしないということに決まった。

　この学校の文化祭の自由度はわりと高めで、クラスでやる企画、部活でやる企画、友達同士で一緒にやる企画、可能な限りどれだけ掛け持ちで参加してもいいし、クラスや部活で何もしないなら当日ぶらぶらしているだけでもいいらしい。

　きっとうちのクラスの連中はみんな、部活の出し物や友達同士でやる出し物に参加するからクラスで何かやる余裕がないのだろうそうに違いない。クラス委員が「クラスの出し物について何か提案がある人は挙手してください」と言ったとき、ちらちら俺の方に視線を向けてくるクラスメートがたくさんいたような気もするけど、あれはきっと俺の気のせいに違いないそうだと思いたい。

　ちなみに今年の学園祭が開かれるのは十一月中旬──今から約一ヶ月後だ。

「……小こ鷹だか」

　夜空が重々しい口ぶりで言う。

「ん？」




「……学園祭とは、リア充のリア充によるリア充のためのイベントだ」




　………………。

「…………ごもっともです」

　俺は頷うなずかざるを得なかった。

「理解したか」

「はぁ……クラスの出し物も特にないらしいし、たしかに俺たちにとってはどうでもいいイベントだよな……」

「その通り。だからもうそのホニャララナントカのことは口に出すな」

「口に出すことさえ嫌なのかよ」

　と、そこで星せ奈なが口を挟んできた。

「ちょっと！　勝手にあんたたちと一緒にしないでよ！　あたしは去年の学園祭で大活躍だったんだからね！」

「そうなのか？」

　すると星奈は得意げに胸を張った。

「ふふん、転校生の小こ鷹だかは知らないでしょうけど、夜よ空ぞらは見てたでしょ？　去年のあたしの華か麗れいなる活躍を！」

「知るか。去年は三日とも仮病で休んだからな」

　……さすが夜空、徹底した非コミュっぷりだぜ。

「くっ！　使えないやつね……！」

　悔くやしげに歯ぎしりする星奈に、

「あ、理り科かは見ましたよ去年の星奈先輩。体育祭と文化祭の一日目」

「へ？」

　理科の意外な発言に俺おれたちはきょとんとする。

「なんで一年のあんたが去年の学祭に？」

「はあ。星奈先輩のお父さんから直々に招待状をいただいてしまったので、とりあえず学校見学がてら」

「そういやお前って、理事長に頼まれて入学したんだっけか」

「はい」

　知る人ぞ知る有名人である理科は、柏かしわ崎ざき天馬ぺがさす理事長自みずから頼んで入学してもらい、『理科室』という理科専用の部屋まで用意された超ＶＩＰ生徒なのだった。変態だけどな。

「ですので去年の体育祭は来賓席で見てました。文化祭のほうは人がいっぱいで気持ち悪くなっちゃって体育館のすみっこで休んでました」

「そうだったの！」

　星奈がにんまりと笑った。

「じゃああんたから説明してやって！　あたしの素晴らしい活躍っぷりを！」

「はあ……」

　理科はめんどくさそうにテンション低く頷うなずき、

「……体育祭でいろんな競技に出てましたよね。当時は『やたら目立ってる金髪巨乳の人』という認識でしたが、あれがたぶん星奈先輩だったかと」

「うんうん、それ間違いなくあたし！　２００メートル走でしょ、借り物競走でしょ、障害物競走でしょ、パン食い競争でしょ、マラソンでしょ、あと騎馬戦！　個人で出られる種目には全部出たわ！　そんで全部一位獲とった！」

　得意そうに笑う星奈。

「それが本当ならたしかにすごいな……」

「でしょう!?」

　さらに自慢げになる星せ奈なに、理り科かは淡々と続ける。

「たしかにすごいといえばすごかったのですが……一人だけ見るからにテンションが違ってて他ほかの選手がみんな引いてました。ぶっちゃけ理科も引きました」

「え……!?」

　星奈の顔が強こわばる。

「特に騎馬戦の無双っぷりは酷ひどかったです。馬が男子で騎手が女子だったのですが、明らかに士気が低い他の馬めがけて全力でぶち当たっていきハチマキを奪い取るその姿はまるで飢うえた野獣のようでした。泣いてる人もいましたし」

　うわあ……その光景が容易に想像できるぜ。

「そ、それが戦いなんだからしょうがないじゃない！」

　涙目になって反論する星奈に、夜よ空ぞらはあきれ顔で、

「……この学校は基本的に大人しい校風だからな。体育祭のほうは毎年あまり盛り上がらないと聞く。他の連中が『文化祭こそが学園祭の本番だから、体育祭で怪け我がするのもバカらしいし体力温存しておくか』などと考えている中で、肉一人だけがフルスロットルだったわけか……」

「うぅ！　で、でも、あたしが活躍するたびに大歓声だったわよ!?　それは絶対間違いないわ！」

　理科は小さく頷うなずき、

「たしかに男の子たちはかなり盛り上がってましたね。おっぱいがばいんばいんに揺れてましたから」

「な、おっ……!?」

　星奈の顔が赤くなった。

「……ふん。貴様はやはりただの肉だったということだ」

　夜空が冷笑しつつもどこか忌々しそうに言った。

「た、体育祭だけじゃないわ！　文化祭だってあたし大活躍だったんだから！」

　必死な様子で主張する星奈に、

「クラスの出し物の演劇ですよね？　『昨日やたら張り切ってた金髪の人が出てるなー』って思いながら見てましたけど」

「そうそれ！　あたしかっこよかったでしょ!?」

「内容覚えてませんが、たしかに星奈先輩が大活躍していたと思います。剣で悪者たちをバッタバッタと斬きり倒たおしてました」

「そうそう！　だってあたしが主人公だもん！」

「……一人だけやたら調子に乗ってて他ほかのキャストの士気が目に見えて低かったので、正直見ていていたたまれなかったです」

「なんですって!?」

　初耳だったらしく、星せ奈なはショックを受けた様子。

「で、でも間違いなく客席は盛り上がってたわよ!?」

「そうですね。飛び跳ねる星奈先輩のおっぱいが揺れるたびに男のお客さんたちはとても喜んでました。あと衣い装しようがスカートだったのでたまにパンチラしてましたよ」

「ギャ──ッ！」

　星奈は頭を抱えてうずくまった。

「うう、あ、あたしの華か麗れいすぎるお芝しば居いに魅了されて盛り上がってたんじゃなかったの……!?」

「……ちなみにこう言ってはアレですが、あんまりお芝居上手じゃなかったです。気持ちよく演じてるなーということだけは伝つたわってきましたが」

　理り科かがさらに追い撃ちをかけた。

「ぅぅぅ～……振ふり返かえると何もかも恥はずかしい……」

「……なんというか、実に貴様らしい残念なご活躍だったようだな……貴様こそ真の残念無双よ……」

　泣いている星奈を見下ろし、夜よ空ぞらが冷ややかな笑みを浮かべた。

「残念無双とか言うなー！　……あ、も、もしかして、今年のうちのクラスの出し物を決めるとき、あたしが演劇やりたいって提案してあげたのに他の女子が一人も賛成してくれなかったのは、あたしが去年やらかしたのが原因だったのかしら……!?」

　ほんとにこいつ、女子にはとことん嫌われるタイプなんだなーと、改あらためて思う俺おれだった。

「……ちなみに星奈のクラスは文化祭でなにやるんだ？」

「展示『遠とお夜や市しの歴史』」

「うわつまんなさそう……」

「でしょう!?　でもあたしの提案した演劇とこれしか候補が挙がらなくて、女子全員がこっちに賛成しちゃったのよどういうことよ納得いかないわ！　せめてもっと楽しそうな出し物ならともかく！」

「おそらく、展示なら星奈先輩に好き勝手やられることはないと踏んだのでしょうね」

「あたしそこまで嫌がられてたの!?」

　理科の指摘に星奈が悔くやしげにうめく。

「ぐぐ……！　こうなったらたとえ展示でもあたしが超目立って、あたしを認めないバカ女どもの鼻をあかしてやるわ！　そうだ、あたしの生まれてからこれまでの写真を、あたしのありがたい解説付きで展示するのはどう!?　だってこの街はあたしのために存在してるようなものだから、遠とお夜や市しの歴史イコールあたしの歴史と言っても過言じゃないし！」

「過言だ」

　ばしっ。

　夜よ空ぞらがいつの間にか持っていたハエ叩たたきで星せ奈なの頭をはたいた。

「ふぎゃっ！」

「いい加減諦あきらめろ嫌われ肉。貴様も学園祭を謳おう歌かする側の人間ではないのだ……」

「うううう！」

　星奈は悔くやし涙を浮かべてうなだれた。

「ふん。私たちはただ、リア充どもが騒いでいるのを大人しくやり過ごすしかないのだ」

　と、そこで夜空は星奈から俺おれの方に視線を向け、

「……だ、だからな？　小こ鷹だか、と、当日は私といっ──」




「そうだ！　隣りん人じん部ぶでも文化祭でなにか出し物をやればいいのよ！」




　ぼそぼそと何か言おうとした夜空の台詞せりふを遮って、星奈が突然勢いよく提案した。

「……にぃぃぃくぅぅぅぅ……！」

「な、なんで睨にらむのよお!?」

　何な故ぜか人を殺せそうな眼で夜空が星奈を睨んだ。

　星奈は涙目で怯おびえつつも、

「だ、だってこういうときはいっつも部活でなんかやる流れになるでしょ!?　将来友達ができたときに備えて、文化祭に参加する予行演習をするのよ！」

「……たしかにそれが毎度のパターンだよな……」と俺。

　大抵の場合は夜空がこれを提案するのだが、今回は珍めずらしく星奈からだったか。

　文化祭ではクラスや部活の出し物ではなく、友達同士で何か企画して参加する奴やつらも多いらしい。

「今年の文化祭には間に合わないかもしれないけど……来年の文化祭、友達と出し物をやることになったとき失敗しないために──練習、しておくか……！」

「ふふん、決まりね！」

　星奈がにっこりと笑顔を浮かべた。

「理り科かも問題ありません」

「あにきの意志がわたくしの意志です」

　理科と幸ゆき村むらも賛同した。

「……小鷹ぁ……」

　夜空だけは、なぜか少し泣きそうな顔をしていた。

「どうしたんだよ？　うちの部らしい活動じゃないか」

　夜よ空ぞらがキッと俺おれと星せ奈なを交互に睨にらむ。

「なんでもない！　小こ鷹だかのバーカ！」

　拗すねたように罵ののしり、軽く嘆たん息そくする夜空。

「……ふんっ……いいだろう……隣りん人じん部ぶは、今年の文化祭に参加する。リア充になったときの練習とはいえ、半端なことはしない。我らの力で、文化祭を満まん喫きつするリア充どもを地じ獄ごくにたたき落としてやるぞ！」

「ふふん、当然ね！」「おー」「わかりました」

　夜空の宣言に、星奈、理り科か、幸ゆき村むらが同調する。

「……いや、地獄にたたき落としちゃ駄だ目めだろ」

　そんな俺のツッコミは、誰だれの耳にも届かなかった。




　こうして──隣人部の当面の活動目的が決まったのだった。





メイド喫きつ茶さ







　そんなわけでさっそく文化祭の出し物を決める会議が始まった。

「メイド喫茶はどうかしら！」

「死ね」

　星奈の意見に、夜空は即座に暴ぼう言げんで返した。

　まずはどんな出し物をやるのか決めなければ話にならないため、とりあえずみんなで良さそうな企画を出し合い、検討していくことになった。

　検討というのは話し合うだけでなく、可能な限り実践も試みる。

　いろいろな出し物の経験を積んでおけば、来年友達と一緒に参加するときも役に立つので一石二鳥というわけだ。

　で、星奈が真っ先に提案したのが『メイド喫茶』だったわけだが……。

「な、なんで即否定なのよ！　文化祭の王道じゃないのメイド喫茶！　今あたしがプレイしてる『もしも高校野球部のマネージャーがバラ色の学園生活を送れるなら』通称『もしバラ』っていうギャルゲーでもクラスの出し物はメイド喫茶に決まったし！　ちなみにこのゲームのシステムは結構斬ざん新しんで主人公が病気の親友の寿命を──」

「貴様がやっているギャルゲーの詳細などどうでもいい。とりあえず死んでおけ」

　抗議（？）する星せ奈なの言葉を遮り夜よ空ぞらが言った。

　とりつく島もないといった様子だが、

「でもまあ、王道かどうかはともかく、そこまでおかしな意見でもないんじゃないか？　星奈にしては……」

　俺おれは夜空に言ってみた。

「あたしにしてはってどういう意味よ！」

「まあ気にするな」

「むー。小こ鷹だかのくせに生意気」

　不満そうな星奈はおいといて、冷静に考える。

　頭に『メイド』がつかない普通の喫きつ茶さ店てんなら間違いなく『王道』と言えるだろうし、うちの部にはつい最近まで毎日メイド服で過ごしていたやつもいる。

　場所はここ談話室４なら広さも問題ないし、調理には礼拝堂の台所を使わせてもらうこともできるだろう。

　隣りん人じん部ぶの出し物として、かなり妥だ当とうな案だと思う。

「メイド喫茶、理り科かも特に問題はないと思いますが」と理科。

「わたくしは、いつでもまためいど服を着るじゅんびがあります」と幸ゆき村むら。

　……幸村、もしかして着たいのか？

　夜空はそんな俺たちを小こ馬ば鹿かにするように「ハッ」と笑った。

「まったく、浅はかな馬鹿どもめ」

「……？」

「なにがそんな問題だって言うのよ」

　不機嫌な声で問いかける星奈に、夜空は力強く断言する。




「この私に接客などできるわけがないだろう！」




　…………。

　……。

　部室内を沈黙が支配し、

「……………………あー」

　誰だれからともなく納得の声が漏もれる。

「……そんな堂々と言うことでもないと思うけど、たしかにそうだなー……夜空に接客とか無理だよなー」

「ましてやメイドですからね。夜よ空ぞら先輩がメイド服着て『お帰りなさいませご主人様ー』なんて言ってる姿は想像もできません」

「さようです。夜空のあねごにめいど服などまったくにあいませぬ」

「ぷぷぷっ、なんか夜空がメイド服着て接客してる姿想像したら超笑えてきたんですけどー！　似合わないにもほどがあるわ！　なにこのギャグぷすーっ！」

　口々に言う俺おれたちに、夜空は額ひたいに青筋を浮かべて頰ほおを引きつらせた。

「貴様ら……そこまでボロクソに言われるとさすがに腹が立つぞ……」

「あ、あんたが自分で言ったんじゃないの！」

「たしかに愛あい想そのいい接客など無理だが、私にも最低限の応対ぐらいはできる」

「どーだか。夜空に似合うのはせいぜい薄暗い古本屋の奥で無愛想な顔で本読みながら店番してることくらいよ」

「あー、たしかにそれは夜空にぴったりかもな」

「でしょう？　客が本をレジに持ってきても一言も喋しやべらずに商品とお釣つりを渡すだけの簡単なお仕事」

「な、な……!?」

　星せ奈なと俺の言葉に、夜空の表情はなぜか怒りから驚きへと変化していた。

「？　夜空？」

「あ、な、なんでもない！」

　怪け訝げんに思う俺に夜空は誤ご魔ま化かすように言って、




「た、たしかに私に接客などできん！　だが！　それは貴様らも同じだろうが！」




　ビシィッ！　と夜空は俺たちに指を突きつけた。

「う……！」

　思わず怯ひるむ俺だが、

「お、俺は接客くらいできるって！　メイド喫きつ茶さじゃない普通の喫茶店やファミレスとかだったら！」

「では小こ鷹だかは喫茶店やファミレスで接客をしたことがあるのか？」

「それは……ないけど」

　そもそもアルバイトの経験自体がない。

　たびたび転校を繰り返してきたから新しい環境に慣れるのに忙しかったし、いつ転校するかわからないから長期のバイトはできないし、家事もやらなきゃいけないし、家を空あけることが多い父さんの代わりに家計を預かってきたから金銭的には融ゆう通づうが利きバイトしてまでお金を稼かせぐ必要がなかったし、それから、ええと……。

「け、経験はないけどやろうと思えばできる！　はず……だ……と思う……」

　俺おれの声はだんだん小さくなっていった。

「あは、小こ鷹だかが接客なんてやったら客が逃げちゃうわね」

　星せ奈なが失礼なことを言った。

「そ、そんなわけあるか！　俺だって愛あい想そよくすれば……！」

「小鷹先輩が愛想よく……ぷっ」

「今のじょうだんは、わたくしにもおもしろさがわかりましたっ」

　理り科かと幸ゆき村むらが口々に言った。

「くっ……だ、だったらやってやるよ！　俺の接客を見せてやる！」

　そして俺は愛想笑いを浮かべ、親しみやすい爽さわやかな声音で挨あい拶さつする。




「よ、ようこぞォ？　……い、いルァッしゃイまぜェ……？」




「「「こわっ！」」」

　星奈と夜よ空ぞらと理科が同時にギョッとした顔をした。

「すごいはくりょくです、さすがあにきです」

　幸村がキラキラした目で俺を見つめてきた。

「迫力!?　なんでここでそんな単語が!?」

「『ようこそ』の前に『このイカれた時代へ』とか『地じ獄ごくの一丁目に』とか付いてても違和感なかったですよ」

　愕がく然ぜんとする俺に、理科がからかうように言った。

「ぐ……そ、そういうお前はどうなんだよ！　できるのか？　接客」

「ふふん、この天才発明家、志し熊ぐま理科をなめてもらっては困りますね」

　自信ありげな様子の理科だが、天才発明家と接客に何か関係あるのか。

「ほーう。だったらやってみろよ」

「いいでしょう！　夜空先輩、幸村くんが着ていたメイド服って今ありますか？」

「あるぞ」

　夜空は部室のクローゼットを開け、中からメイド服を取りだした──って、今気づいたけどクローゼットなんていつの間に運び込まれてたんだ!?

　テレビ持ち込んだり食器棚持ち込んだりソファやテーブルの配置をたびたび変えたり、ほんとに俺たち談話室を好き勝手に使ってるよなあ……。

　理科が夜空からメイド服を受け取り、

「せっかくなのでメイド服を着て実演しようと思います。着替えるので小鷹先輩は目を閉じていてください」

「おう」

　言われるまま目を閉じる。

　理り科かが着替える衣きぬ擦ずれの音が室内に響き、数分後。

「……目を開けてもいいですよ」

　なぜか微妙に不機嫌そうな理科の声に従い、目を開ける。

　理科がメイド服を着ていた。

「『理科がメイド服を着ていた』っていう事実のみの認識で、それ以外の感想は特にないという顔ですね……」

　憮ぶ然ぜんとした様子で理科が言った。

「おお、すごいな！　なんで俺おれの頭の中が読めたんだ？　一字一句間違ってないぞ。パーフェクトだ」

「バーカバーカ小こ鷹だか先輩のバーカ！」

　驚きよう愕がくして素直に賞賛したというのに、理科は何な故ぜか涙目になって罵ののしってきた。

　それから拗すねたように、

「しかもほんとにずっと目を閉じてるし……信じられないです」

「いや、お前が目を閉じてろって言ったんだろ」

「だからってー！　すぐ目の前で女の子が生着替えしてるんですよ！　いけないとわかっててもこっそり目を開けるのが普通じゃないですか常識的に考えて！」

「おっと、ほんとは薄目を開けてお前の着替えを鑑賞してたのかもしれないぜ？　いやーいいもの見せてもらったぜゲヒヒ」

　ニヤリと笑う俺に、理科は嘆たん息そくして首を振る。

「ハァ……それはないですね」

「な、なんでだよ？」

「着替えの最中、ちょくちょく奇怪な踊りを踊ったり珍妙なポーズをとったり変顔したりしてましたから。ツッコミ気質かたぎの小鷹先輩が理科のあの奇き行こうを見てツッコミを入れずにいられるわけがありません」

「な、なに……!?」

　見れば夜よ空ぞらと星せ奈ながテーブルに突っ伏してぷるぷると悶もん絶ぜつしていた。

「ちょ、どうしたんだお前ら!?」

「くふふ、理科があまりにも面白すぎてお二人は呼吸困こん難なんに陥おちいってしまったのです」

　この二人を同時に笑わせるなんて……！

「いったいなにをやったんだ!?」

「ふふん、理科の生着替えを完全スルーするようなつれない人には教えてあげませーん」

「くそうっ、お前の生着替えなんてどうでもいいけど、お笑いを得意とする男として、どんなおもしろ行動をしたのかは気になるぜ……！」

「どうでもいいって……」

　理り科かは唇くちびるを尖とがらせ、

「ええいもういいですこの愚鈍プリンが！　さっさと実演しますから、小こ鷹だか先輩は一度部屋から出てまた入ってきてください」

「けっこう本格的にやるんだな……つーか愚鈍プリンって……お前最近口悪いな……」

　ぶつくさ文句を言いながらも俺おれは外に出て、すぐにまた部室の扉を開けた。




「べ、べつに来てほしくなんてなかったんですからねっ！　この唐変木プリン野郎！」




　げしっ！

「いてっ!?」

　お部店室に入るなりメイド理科がいきなり罵ば声せいを浴びせて臑すねを蹴けってきやがった！

「お、お前今本気で蹴っただろ!?」

「いいから早く椅い子すに座ってくださいよねファッキン芋野郎！」

　げしっ！

「ぐおっ!?　また蹴りやがったな!?」

「蹴られたのはわかってもお座りって言われているのは理解できないのですか躾しつけのなってない愚鈍な駄犬ですねっ！　そのキーマカレー食べたあとのうんこみたいな色した頭の中にはちゃんと脳のう味み噌そ詰まってるか疑問なんだからねっ!?」

　げしっ！

「だから思いっきり蹴るなよバカ！　せめて臑はやめてください！　ツンデレっぽい口調にすればなにやっても許されると思うなよ!?」

「はあ？　ツンデレ？　自惚うぬぼれるでないわこのツマグロヨコバイが！　クソ虫風情ふぜいにデレる要素など１ミクロもありません！　早く言うとおりにしないとチャバネゴキブリの下翅みたいな色の髪の毛むしり取っちゃうんですからねっ！」

「人の身体的なコンプレックスを集中攻撃するのはやめてくれよ！」

　本気で傷つきそうだったので抗議する俺。

　しかしむしり取られてはかなわないので大人しくテーブルの方へと歩く。

　げしっ！

「だから蹴るな！　すぐに座るっつーの！」

「誰だれが人間様の椅子に座っていいと言ったのですかっ!?　このギョウ虫頭！」

「ギョ、ギョウ虫頭!?」

　あまりにも酷ひどい！　泣きそうだ！　……まあ、ギョウ虫って実際にどんなのだか知らないけどさ。

「つーか、だったらどこに座ればいいんだよ!?」

「ここにあるでしょう！　馬ば鹿かには見えない椅い子すが！」

「うおっ!?」

　理り科かに膝ひざかっくんされ、強制的に空気椅子のポーズになる俺おれ。

「そのままじっとしてるんですからねっ！」

　理科がカップにコーヒーを淹いれて運んでくるのを、そのまま空気椅子の状態で待つ俺。

　……なにこの状況。

「べ、べつにあなたのために持ってきたわけじゃないんですからねっ！」

　そう言って、なんと理科は俺の目の前で運んできたコーヒーを自分で飲み始めた。

「ええー!?」

　本当に俺のために持ってきたわけじゃなかったんだ！

「ちなみにコーヒー代は９８０円なんだからねっ！」

「まさか注文してもなく飲んでもいないコーヒーの代金を請求されるとは!?　しかもやたらと高い！」

「なんだ、そんなにコレがほしいのか!?　この熱くて黒光りしているコレをそんなにも口に入れたいのか!?　物欲しそうな顔しやがってこのいやしいウニ味野郎め！」

「ウニ!?　意味がわからん！」

「醬しよう油ゆをかけたプリンみたいな頭ということです」

「なるほど！」

　うまいことを言いやがるぜ……ウニだけに。ふふ……。

「なんだそのドヤ顔は！　どうせ『うまいことを言いやがるぜ……ウニだけに』とか思いついちゃったんでしょうけど全然ウマくねーんだからねっ！　オラァ、さっさと飲んで出て行きやがれウニザビッチ！」

　理科から飲みかけのカップを受け取る。

　言われずともさっさと出て行きたかったので、さっさとコーヒーを飲み干そうとする。

　しかし空気椅子状態のため足が震えてとても飲みにくく、

「うわちっ！」

　うっかりコーヒーをズボンにこぼしてしまった。

「満足にエサを食らうこともできないのですかこのド低脳は！　マントヒヒのケツ毛みたいな頭の類るい人じん猿えんの飼育にはもううんざりだガッデム！」

　うう……だんだん心が折れかけてきた……。

「理科は貴様のマンドリルの陰いん毛もうみたいな臭においがする汚きたならしいズボンに飲ませるためにコーヒーを淹れたわけじゃないんだぞ！　オラ、乾かわく前にさっさとこぼれたコーヒーを吸うんだ！」

「吸うか！」

「いいから早くズボンを脱いで、陰部を露出させた情けない痴ち態たいを衆しゆう目もくに晒さらしながら自分の股こ間かんの臭においとコーヒーの香りの悪夢コラボを堪たん能のうするのです変態クソ虫！」

「……お、お願いですからもう勘かん弁べんしてください……！」

　残ったコーヒーを一気に喉のどに流し込み、俺おれはがっくりとうなだれた。

　そんな俺を見下ろし、理り科かはつんとした顔でぼそりと、

「ま、また、来てくれてもいいんだからね……」

「二度と来るか！」

　最後の最後に１ミクロほどのデレを見せたドＳメイドに、全力で叫ぶ俺だった。

「ふふ、というわけでどうでしたか？　理科のツンデレメイドは」

「どこがツンデレだ！　心が折れかけたわ！」

「おかしいですね……理科的にはクセになる接客だと思ったのですが」

「……今のって絶対、ツンデレにかこつけてここぞとばかりに溜たまってた鬱うつ憤ぷんを晴らしてたわよね……」

　星せ奈なが恐ろしげに理科を見ながら言った。

「理科どのもいろいろあるのですね」と幸ゆき村むらもなぜか納得顔で頷うなずいている。

「……なるほど。ああいう接客もアリか……」

「いや全然アリじゃないから」

　真面目まじめな顔で頷く夜よ空ぞらに星奈がツッコみ、

「…………でもちょっといいかも……」

「なにがいいんだ？」

「!?　こ、小こ鷹だかを蹴けるのがいいって意味に決まってるでしょ！　か、勘違いしないでよね!?　べつに言葉責めされたいわけじゃないんだからね！」

「いや、誰だれもそんな勘違いはしねえけど……」

　そして俺を蹴るのはよくねえよ。

「それで、理科のツンデレメイドの評価はいかほど？」

　理科がくるんとスカートを翻ひるがえらせながらその場で回ってみせる。

「20点ってとこかしら」とどうでもよさげに星奈。

「マイナス80点だ。心を折ってくるメイドがどこにいる」と俺。

「40点だな。『接客』という概念そのものを根本から見つめ直す必要性があるのが唯一の欠点だが、方向性としてはアリだ」

「その欠点は致命的すぎるだろうが。そして方向性としてもねえよ」

　真顔で言う夜よ空ぞらにとりあえずツッコむ。

「むー、意外な低評価です……。やはりツンデレと接客業は相性が悪いのでしょうか」

「あくまでもあれをツンデレと言い張るつもりかお前は」

　難しい顔をする理り科かに俺おれは半はん眼がんで言った。

「幸ゆき村むらくんはどうでしたか？」

　理科に問われ、幸村は相変わらずのぽーっとした無表情のまま微かすかに首を傾かしげ、

「おそれながら……まだまだみじゅく、かと」

「がーん」

　幸村にバッサリ否定され、理科がショックを受けた顔をする。

「……しかし幸村くんに言われては仕方ありませんね……。やっぱりこれまでメイド服を着てきた身としては、なにかメイドとしての神しん髄ずいのようなものを摑つかんでいたりするのでしょうか？」

「しかり」

　幸村は真顔で頷うなずいた。

「……そうだったのか。コスプレしてるだけのなんちゃってメイドだと思っていたぞ」

　夜空がぼそりと言った。おい待てコスプレさせた張本人。

「して、そのメイドの心得とは？　ぜひご教授ください」

「よいでしょう」

　幸村が目を閉じ、妙に重々しく頷いた。

「……ねえ、幸村ちょっと調子に乗ってない？」

　星せ奈なが囁ささやいた。同感だったが言わないでおいた。

　調子に乗ってる感じの幸村は、普段よりは若干真剣に聞こえなくもない声音で告げる。




「めいどのしんずい──それはあにきへの忠義の心です」




　………………。

「さ～て！　次は肉の接客を見せてもらおうか～（棒読み）」

「ええ!?　あたしもやるの!?」

「せっかくだしいいじゃないですか～。星奈先輩の接客見てみたいです～（棒読み）」

　幸村のありがたきお言葉はなかったことにされ三人はキャッキャウフフと喋しやべりだした。

　幸村はという顔になっていた。

　星奈は俺にしっしと手を振りながら、

「しょうがないわねえ。ほら小こ鷹だか！　着替えるからさっさと外に出なさい！」

「さっきみたいに目を閉じてるだけじゃ駄だ目めなのか？」

「？」

　睨にらまれた。

「…………あんたには二回も前科があるしね」

「え？」

「なんでもないわよ！　早く出て行きなさい！」

「お、おう」

　何な故ぜか顔を赤くした星せ奈なに追い立てられ、俺おれは部室を出た。





　　






「入ってもいいわよ」

　部室の中から星奈の声がして、俺は扉を開けた。




「お帰りなさいませ、ご主人様」




　メイド服に身を包んだ星奈が、俺が入ってくるなりぺこりとお辞じ儀ぎをした。

「うお……」

　思わず驚きよう愕がくの声が漏もれる。

　あの星奈がメイド服を着て俺に敬語を使ってご主人様なんて呼んだこと自体が衝撃だったのに、そのどこか品のあるお辞儀の仕方や柔やわらかな声色までバッチリで、まるで本物のメイドさんのようだった。

「むむむ」

　幸ゆき村むらが微かすかに唸うなる。対抗意識からか、ちょっと不機嫌そう。

「……しかしなんつーか……きつそうだな」

「う……！」

　星奈の顔が微妙に引きつった。

　このメイド服はもともと夜よ空ぞらの私物で、身長や体格が夜空とそれほど変わらない幸村や理り科かは問題なく着ることができていたのだが、星奈が着るとかなり窮きゆう屈くつそうだった。

　特に上半身──襟えりを限界まではだけ、それでも全体的に……特に胸がその……今にもはじけ飛ぶんじゃないかというくらいぱっつんぱっつんだった。

「ジ、ジロジロ見ないでよバカ！」

　顔を赤くして両腕で胸を隠す星奈。

「ていうかあんたたち、よくこんなの平気で着てたわね。窮屈じゃないの？」

「……ふぁっく」

　幸ゆき村むらが自分の胸と星せ奈なの胸を交互に見比べて不満げな顔をした。

「……洋モノポルノ」と理り科かは無表情で呟つぶやき、

「……雌めす豚ぶたが……ッ！」

　夜よ空ぞらが敵意の眼まな差ざしを向けて罵ののしった。

「うぅ……、ふ、ふふんっ、ザコどもがなんかゆってるわね！」

　少し涙目になりながらも星奈は傲ごう然ぜんと大きな胸を張った。

「と、とにかくそれではお席の方にご案内いたします、ご主人様」

　俺おれに微笑ほほえむ星奈。

「お、おう……」

　やばいやっぱり星奈にご主人様って言われるとすげードキドキする！

　星奈に導かれるまま椅い子すに座る。

「……デレデレするなバカ小こ鷹だか」

　夜空の不機嫌そうな声。

「ご注文はお決まりですか？」

「え……メニューはなにがあるんだ？」

「特製メイドサンドイッチ、特製メイドケーキ、特製メイドティー、特製メイドコーヒーなど取りそろえております」

「へー、じゃあケーキで」

「申し訳ありません、ただいま品切れとなっております」

「やっぱりないのかよ！　それじゃコーヒーで……」

「かしこまりましたご主人様」

　星奈がぺこりとお辞じ儀ぎして、コーヒーを淹いれて軽やかな足どりで運んでくる。

「お待たせしましたご主人様。特製メイドコーヒーでございます」

　完かん璧ぺきすぎて、ほとんど気味の悪いものすら感じる。

　俺は目の前に置かれたコーヒーと星奈の顔を交互に見比べ、

「……いや、あの、ほんとにどうしちゃったんだお前……なんで出来るんだ……!?」

「そうですよ！　星奈先輩にまともな接客が出来るわけないじゃないですか！　さては偽物ですね!?　あるいは星奈先輩に取とり憑ついたメイドの霊！」

「おのれもののけよ。星奈のあねごからはなれるのですっ」

　口々に言う俺たちに星奈の顔が赤くなる。

「べ、べつにおかしくないでしょ！　ええとそう、ス、ステラの真ま似ねをしてるだけよ！」

「あ、なるほど」

「そうだったのですか。身近にプロ執しつ事じがいたら自然と出来るようになるものなんですね」

「そ、そうよ！　そうなのよ！」

　納得する俺おれたちに、星せ奈なはうんうんと強く首を振った。

　そんな力強く肯定しなくてもいいのに。

「……執しつ事じの仕事を見てどうして喫きつ茶さ店てんの接客が出来るようになるのだ……？」

　夜よ空ぞらが怪け訝げんな顔で何か呟つぶやいたがよく聞こえなかった。

「でもまあ、真ま似ねだとしてもちょっと見直した」

「や、やめてよもう」

　素直に褒ほめると、星奈は顔を赤くして照れた。

　さて、それじゃコーヒーを飲むか……と俺がカップに手を伸ばしたそのとき、

「あ、ちょっと待って。特製メイドコーヒーだから美お味いしくなるおまじないをしないと」

「おまじない？」

　怪訝に思う俺に星奈は得意げに笑い、




「おいしくなれ♪　萌もえ萌えきゅんきゅん♥」




　両手でハートマークを作ってリズミカルに動かしながら、そんな謎なぞの呪じゆ文もんを放った。

　……………………………………………………………………………………………………

　……………………………………………………………………………………………………

　…………絶望的な沈黙が部室内を支配した。

　…………どうやら謎の呪文は時空を凍結させる呪文だったらしい。

「……あ……あれ……？」

　星奈が笑顔のまま頰ほおを引きつらせた。

「肉……」

　夜空が絶対零れい度の眼まな差ざしで星奈を見る。

「…………な、なんでしょうかご主人様……」

「………………肉」

「はうっ！」

　そのまま夜空は無言でじっと星奈を見つめ続けた。

　全すべてを見透かすような漆しつ黒こくの瞳ひとみの前に、メイドスマイルを張り付かせたままの星奈の顔にだらだらと冷や汗が浮かぶ。

「……う……あ……あう……」

　そしてついに、その痛々しい笑顔が崩れ去り──

「休みの日にメイド喫茶に入り浸ってなんかないんだから！」

　真実を暴ばく露ろしつつ、涙目で星せ奈なは叫び部室から走り去っていった。

　……メイド服を着たままで。

　…………。




「よし、メイド喫きつ茶さはナシだな！」




　やけに爽さわやかな顔で夜よ空ぞらが言って、俺おれ、理り科か、幸ゆき村むらは重々しく頷うなずいた。





　　






　それから。

　三十分ほど経たってメイド服で帰るわけにはいかないことに気づいた星奈がばつが悪そうな顔で部室に戻ってきたが、俺たちは何も言わなかった。

　俺は黙って部室から出て、メイド服から制服に着替えて出てきた星奈を無言で見送り、再び部室に入った。

　その後は本を読んで適当に時間を潰つぶし、適当な時間になるとぱらぱらと解散。

　礼拝堂を出たところで、俺ははたと足を止めた。

　一つ、どうしても気になることがある。

　理科がメイド服に着替えたときの行動──あまりの面白さに夜空と星奈を悶もん絶ぜつさせたという理科の変顔や奇き行こうの詳細が知りたい……！

　俺が部室を出るとき読書中だった夜空は「きりのいいところまで読んでから帰る」と言っていたから、まだ部屋に残っているはずだ。

　俺は夜空に尋ねるべく踵きびすを返かえし、部室へと向かった。

　がちゃり。

　部室のドアを開ける。




　夜空がメイド服を着ていた。




　目が合う。

「………………」

「………………」

　二人して無言で見つめ合い──……。

　突とつ如じよ、夜空の顔がボッと火がついたように真っ赤になった。

「こ、これは、あの、あう、あわ……！」

　口をぱくぱくさせる夜よ空ぞら。

　俺おれはそんな夜空に優しく微笑ほほえみかけ、そのまま一歩後ろに下がり、部室のドアを閉めたのだった。





　　






　その日の夜。

　携帯電話に夜空から「自分がメイド服を着ていたのは星せ奈なが着たせいで服が破れたり伸びたりしていないか確認するため仕方なく着ただけである」という主しゆ旨しのすごい長文メール（八割くらいは星奈の悪口）が届いた。

　俺はひとこと「わかってる」とだけ書いて返信した。












占うらない







　朝、いつものように朝食をとっていると、なんとなくつけていたテレビ番組で占いコーナーが始まった。

　血液型占いによると、今日の俺おれの運勢は最悪らしい。

『残念！　ＡＢ型のあなた、今日の運勢は最悪です！　友達を傷つけないよう、行動には十分に注意してくださいね！』

「…………」

　……あー……あーよかったー、友達いなくて！

　そもそも友達いないから傷つける心配もなくてラッキーだったぜ！

「…………ちっ」

　占いを信じるわけじゃないけど、なんとなく嫌な気分になってチャンネルを変えた。

　変えた先のチャンネルでもちょうど占いコーナーが始まっていて、こっちは星座占いだった。

　俺の星座は上から二番目にラッキーということだったが、

『友達との友情がいっそう深まるかも！』

　だから友達いねえっつーの……。

　心の中でツッコみつつ、俺はふと思いつく。

　占い……か。





　　






「占いの館ってのはどうだろう」

　そんなわけで放課後、隣りん人じん部ぶの部室にて。

　昨日と同じく文化祭の出し物についての話し合いが始まり、俺は今け朝さ思いついたことを提案してみた。

　部室には夜よ空ぞらと星せ奈なと理り科かと幸ゆき村むら、そして俺。

　小こ鳩ばととマリアの年少組は今日も来ていないが、小鳩の補習は今日が最終日らしいので、明日からは来れるだろう。

「なにあんた、占いなんて信じてるの？」

　小こ馬ば鹿かにしたように星奈が言った。

「いや俺はべつに信じてないけど。でも占い好きなやつって多いんじゃないのか？　特に女子高生には」

「ふふん、普通の女子高生に占うらない好きが多いかどうかなんて、友達いないこのあたしが知るわけないじゃないの！」

「自慢げに悲しいことを言うなよ……」

「うん……あたしもちょっと悲しくなった……。まあ、少なくともあたしはまったく信じてないわね。だってあたしは神に選ばれた存在だから！　ボンクラ占い師どもが何を言おうと、あたしの運勢は常に最高に決まってるじゃない」

　どうやら心の底からそう思っているようで、確信に満ちた声で言う星せ奈な。

「ああそうだ、その通りだぞ肉。生まれてからこれまで、貴様の運勢は常に最高だ。これからもずっと最高だろう」

　なぜか夜よ空ぞらが星奈の妄もう言げんを肯定した。

「夜空……？」

「でしょう!?　あんたたまにはいいこと言うじゃない！」

　上機嫌になる星奈に、夜空はゆっくり力強く頷うなずき、

「ああ。貴様の運勢は常に最高──……つまり今が上限だ。これ以上はない」

「でしょでしょ──……え!?」

「友達はできず、同性のクラスメートからは嫌われハブられ、体育の時間はいつも一人ぼっち、家庭科の調理実習や遠足や修学旅行の班決めでは『柏かしわ崎ざきさんは男子と組めばーギャハハ』などと言われ思い出ボロボロ……今のそれが、貴様の人生に許された最高の幸せなのだ。これまでも、そしてこれからもそんな人生が延々と続いていくのだろう……」

「ちょっ、や、やめてよ……そんなこと、ないん…だから……」

　夜空の精神攻撃に星奈は動揺する。

「星奈先輩、これからの人生もがんばってくださいね……」

「せなのあねご……かわいそうです」

「ちょっと！　あんたたちまでそんな目であたしを見ないでよお！」

　後輩二人にまで哀あわれみの視線を向けられ、涙目になる星奈だった。

「ふふ……安心しろ、肉」

　菩ぼ薩さつのように優しく微笑ほほえみ──夜空がこの顔をしたときろくなことを言ったためしがないのだが──夜空はぽんと星奈の肩を叩たたいた。

「よ……ぞら？」

「肉……。貴様にはもう、友達がいるだろう？」

「よ、夜空……？　それってまさか……」

　星奈が潤うるんだ瞳ひとみで夜空の顔を見つめ返す。

　夜空はゆっくりと頷いた。

　おおっ!?　これはまさか、いい話的な展開か……!?

　夜よ空ぞらはさらに笑みを深め──




「貴様にはもう友達がいる──ゲームの中にな！」




　おい。

「あ、そっかー！　ゲームの中のあたしはいつだって大勢の素敵な女の子たちに囲まれて最高に幸せだもんね！　現実がゴミみたいでもいいじゃない！　ゲームの中で幸せになれば──って、よくないわよ!?」

「あ、一応よくないって気持ちはあったのか」

　見事なノリツッコミを決めた星せ奈なに、俺おれは素すでちょっと驚いた。

　なんかもう、てっきりゲームと現実の区別がついてないものだとばかり思ってた。

「ちっ……このままずっとゲームだけやっていればいいものを」

　夜空が吐はき捨てた。

「とにかく！　あたしは占うらないなんて信じないんだからね！　運命は自分の力で切り開いていくものなのよ！」

「ゲームの中ではな」

「だからゲームの中だけじゃないってばー！　現実でもそうよっ！」

　涙目で反論する星奈だった。

「……しかしまあ、占いの館というのは悪くないアイデアかもしれないな」

　星奈を完全に無視して、淡々と夜空が言った。

「夜空は占いとか信じてるのか？」

「そんなわけがないだろう」

　夜空は吐き捨てるように言い、

「中学時代に三ヶ月間毎日、テレビ、新聞、雑誌など、チェックできる限りのすべての星占い、血液型占い、干え支と占いの結果をチェックし、その日の自分の身に起きたことを毎日詳細に記録し、そのあと客観的に見て『その日、その週、その月の私がどの程度ついていたか』を判定し、各占いの結果とを照合して統計をとってみた結果、三ヶ月間の的中率が50％を超えた占いは四つしかなかった。その四つはみんな月刊誌の『今月の占い』だったから、集計期間を考えると的中率が高くても偶然の範囲内だろう。よって私は占いを信じないことにした」

「なんちゅう暇ひまなことを……」

「なんかもうそこまでやられると、逆に本当はこの人占いが超好きなんじゃないかって思っちゃいますね」

　俺おれと理り科かが呆あきれながら言った。

「つか、そこまで徹底して微み塵じんも信じてないのに、占うらないの館をやるのは賛成なのか？」

　訝いぶかる俺に、夜よ空ぞらはこくんと頷うなずいた。

　そして口元に邪悪な笑みを浮かべ、




「ふ……ペラペラと適当に口から出任せを言い散らすだけで、占いなどを真まに受うけてしまうような知性の低いリア充どもから金を巻き上げられる……こんな愉ゆ快かいな商売もあるまい……くふっ……」




「ひ、ひでえ……」

「あんた、まさに魔女ね……」

「夜空のあねご、まじぱないです」

　戦せん慄りつする俺たち。

「ふん、べつに悪いことをしているわけではないからいいだろう。私はアホなリア充を騙だまくらかして金かね儲もうけができて嬉うれしいし、リア充どもも耳障りがいいだけのしょーもない戯たわ言ごとでいい気分になることができる。いわばＷＩＮ－ＷＩＮの関係だ」

「まあ、占いって案外そういうもんかもしれないけどな……」

　……それに、たしかに夜空はとても魔女っぽい──つまり占いが似合いそうなキャラなのは間違いない。

　薄暗い館内で、黒いローブ着た夜空が水晶玉を前に重々しい口ぶりでなんかそれっぽいことを言えば、雰囲気はバッチリだ。

　意外と繁はん盛じようするかもしれないな……占いの館。

「しかし夜空先輩。そのしょーもない戯言をもっともらしく喋しやべるにも、それなりに技術がいるのではないでしょうか」

「安心しろ。私は虚きよ言げんと演技は得意だ」

　人としてはアレだが頼もしいお言葉だった。

「肉。ためしに貴様を占ってやろう」

「あたし？」

　星せ奈なが夜空の正面に座り直す。

「カーテンを閉めて電気を消せ」

　理科と幸ゆき村むらが夜空の指示に従い、部屋が闇やみに包まれる。

　夜空は自分の前にケータイを置き、バックライトを灯ともす。

　闇の中、向き合う夜空と星奈の顔だけがぼんやりと浮かび上がった。

　おおー、なんかそれっぽい……。

「…………ふむ……」

　夜よ空ぞらが若干顔を下に向け、星せ奈なの顔を上うわ目め遣づかいで見つめ、低く唸うなる。

「な、なんか照れるわね……」

　頰ほおを赤らめる星奈を難しい顔で見つめながら、夜空はたまに「うーむ」とか「むーん」とか唸る。

　そして重々しい口ぶりで、

「ふむ──……見えた、ぞ……」

「み、見えたってなにが……!?」

「おぬし……今、何か悩んでいることがあるのではないか……？」

　おぬして。

「え、悩み……？　べつに」

「……それも、人間関係に関することで」

「え!?　人間関係……!?　……い、言われてみれば……」

　星奈の顔に驚きよう愕がくの色が浮かんだ。

「……ふむ……やはりそうか……おぬしの身体から、ぼんやりと薄紫色の霧きりが立ちこめているのが見える……これは『不安』の象徴……そして霧の形からそれは『人』に関するものである可能性が高い……」

「ええ!?　すごい！　当たってる！　ほ、ほんとに見えるの!?」

　なにやらテキトーなことをそれっぽい口調で言う夜空に、星奈は本当に感心しているようだった。

「私にはすべてお見通しだ……。おぬしは……そう……基本的には前向きに物事を考える傾向にあるが、ときおり後悔することもあるだろう……」

「わ、わかるの!?」

「星奈先輩……」

　驚愕する星奈を、理り科かはジト目で見ていた。

「……またおぬしは、他ほかの人間よりも優れたものをいくつか持っている……だが、その才能を生かしきれずに歯がゆい思いをすることもままあると見える……。……他者との交流において、もっと積極的になりたいと思いながらも、思し慮りよ深さゆえについつい思いとどまってしまうこともあるだろう……。普段はやや楽観的な部分もありながら、ときおり自分の行動や判断に迷い、考えてしまうことがある……。そして基本的には明るいが、寂さみしがり屋な面も持っている……」

「あ、当たってる！　なんで!?　なんでわかるの!?」

　目をキラキラさせる星奈を横目に、俺おれの隣で理科が嘆たん息そくするのが聞こえた。

「……こういうの、なんて言うんだっけか」

「……『バーナム効果』というやつですね」

　俺おれが小さく呟つぶやくと、ぽつりと理り科かが返してきた。

「あー、それだそれ」

　たしか、誰だれにでも当てはまるような一般的なことを言われたとき、それが自分についての正確な診断だと感じてしまう……そんな感じの心理現象のことだったと思う。

　夜よ空ぞらはなおも重々しい口ぶりで星せ奈なにそれっぽいことを話し続ける。

　口調は真面目まじめそのものだか顔はやや俯うつむき気味で、星奈の顔を直視せず、よく見るとさっきから微かすかに身体が震えているのがわかる。

「……なあ。あれって笑いをこらえてるんじゃないか？」

「……みたいですね」と理科。

　そんなことには気づかずに、星奈は夜空の話を相づちをうちながら熱心に聞いている。

「よ、夜空があたしのことをそんなにわかってくれてたなんて……。やだ……なんかちょっと嬉うれしいかも……」

　本気で感動しているらしく星奈の目が潤うるんでいた。

「……バカかこいつは……ゴホン。……あー、ええと……そんな、優しくも不器用なところもあるおぬしのために……人生を好転させるための魔法を教えてやってもいいぞ……」

「そ、そんな魔法があるの!?」

「うむ……門外不出の秘術だが、おぬしにだけ特別に教えよう……」

「教えて教えて！」

「……今こ宵よい……零れい時零分零秒……屋根の上で頭に水の入った皿を乗せ、その場でけたたましい奇声を上げながら三回転して最後に『セクシービーム！』と家の中にまで響く声で叫ぶのだ……。水がこぼれなければ、月の祝福がその身に宿り、おぬしの人生に大いなる幸福がおとずれるであろう…………」

「ぶっ」

　理科が噴ふき出だした。

「わかったわ！　ありがとう夜空！　あたしあんたのこと誤解してた……！」

　夜空のことを完全に信頼してしまっていた星奈は、なんと夜空の微み塵じんも信じさせる気がなさそうな戯たわ言ごとを真まに受うけてしまった。

「う……うむぶっ……おぬしの幸福を願ってぶふっ……い、いるぞ……」

　ぷるぷると笑いをかみ殺しながら、夜空は重々しく頷うなずいた。





　　






　その夜。

　深夜一時頃ごろ、俺おれのケータイに星せ奈なからメールが来た。




　タイトル　シクシク…

　本文　パパにめっちゃぶたれた・・・でも幸せのためなら平気！




「…………おい」

　重い瞼まぶたを半分ほど開いて、小さくツッコむ。

　まさかやったのか。

　ほんとに頭に皿乗せて奇声を上げてセクシービームって叫んだのか。

　たまに真剣に星奈の将来が心配になるな……。

　誰だれかしっかりした人を婿むこ養よう子しにでもしないと、あいつの代で悪い奴やつに騙だまされて柏かしわ崎ざき家潰つぶれるんじゃないだろうか……。

　とりあえず『「バーナム効果」でググれ』と返し、俺はケータイの電源を切った。





一回目







「よォォおおおおずぉォおおおおルぁあああああァァァァぁぁぁ────ッ!!!!!!」

　翌日の放課後、俺と夜よ空ぞらが部室に向かって歩いていると、うしろから地じ獄ごくの亡もう者じやの慟どう哭こくを連想させる恐ろしい叫びが聞こえてきた。

　俺と夜空はそれが誰の声なのか知っていたのでちょっと驚くだけで済んだのだが、近くを歩いていた他ほかの生徒たちは、例外なくギョッとした顔できょろきょろと周囲を見回していた。

「グォガェグヴォァヴァゼィデェァ＄ぅヴォァァ＃アゥゴドゥァ￥＊＋ッ!!!!!!」

　飢うえた魔物を思わせる、人間が発しているとは思えない狂きよう気きの雄お叫たけびを上げながらこちらに全力疾走してくるのは、言うまでもなく星奈だった。

　その形相も凄すさまじく、まさに鬼か般はん若にやのごとし。

　間違っても美少女がしてはいけない顔だった。

「ち……」

　俺おれが振ふり返かえったので、舌打ちして夜よ空ぞらも立ち止まって振り返り、星せ奈なが来るのを待つ。

「ハァ……ハァ……ゼェ、ゼェ……、……よ、夜ゾルァぁ……ッ!!」

「なんだ肉」

　追いつき、身体から湯ゆ気げを立ち上らせながら荒い息をついている星奈に、夜空は普段どおりの冷たい視線を向けた。

「んだびゃグェホッ！　…………す──は──す──は──…………」

　噎むせ返かえった星奈は深呼吸し、ようやく呼吸を落ち着ける。

「なんだじゃないわよバカ雌め狐ぎつね!!　よ、よくも騙だましてくれたわね!!」

「騙す？　なんのことだ」

　眉まゆ一つ動かさず、しれっと聞き返す夜空。

「昨日の占うらないのことよ！　あんなテキトーなこと言って……あたしは、あたしは……うううううぅぅぅ！」

　涙目で呻うめく星奈に俺は、

「……まあ、そんな気を落とすなよ星奈……。お前がアホなことやって理事長に怒られるなんて、よくあることだろ？」

「それはそうだけ──って、よくあることじゃないわよ!?　小こ鷹だかあんたあたしの家庭のことどんな目で見てんのよ!?」

　心外そうな顔で星奈は言い、

「──って違う！　たしかにパパに叱しかられたのもアレだったけど！　……あたしは……せっかく……うううう！　……ちょっと……嬉うれしかったのに……」

「ん？」

　小声でぼそぼそと何かを言う星奈に、夜空はかすかに首を傾かしげる。

　星奈は怒りに顔を赤くし、

「な、なんでもないわよ！　夜空のバーカ!!　もう！　ほんと、あんたはほんとに……ほんとに……うううう！　バカバカバカ！」

　半泣き──いや、八分ほど泣きで、星奈は夜空を睨にらみつける。

「バカ……ほんと、バカ……」

　夜空に言い負かされて部室から逃げ去っていくときに垂れ流されるような涙ではない、怒りと、そして悲しみの混ざった重たい涙。

　どうやら……星奈のやつ、今回はけっこうガチでご立腹のようだ。

「……ふ……ふん……」

　夜空もそれを感じたのか、ばつが悪そうに指先で前髪をいじる。

「…………むー……」

「…………ふん……」

　睨にらむ星せ奈なと、その視線から逃げるように目を逸そらす夜よ空ぞら。

　二人の間に流れる、シリアスに気まずい空気。

　そんな二人の様子に、すれ違う生徒たちが横目でチラチラと好こう奇きの視線を向け、ヒソヒソと話をしながら歩いていく。

「……な、なあ。とりあえず部室に行かないか？」

　どうにか取りなすべく言った俺おれに、夜空と星奈はどちらもムスッとした顔のまま小さく頷うなずき、ちょっと離れて歩き出した。













　　






　がちゃり──……ドアを開けて部室に入ると──。




「あっ！　あんちゃ──……くっくっく……待っていたぞ……我が半身よ……」




　ソファの上で両手をだらーっと伸ばして寝そべって足をぱたぱたさせていた小こ鳩ばとが、ドアが開いたのに気づくと慌あわてて立ち上がり、偉えらぶるようにちょっと胸を張ってレイシス口調で俺おれたちを出迎えた。

　部室には小こ鳩ばと一人だけで、理り科かと幸ゆき村むらもまだ来ていないらしい。

「小鳩ちゃんきた━━━━━━ッ!!」

　小鳩の姿を認識するなり、星せ奈なが歓声というか奇声を上げた。

「」

　小鳩が嫌そうに顔をしかめる。

　星奈は目の中に無数の☆を煌きらめかせながら、先ほどまでのどん底テンションがまるで噓うそだったかのように喜色満面の笑みを浮かべる。

「小鳩ちゃんひさしぶりいいいいいっ！　ねーねー、なんでなんで!?　なんでなんでなんで!?　なんで今日小鳩ちゃんいるの!?　うっひょおおおおおおおおおおおおおおおお！　こっばっとっちゃんっ、マッ！　ジッ！　てっ！　んっ！　しっ！　小鳩ちゃんの天使力は世界一ィィィィィ────ッ!!」

「ううぅ～……あんちゃぁん……」

　ちょっとマリアっぽいアホさが混じった、今にも飛びかかっていきそうなテンションの星奈に、小鳩が泣きそうな顔をした。

「ハァハァ……小鳩ちゃんに会えるなんて今日はついてるわ……！」

　よっぽど小鳩に飢うえてたんだなあ星奈のやつ……。

　そういえば、だいたい二週間ぶりになるのか。

　俺はもちろん毎日家で顔を合わせているので「ひさしぶり」なんて感覚はまったくないのだが、小鳩は定期試験の結果が悪かったため、放課後に補習があって最近部活には来られなかった。

「……相変わらずこの単細胞肉は本当に気持ち悪いな……」

　ぼそりと俺の隣で夜よ空ぞらが呟つぶやき──、




「…………ふ……」




　ほんの僅わずかに……夜空の口から安あん堵どのような吐息がこぼれた。

「夜空……？」

「？　なんだ小こ鷹だか」

　自分では気づいていないらしく、夜空は怪け訝げんな顔をした。

「……いや、なんでもない」

　俺が言うと、夜空は少し不思議そうに目を細めたあと、両手を前で閉じたり開いたりして今にも獣と化して小こ鳩ばとへ襲いかかろうとしている星せ奈なに視線を向けた。




「……どうやら、幸福がおとずれたようだな」




　淡々と夜よ空ぞらが言った。

　バッと星奈が振り向く。

　その顔には、驚きよう愕がくの色が浮かんでいる。

「た、たしかに……ほんとに幸福がおとずれちゃったわ……！　あたしの前に小鳩ちゃんがおとずれちゃったわ……！」

「幸福て……いやそんな大げさなもんじゃねえから。普通に補習が終わってまた部活に来れるようになっただけだから」

　呆あきれてツッコむ俺おれに、星奈はハッとした。

「た、たしかにそうね！　べ、べつに夜空のデタラメな魔法のおかげなんかじゃないわよね！　わ、わかってるわよそれくらい！」

「……ふふふ……さぁて……それはどうかな……？」

　昨日の占うらない師モードを思わせる口ぶりで夜空が神秘的な笑みを浮かべる。

　星奈は少し顔を赤らめ、

「ほんっと、あんたはイヤなやつね……！」

　ぷいとそっぽを向き、

「……あ、あんたの占いなんて今後絶対信じないけど……で、でもまあ、今回のところは小鳩ちゃんに免めんじて許してあげるわ！」

「……偉えらそうに……調子に乗るなよ腐くされ肉……」

　夜空は不機嫌そうに顔をしかめつつ、これまた星奈から顔を逸そらし、「……ふん」と鼻を鳴らした。

　夜空の頰ほおが微妙に赤くなっていることに気づいているのは、俺だけだった。

「ふぇ……？」

　不思議そうに小首を傾かしげる小鳩のほうへ歩み寄り、

「お帰り、小鳩」

　ぽんと軽く頭に手を乗せて俺が言うと、小鳩は「ん……」と小さく頷うなずき、微笑ほほえんだのだった。





バースデイ







　俺おれたちが部室に来てから数分ほどで、幸ゆき村むらと理り科かもやってきた。

　久々に小こ鳩ばとを加えた六人での部活が始まる。

「それで、文化祭の出し物は結局占うらないの館で決定なんですか？」

　理科が切り出した。

　俺と夜よ空ぞらと星せ奈なはちらちらとお互いの顔を見合わせる。

「……俺としては、もうちょっと考えてみたほうがいいと思う」

「……とりあえず保留にしておきたい」

　俺と夜空が言って、

「あたしも他ほかの出し物がいいわ。これ以上の犠ぎ牲せい者しやを出さないようにするためにも……」

　殊しゆ勝しような面持ちで星奈。

「……まさか星奈先輩、昨日の占いを真まに受うけてほんとに──」

「や、やってないわよ!?　屋根の上で叫んでなんてないわよ!?」

　ぶんぶんと首を振る星奈に、理科は呆あきれた顔で嘆たん息そくしつつ、

「……まあ、理科も正直、夜空先輩一人の負担が大きそうなので、占いの館はちょっとどうかなと思ってました。一応、占いの本は持ってきたのですが」

「占いの本？」

　夜空が訊たずねると、

「はい。もしも占いの館をやるなら、理科たちもある程度の知識は身につける必要がありますし」

　理科は鞄かばんの中から何冊かの本を取り出してテーブルの上に置いた。

　立派な装そう丁ていのやたら分厚い本もあれば、『今日からはじめる手相占い』みたいな入門書っぽい本、一昔前に流は行やった『動物占い』だとか『野菜占い』、『太ふと草くさ糟かす子この地じ獄ごく占せん星せい術じゆつ』といったミーハーな雰囲気の本など、様々だった。

「これ、わざわざ買ったのか？」

　理科は首を振る。

「うちの本棚の奥から適当に引っ張り出してきただけです」

「ってことは、理科の私物なのか……」

　発明家として名を馳はせる理科がこの手の本を持っているというのが意外だった。

　俺のそんな視線に、理科は少し頰ほおを赤らめ、

「い、一時期、ほんのちょっとだけ興味を持っていたことがあっただけです！　前に言ったでしょう？　女の子は誰だれでもオカルト好きなんです」

　そんなふうに照れている理り科かは、なんというか、普通に可愛かわいかった。

　と、そこで幸ゆき村むらが机の上に出された本をじっと見つめているのに気づいた。

「幸村？」

「……あにき」

　幸村がくいくいと俺おれの服の袖そでを摑つかんで引っ張ってきた。

「ん？」

「あにき……戦国武将占うらない、というのをやってみるのはいかがでしょうか」

『戦国武将』と書かれた新書サイズの薄い本を控ひかえめに指さす。

　表紙には可愛くデフォルメされた戦国武将たちの姿。

　装そう丁ていから、『動物占い』や『野菜占い』と同じシリーズだろう。

「いかがでしょうか……って、幸村、やりたいのか？」

　ぽーっとした目で俺の顔を見つめながら、幸村は少し恥はずかしそうに頰ほおを染めて小さくこくんと頷うなずいた。

「お前もこういうの好きなんだなー」

　苦笑する俺だった。

　戦国武将占い、ね……。

　本を開くまでもなく、誕生日や血液型から『あなたは戦国武将では誰だれ々だれです』と判定するような他愛のない内容だとわかる。

「そんじゃ、せっかくだから『戦国武将占い』とやらをやってみましょうか」

　星せ奈ながひょいと『戦国武将占い』の本を手に取り、パラパラとめくる。

「なんかねー、血液型と誕生日でどの戦国武将に当てはまるかわかるんだって」

　予想どおりの内容だったので思わず苦笑が漏もれる。

「えーと、そんじゃまずは小こ鷹だか、あんたの誕生日と血液型は？」

「俺？　誕生日は７月30日、血液型はＡＢ型」

　俺が答えると、

「７月30日……夏休み中だったのね」

「そうだな。おかげで俺は誕生日を友達に祝ってもらったことがないんだ……」

「友達に誕生日を祝ってもらえないことを夏休みのせいにできる、いい誕生日だな」

　夜よ空ぞらがさらりと心に突き刺さることを言った。

　ナチュラルに言葉のナイフを投げるのやめてほしいなほんとに……。

　ああそうだよ言い訳だよ。ほんとにお互い誕生日を知ってる仲のいい友達がいたら、夏休み中だろうがなんだろうが祝ってもらえるんだろうよ。

　友達のいない俺は、十七歳になった今年の誕生日も特になにもしなかった。

　ていうか、誕生日がいつの間にか過ぎてた……。

「あにきのおたんじょうびをお祝いできなかったとは……一生のふかく……」

　幸ゆき村むらが神妙な顔で言った。

「あ、ちなみにあたしの誕生日は５月19日ね！」

「ふーん、ちょうど俺おれがこの学校に転校してきたころだな」

「肉の誕生日などどうでもいい。さっさと占うらないを終わらせろ」

　淡々と不機嫌そうに夜よ空ぞら。

「むー。……ええと、７月30日生まれのＡＢ型ね？　…………あなたは織お田だ信のぶ長ながです」

「へー」「ふん……」「はあ」「さすがあにきですっ」「……」

　幸村が少し声を弾はずませた以外、他ほかの部員たちは特に盛りあがることもなく、これといったリアクションもなかった。

　まあ、正直『あなたは織田信長です』なんて言われても、だからどうしたとしか言いようがないよな……。

　だって俺、信長じゃねえし……。

「あねごっ。わたくしはだれですか？」

　なぜかちょっとはしゃいでいる様子で幸村が訊たずねる。

「幸村？　あんたはいつ生まれの何型なの？」

「６月13日のおうがたです」

「６月13日のＯ型ね……年はあたしの一コ下だから……あ、ここか。……えーと、あなたは直なお江え兼かね続つぐです、だって」

「………………さようですか」

　結果を聞くなり、幸村はちょっと唇くちびるを尖とがらせて目線を下に落とした。

　明らかにかなり不満そうな様子だった。

「……幸村は嫌いなのか？　直江兼続。俺はあんまり詳しくないけど、けっこう有名な武将じゃないか。大河ドラマの主役にもなってたし」




「兼続は、けっかをだしておりませぬゆえ好きません」




　……意外とシビアなお言葉であった。

「そっか、結果出してない奴やつは好きませんか……」

「それだけではないのです、あにき」

　幸村は淡々と続ける。

「直江兼続は上うえ杉すぎ家の家老という何よりも主君上杉景かげ勝かつ公と上杉家のことを第一に考えねばならぬ立場でありながら無む謀ぼうにも徳とく川がわ家いえ康やすを挑発して戦いくさを起こし主君と家を危険に晒さらしましたこの家臣にあるまじき行い同じもののふとしてわたくしは到底認められません無論わたくしは強大な徳とく川がわに戦いを挑んだこと自体を批ひ難なんしているわけではなく同じ結果を出していないにしても兼かね続つぐと呼応し兵を挙げた石いし田だ三みつ成なりの豊とよ臣とみ家への忠義の心にはわたくしも惜おしみない賞賛を──」

「はいストップ！　落ち着け幸ゆき村むら！」

　饒じよう舌ぜつに歴史トークを開始した幸村を慌あわてて止め、

「ささ、それじゃ次は夜よ空ぞらな！」

「私はいい。くだらない」

　夜空は不機嫌そうにぴしゃりと言った。

「なによノリ悪いわね……べつにいいじゃない。ただの遊びなんだし」

「いらん」

「むー……」

　にべもない夜空に星せ奈なは唇くちびるを尖とがらせながらも、それ以上の追及をやめた。

『ただの遊び』でまたケンカするのもバカらしいとでも思ったのだろうか。

「えっとねー……それじゃあ次は小こ鳩ばとちゃんいってみましょうか！　小鳩ちゃんのお誕生日と血液型を教えてねくふふ……」

　小鳩は嫌そうな顔をしながらも渋々答える。

「…………ククク……魔ま皇おう歴２４６８年……黒こく龍りゆうの月の日につ蝕しよくの時──我はいにしえよりの伝承のとおり、彼の地に降こう臨りんせり──」

「小鳩は10月18日生まれで血液型はＡＢ型だ」

「あんちゃん!!」

　つい本当のプロフィールをさらりと言ってしまった俺おれに、小鳩はふくれっ面をした。

「10月18日のＡＢ型ね……あ、そういえば生まれた年は？　西暦で」

「あー、たしか西暦──」

「──って、10月18日!?」

　答えようとした俺の言葉を遮り、星奈は突然大きな声を出した。

　ばんっ！　と乱暴に本を閉じ、俺の方に身を乗り出す。

「10月18日……来週だな」と夜空。

「10月18日って、来週じゃないの！」

　なぜか繰り返す星奈。

「……なにをそんな興奮してるんだ？」

「なに言ってんのよ小こ鷹だか！　小鳩ちゃんのお誕生日なのよ!?　そんな大事なことなんで黙ってたのよ!?」

「……いや、なんで小こ鳩ばとの誕生日をお前に教える必要があるんだ」

　こくこくと小鳩も俺おれの言葉に力強く頷うなずいた。

「だ、だって！　小鳩ちゃんの聖せい誕たん祭さいなのよ！」

　聖誕祭て。

「べつに誕生日なんてそう大げさなもんでもないだろ……。普段よりちょっと豪ごう勢せいな晩ばん飯めし食ってケーキ食ってプレゼントやって、そんだけだろ？」

「……ククク……我が半身よ……今年の貢ぎ物のこと、忘れてはおらぬだろうな……」

「大丈夫だ。予約してあるぞ」

「えへ」

　小鳩は嬉うれしそうにはにかんだ。

　ちなみに今年の誕生日プレゼントは、ちょうど誕生日直前に発売される新作ゲームソフトだ。

「うう！　あたしもお姉ちゃんとして小鳩ちゃんのお誕生日をお祝いしたい！」

「いやお前お姉ちゃんじゃねえし！」

　小鳩の兄として星せ奈なの妄もう言げんを全力で否定する俺。

　と、

「……そういえば、世間では仲のいい友達同士で誕生日パーティーというものを開くらしいですよ」

　理り科かが言った。

「あー……そうらしいな。まあ俺は誕生日が夏休みだから誕生日パーティーをやってもらったことはないけど……」

「小こ鷹だか……」

「はいすいません」

　夜よ空ぞらの哀あわれむような視線に俺はうなだれる。

　そんな俺を横目で見ながら、夜空が「ふむ……」と深くため息をついた。

「……誕生日パーティー、か……。……やっぱり隣りん人じん部ぶとしては練習しておくべきだろうか？　……将来……リア充になったときのために……」

「はいはい賛成賛成！　小鳩ちゃんの誕生日パーティーをするのがいいと思います！」

　元気よく手を挙げて星奈が賛同する。

「……まあ、せっかくの機会なのでやっておくのもいいんじゃないでしょうか。……理科もリアルでのお誕生日パーティーというのはやったことがありませんし」

　理科も賛成した。

「あにきの妹君のおたんじょうびをお祝いするのはしゃていとして当然のつとめ。不覚にもお祝いできなかったあにきのぶんまで、身しん命めいを賭としてお祝いするしょぞん……」

「いや俺おれのぶんまでは祝わなくていいから」

　やたら重々しい覚悟を決めている幸ゆき村むらにツッコみつつ──……




「……そんじゃまあ、みんなでやるか……小こ鳩ばとの誕生日パーティー」




　俺は苦笑を浮かべつつそう言った。

　当の小鳩といえば、「あう？　はう？」と、混乱した様子できょろきょろしている。




　そんなわけで……俺たちは、人生で初めての、家族以外との誕生日パーティーをやることになったのだった。





メール







　小鳩の誕生日パーティーをやることに決まった日の夜。

　小鳩と二人で夕飯を食べて部屋に戻ると、ケータイに星せ奈なからメールが届いた。




　タイトル　小鳩ちゃん聖せい誕たん祭さいのこと！

　本文　小鳩ちゃんの誕生日プレゼントを買うために日曜日一緒に買い物行くわよ。小鳩ちゃんぺろぺろ




「行こう」ではなく「行くわよ」なのがいかにも星奈らしいと思った。

　しかし急な話だな、俺にも予定ってもんが──まあ、ないんだけどさ……。

　とりあえず「わかったからぺろるな」とだけ返信しておく。

　それから場所と時間をどうするかと尋ねられたが、この街で誕生日プレゼント選びに適した場所なんて知らないので、星奈に任せると返す。

　その五分後、永なが夜や市し──隣の県の中心都市まで買い物に出かけようというメールが来た。

　永夜の街へは遠とお夜や駅から電車で二十分ほどかかるのだが、遠夜市とは比較にならないほど発展しており、県どころかこの地方の経済の中枢ともなっている大都市である。

　特に永なが夜や駅周辺は、デパートや飲食店が数多く立ち並ぶ繁華街として常に大勢の人で賑にぎわっている……らしい。

　俺おれが昔この街に住んでいた時代、父さんや母さんに連れられて行った記憶がおぼろげには残っている。

　正直わざわざそこまで行かなくても、遠とお夜や駅近くの商店街でも誕生日プレゼントくらい買えると思うけど、せっかくの機会なので行ってみようと思った。

　そんなわけで星せ奈なにＯＫだとメールを返す。

　星奈からは「小こ鳩ばとちゃんのために超素敵なプレゼントをゲットするわよ!!　　遅刻したら許さないから」みたいな内容のやたらテンションの高いメールが返ってきた。

　それから待ち合わせ場所を遠夜駅のホームの待合室、時間は午後一時ということに決め、星奈とのメールのやりとりは終わった。





　　






　で、さらにその翌日──土曜日の朝。

　ケータイをチェックすると、理り科かからのメールが届いていた。

　メールの日付を見ると今日の午前三時となっていた。どうやら寝ていてメールの着信音に気づかなかったらしい。




　タイトル　ああん

　本文　静かに　高くそびえる　電信柱に　エロスを感じます。　とりあえず　縛られてみたいです。　まぐわってみたいです。　しかし　よく考えると　後ろから攻められるのもいいかもしれません……。




「…………」

　深夜に何をわけわかんないこと書いて送ってるんだあいつは……。

　とりあえず「だまれ」とだけ書いて返信しておいた。

　朝食を食べて再び自分の部屋に戻ってくると、またしてもケータイに理科からのメールが届いていた。




　タイトル　Ｒｅ：Ｒｅ：ああん

　本文　先輩縦読み縦読み！




　……メールの日付は、俺おれが返信メールを送ったのと同じ時刻になっていた。

　どうやらすぐに返事を書いて送ってきたらしい。

　理り科かからのメールにしては珍めずらしく非常に簡潔だし、急いで送ってきたのだろうか。

「……縦読み……？」

　首を傾かしげつつ、不自然に改行された文章の頭の文字だけを読んでいく。




　静かに　高くそびえる　電信柱に　エロスを感じます。　とりあえず　縛られてみたいです。　まぐわってみたいです。　しかし　よく考えると　後ろから攻められるのもいいかもしれません。




　──静高電エと縛ましよ後──




「…………」

　とりあえず、「文字化けしてるぞ」と書いて返信。

　すると三十秒ほどで返事が来た。




　タイトル　Ｒｅ：Ｒｅ：Ｒｅ：Ｒｅ：ああん

　本文　してねえよ！　せめて一ミリくらいは解読する努力をしてください！




　理科のメールに脳の容量を一ミリでも消費するなんて勿もつ体たいないなあと思いつつ、仕方ないので解読してみる。

　解読中──前のメールが来てから十秒ほどで「あの……ほんとに文字化けなんてしてないですよね？」という確認のメールが来たので「解読なう」と返信。

　タイトルの「ああん」も含め、漢字は平仮名に直し。




　──あしたでえとしましよう────『明日デートしましょう』




「ふむ……」

　解読は三十秒で終わり、俺は「いやです」とだけ書いて返信した。

　それから数分後──。




　タイトル　お願いします

　本文　小こ鳩ばとさんの誕生日プレゼント選びに付き合ってほしいのです




「ふう……」と嘆たん息そく。

　そういうことなら最初から素直にそう書いておけばいいのに……。

「なら明日永なが夜やいくから一緒に行くか？」と返信。

　しばらく待っても返事が来ないので、俺おれは学校の宿題をやり始めた。

　それから約一時間後、ようやく理り科かからの返信が来た。




　タイトル　Ｒｅ：Ｒｅ：お願いします

　本文　コーフンのあまり軽くイきました。どうしてくれる。




　しらねえよ。

「でいしょに行くのか？」と確認のメールを送る。

　その五秒後に返事が来た。早！




　タイトル　もろちんです！

　本文　ふつつかものですがよろしくおねがいいたします





　　






　小こ鳩ばとと一緒に昼ひる飯めしを食べ、その後片付けを終えて部屋に戻り、俺はベッドに寝ころんで小説を読みはじめた。

　と、またしてもケータイが震えながらメールの着信音を鳴らした。

　時刻は午後一時丁度。

　差出人を見ると──楠くすのき幸ゆき村むら。

「幸村!?」

　軽く驚く俺。

　これまで幸村には、夏休みなどに「今日は部活に出るかどうか」といった連絡をしたとき以外、メールを送ったことは一度もない。

　幸村からメールをもらったのも、その連絡に対する「わかりました、あにき」という返事しかない。

　しかもそのときの俺のメールは、他ほかの部員たちにも同じメールを一斉送信していたから、幸村とサシでメールのやりとりをしたことはこれまでに一度もないのだ。

　まさか幸村からメールが来るなんて……と本気で驚きつつ、ちょっと緊張しながら俺はメールを開いた。




　タイトル　一筆啓上　羽は瀬せ川がわ小こ鷹だか様へ

　本文　拝啓羽瀬川小鷹様。爽そう秋しゆうの候、貴き兄けいにおかれましては益ます々ますご健勝のこと、誠にお慶よろこび申し上げます。突然のお手紙を差し上げるご無礼をお許し下さいませ。ご多忙の中大変恐縮ですが、この度は貴兄にどうしてもお尋ねしたき儀が御座いましてこうして筆を執った次第です。それでは、不ぶ躾しつけながら早速本題へと移らせていただきます。

　妹君への贈り物は何がいいですか。

　末筆ながら、貴兄のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。




「前置きなげえよ！　そして本題みじかっ！」

　かしこまった手紙の定型文がつらつらと並べ立てられ、幸ゆき村むら自身の文章は間違いなく本題の部分だけだろう。

　回りくどい言い回しはせずにストレートに質問してくるあたり、幸村らしいと言えば幸村らしいが……さて……どう答えるべきかな……。

　俺おれが「小こ鳩ばとへのプレゼントはこれにしろ」って言えば幸村は言うとおりにするんだろうが、それは何か違う気がする。

　なので俺はこう返した。




　タイトル　プレゼント選びの件

　本文　明日永なが夜やに買い物に行くけど一緒に行くか？　プレゼント選び、手伝うぞ。




　五秒後──って早っ！　とにかく、すぐに幸村からの返信がきた。

　意外すぎることにあいつメール打つの速いのな！




　タイトル　あにきへ

　本文　ふつつかものですがよろしくおねがいいたします。




　理り科かのメールとまったく同じ文面だったので、俺は思わず苦笑した。





　　






　で、さらにその日の夜十一時ごろ。

　明日は出かける予定があるから早めに寝ようかな……なんて考えていると、またしてもケータイにメールが届いた。

　夜よ空ぞらからだった。




　タイトル　用事があるなら別にいいけど




　もしかして夜よ空ぞらまで小こ鳩ばとのプレゼントの相談か……？

　本文を開くと、俺おれの予想は当たっていた。




　本文　お前の妹の誕生日プレゼント選びを手伝ってもらいたい。誕生会まで時間がないので出来れば明日がいいのだが、別にどうしてもお前が必要というわけではなく、別に用事があるのなら別にいい。別にプレゼント選びくらい一人でも別に問題はないからな。ただ、兄であるお前がいたほうが適切な物を効率的に選べる可能性が高いかもしれないとついさっき気がついたので、とりあえず誘ってみたまでだ。断っても私は別に全然気にしないから、小こ鷹だかも別に気にすることはないぞ。




「お前もかよ……つーか『別に』多いな……」

　小声でツッコみながら、俺は夜空への返事を打つ。

　同じ内容の文章を打ったことがあったので、予測変換機能ですぐに完了。




　タイトル　Ｒｅ：用事があるなら別にいいけど

　本文　明日永なが夜やに買い物に行くけど一緒に行くか？




　はい、送信──っと。

　すぐに返事が来ると思ってその場で待っていたのだが、夜空から場所と時間を尋ねる簡潔なメールが届いたのは、それから一時間以上もあとのことだった。

　ともあれそんなわけで、明日はみんなで永夜に誕生日プレゼントの買い物に行くことになった。

　振ふり返かえってみると、今日はメールと学校の宿題と読書とゲームだけで一日中過ごしてしまった。

　普段は大体学校の宿題と読書とゲームだけで一日過ごすので、今日はいつもより充実した土曜日だったと言えるだろう。





電車にて







　そして翌日、日曜日の午後。

　小こ鳩ばとと一緒に早めの昼食をとったあと、俺おれは家を出て電車に乗り、遠とお夜や駅で降りた。

　時刻は一時の十分前。

　待合室に行くと、すでに星せ奈な、理り科か、幸ゆき村むら、夜よ空ぞらの四人全員が揃そろっていた。

　星奈はいかにも星奈らしい派手めな格好。

　夜空はデニムのホットパンツにヘソが出ているシャツ。

　理科は例によって制服に白衣。髪の色は明るい茶色で、後ろはストレート、横の毛を内側にハネている。眼鏡めがねはかけていない。

　幸村は執しつ事じ服ふく。……ほんとにこいつは夜空の指示に忠実だな……。

　四人は、なぜかそれぞれ離れた椅い子すに座っていて、夜空と星奈は露ろ骨こつに不機嫌そうな表情、理科と幸村も心なしかむすっとしているような気がする。

「……おーす」

　隣りん人じん部ぶ員いんたち以外にも待合室に人がいたため、俺は小さな声で呼びかけた。

「」

　夜空と星奈が同時に俺を睨にらみ、

「ふう……」

　理科が大きくため息をついて立ち上がり、俺のほうにやってきた。

　幸村も無表情で理科のうしろにつき、夜空と星奈もこちらに寄ってきた。

「お、おう」

「……」

　挨あい拶さつする俺を無視して、理科はそのまま待合室を出て行った。

　幸村は俺の前で立ち止まり、ぺこりと頭を下げた。

　そのままちょっと顔を上げ、わずかに唇くちびるを尖とがらせる幸村。

「幸村……？」

「なんでもありません」

　頭を上げ、幸村も理科に続いて待合室を出て行く。

　夜空と星奈も、それぞれ人を殺せそうな視線で俺を一いち瞥べつし、歩き去っていった。

　と、ちょうどそのときホームに永なが夜や方面行きの電車が到着した。

　四人がその電車に乗り込んだので、俺も慌あわてて彼女たちを追いかけ電車に乗った。

　車内は空いてはいたが、五人がまとまって座れる場所はなかったので扉近くで五人集まって立つ。

　目的地までは二十分程度なので座れなくても平気だろう。

　扉が閉まり、電車が出発する。

　俺おれたちはしばらく無言で電車に揺られていたが、腕組みして壁にもたれかかっていた夜よ空ぞらがついに口を開いた。




「……で、小こ鷹だか。これはどういうことだ」




　ドスのきいた重々しい声。

「どういうことって……どういうことだ？」

「……なぜ肉たちがここにいるのだ」

「なぜってそりゃ……一緒に行くからだよ」

「なあ？」と星せ奈な、理り科か、幸ゆき村むらのほうに目をやる。

「聞いてないわよそんなこと」

　不機嫌そうに星奈が言った。

「あー、そういや伝つたえるの忘れてた。みんな小こ鳩ばとの誕生日プレゼント買いに行くんだ。目的一緒だし、人数増えてもいいだろ？」

　星奈は「むー……」と頰ほおを膨ふくらませ、

「……べつに悪くはないけど……なんか釈しやく然ぜんとしないわ……特にあんたがほんとになんとも思ってなさそうなとこが……」

「俺がなんだって？」

「……なんでもないわよバカ」

　顔をしかめる星奈に、俺は首を傾かしげるしかなかった。

　と、そこで理科が「ふう……」とまたしても大きなため息を吐つく。

「……理科はどーせこんなことじゃないかと思ってましたよ……。……先輩のほうから誘ってくれたーって舞い上がっちゃって、あのときの理科、ほんと、バカみたいです。冷静に考えたらこうなるに決まってるのに……ハァ……」

　年下の少女のものとは思えない、やけに達観した表情の理科。

「……諦あきらめが肝心なんです……それが小鷹先輩と付き合うコツなんですよ……皆さん」

　哀あい愁しゆうを滲にじませた顔で窓のほうを向き、理科は「フッ」と寂さみしげに笑った。

　……さっきから何を言ってるんだろうこいつは。

「得心いたしました理科どの……。この無情こそが浮き世のならい……。おのれの分をわきまえず、みのほどしらずな夢をいだいてしまった愚おろかなわたくしをお許し下さい、あにき……」

　幸村が儚はかなげに微笑ほほえんだ。

「お前もなにをそんな思い詰めてるんだ……」




「……ふーむ……しかしこの鈍にぶさは本当に素すなんですかねえ……それとも……あえて望んでそうなったのでしょうかね……？」




　窓の外を流れる景色を眺ながめながら、理り科かがぼそりと何か言った。口元には笑みが浮かんでいたが、その眼まな差ざしはやけに鋭く冷たい感じがした。

「……理科？」

　理科は俺おれに視線を戻してやんわりと微笑ほほえむ。

「なんでもないですよー。相変わらず小こ鷹だか先輩は面白いなあと思っただけです」

「なんだそりゃ？」

「くくく……今はまだ知らなくていい……いずれわかるときがくるじゃろう……と、理科はなんとなく思わせぶりに言ってみます」

　よくわからないことを言う理科だった。

　本当になんとなく思わせぶりに言ってみただけのような気がするので、深く考えるのはやめておく。

「……しかしまあ、相変わらず休みの日でもその格好なんだな」

「その格好？」

「制服に白衣」

　俺は気になっていたことを指摘した。

　カラオケやプールや遊園地に行ったときもそうだったので予想はしていたのだが、新学期に入ってからは髪の色や髪型をちょくちょく変えるようになったので、私服のほうもそれに合わせて変化するのかなあと密ひそかに思っていたのだ。

　俺がそれを伝つたえると、

「これは理科のアイデンティティですから。やっぱり科学者キャラはこうでないと」

　どこか誇らしげに胸を張る理科に、

「そっか……そこまでこだわり持ってるなら変だけどしょうがねえな……」

「!?」

　微苦笑を浮かべて言った俺の言葉に、理科の顔が引きつった。

「へ、変……ですと……!?」

　なぜか驚いたようにわなわなと震えている理科。

「ん？　もちろん変だぞ」

　改あらためて俺が言うと、理科は恐る恐るといったふうに星せ奈なのほうへ顔を向けた。

「え？　あんたのカッコの話？　そりゃ変よ」

「オウフ……」

　微妙に泣きそうな顔になって次は夜よ空ぞらのほうを向く理り科か。

「変じゃないとでも思っていたのか？」

　冷淡な声で夜空が言う。

「あう……」

　最後の希望にすがるような眼まな差ざしを向けられた幸ゆき村むらは、きょとんと首を傾かしげ、

「むろん、変ですが？」

「ぁう……幸村くんにまで言われちゃった……」

　幸村からも理科の格好は変に見えるらしいと知り、少し安心した。

　考えてみれば幸村の場合、メイド服にしても執しつ事じ服ふくにしても夜空に騙だまされて着ているだけだし、本人のセンスは案外普通なのかもしれない。

「あのう……もっと具体的にどう変なのかを教えていただけると……」

「いや、いくら個人的には変だと思っても、他人がこだわって貫つらぬいてるファッションにケチつけるほど俺おれも野や暮ぼじゃねえよ」

「野暮でもいいのでお願いします！」

「えー？」

　真面目まじめな顔で頼んでくる理科に、俺は仕方なく、

「うーん……黒髪で眼鏡めがねのときはまだ、白衣でも合ってなくはなかったんだけどなー。なんつーかほら、真面目な感じで。遊園地にまで着てくるのは正直アウトだけどな。……そんでな、髪の毛いじるようになってからは違和感が半端ねえんだよ。頭隠して尻しり隠さず……とは違うか。髪だけはめっちゃ凝こってるくせに他ほかが無む頓とん着ちやくすぎて意味わかんねーっつーか……白衣ヨレヨレだしさ。今日の髪もかなり手間かかってるだろ？　なにげにメッシュ入れてふわっと立体的に見えるようにしてるし」

　俺の言葉に理科が頰ほおを染める。

「そ、そこに気づくとは……やりますね先輩……」

「へへ、前にも言ったろ？　髪のことなら昔いろいろ調べたからけっこう詳しいぜ」

「ドヤ顔うざ……」

　星せ奈ながボソリと言った。

「うーん……しかしやっぱり変ですか……白衣……」

　襟えりのあたりをつまみながら、神妙な口ぶりで理科は言う。

「……んー……でも理科が服にこだわってもあんまり意味ない気もするんですよね……髪は前に星奈先輩たちに褒ほめられたことあるのでちょっと工夫してみよっかなって思えたんですけど……」

　自じ嘲ちよう気味に口くちの端はをつり上げる理科。

「……生着替えすらスルーされる程度の理り科かが頑張ったところで別に……」

　寂さみしげな笑みを浮かべ、理科は何やらぼそぼそと呟つぶやいた。

　よくわからないが、こいつはこいつで、悩んだりすることもあるんだろうか。

　理科の見た目は普通に可愛かわいいし、可愛い服も普通に似合うと思うんだけどな……。

「理科の見た目は普通に可愛いし、可愛い服も普通に似合うと思うんだけどな……」

「!?」

　理科の顔がボッと赤くなった。

　……前にも同じようなことがあったような……。

「あれ、もしかして俺おれまた声に出してたか？」

「それはもう思いっきり!!」

　理科が力強く頷うなずいた。

「あー、そりゃちょっと恥はずかしいな。しまった」

「せめてもうちょっと恥ずかしそうな顔で言ってくださいっ」

　唇くちびるを尖とがらせてぷいとそっぽを向く理科。

　その顔がいきなり「にへら」とだらしなく歪ゆがみ、若干キモい笑みをこちらに向けた。

　それから妙に馴なれ馴なれしく俺に近づき、俺の肩にぽんと手を置く。

「てゆうかなんだよも～、先輩ったらやっぱり理科のことまんざらでもないんじゃないですか～うへへへ……。チミは普段からそうやって素直になっとけばいいのにな～」

　肩をぽんぽん叩たたきながら酔よったおっさんのような口調で調子こく理科。

「うぜえ」

　肩に置かれた手を払い落とし、俺は理科から一歩離れた。

「さて……となると今後は服にも気を遣つかうことにしますか。こんな白衣とか着てる場合じゃないです」

「おい待て科学者キャラとしてのアイデンティティはどうした」

「くくくバカめ奴やつは死んだわ」

「弱いなーお前のアイデンティティ……」

「いえいえ、柔軟な思考こそ科学者にとって最も重要な能力なのですよ。形にこだわっているようではまだまだ……」

　一理あるにもかかわらずこれほど誠意を感じない台詞せりふも珍めずらしかった。

「ときに星せ奈な先輩」

「へ？」

　いきなり理科に話を振られて星奈が驚く。

「せっかく繁華街に行くのでついでに服を見てみようと思うのですが、どこか永なが夜やのおすすめのお店とか教えてもらえないですかね」

「え、あ、あたしのおすすめ!?」

　なぜか慌あわてた様子の星せ奈な。

「はい。星奈先輩お洒落しやれなので参考にさせていただければと」

「えーと……あ、あたし、あんまし永なが夜やには行かないからちょっと店とかはわかんないかなーあはは……」

「そうなんですか？　じゃあ普段はどこで買い物してるんです？」

「ふ、普段はまあ、そのへんの……う、うちの近くの高級ブランドショップ……とか……かな？」

「あれ？　お前んちの周りって山とか田んぼばっかじゃね？　あんなとこにブランドショップなんて……」

「」

　俺おれのツッコミに星奈は顔を引きつらせた。

「星奈先輩……？」

　理り科かは胡乱うろんな眼まな差ざしを星奈に向ける。

　目を逸そらす星奈の頰ほおを、冷や汗が伝つたう。

「ところで星奈先輩。そのブラウスいいですねー。どこで買ったんですか？」

「え、ど、どこだったかしらねー……？　ちょっと覚えてないわねーあはは……」

「……………………」

「あはは……」

「………………」

「…………………うう～」

　理科にじいーっと見つめられ、ついに星奈は半泣きになってあらいざらい白状する。

「ごめんあたし噓うそつきました……。服はいつもステラに買ってきてもらってます……出かけるときに着るものもステラに任せちゃってます……髪もメイクも全部ステラにやってもらってます……」

　ステラさんすげえな……万能すぎる。

「肉。もしかして貴様、美容院にも行ったことがないのか？」

　夜よ空ぞらが口を挟んできた。

「び、美容院？　行ったことないわよ……家で切ってもらってるから……」

「……ふ」

　星奈の答えに夜空は微かすかに勝ち誇った笑みを浮かべた。

「な、なによ夜空……なんかムカつくわね……」

「べつに？　高校生にもなって家で髪を切ってもらっている女がいることに、少し驚いてしまっただけだ」

「夜よ空ぞら……」

　得意げな夜空（今年の八月までずっと自分で髪を切っていた女子高生）に俺おれがジト目を向けると、夜空はさりげなく俺から目を逸そらした。

「……ふう……」

　理り科かが小さく嘆たん息そくし、白衣のポケットから眼鏡めがねを取り出して装着した。

　右手を眼鏡のフレームにかけ、冷徹な眼まな差ざしで星せ奈なを凝ぎよう視しし──……




「…………女子力たったの５か……ゴミめ……」




　……なにその眼鏡。スカウターなの？

「べ、べつにいいじゃないの！　ステラに任せとけば間違いはないんだし……」

　顔を赤らめ、ばつが悪そうに言う星奈だったが、たしかに身の回りのことを全部やってくれる人がいたら女子力とやらも上がりようがないだろう。

　俺だって料理や家事全般、複数の相手に絡まれたときの対処法、一人でいるときの時間の潰つぶし方、どれも必要だったから覚えたわけだしな。家事はともかく、後ろの二つは覚えなくても済むような日々を送りたかった。

　ぶすっとした顔をしている星奈を見ながら、こいつって本当にお嬢様だったんだなーと、俺は改あらためて思った。

「ふう……星奈先輩はアテにならないみたいなので、夜空先輩、よかったら理科にアドバイスをしていただけませんか？」

「私が？」

　少し戸惑った顔で夜空。

「はい。夜空先輩は普段どこで服とか買ってるんですか？」

「ネット通販」

　即答だった。

「わーい予想どーりー」と理科は苦笑しつつも、

「でもでも、なんだかんだ言って夜空先輩ってセンスいいですよね？　着こなすのが難しい感じの服をバッチリ可愛かわいく着こなしちゃってますし、実はなかなかのお洒落しやれ上級者と見ました」

「雑誌とか通販サイトのモデルが着ていたものを一式まとめて買っているだけだが」

「……なるほど。ファッション誌そのままの格好でも問題なく似合っちゃうあたりが羨うらやましいです。普通は自分に合うようにちょっと工夫しないと残念なことになっちゃうんですけどね……ちくしょう……」

　過去に残念なことになった経験がありそうな口ぶりだった。実は俺おれもある。

「ふーん……そういうものなのか？」

　まんざらでもなさそうに、夜よ空ぞらが自分の服に視線を移した。

「今日もバッチリ可愛かわいいですよ」と理り科か。

「……ちょっと待て。……か、可愛い、だと……？」

　なぜか夜空が聞きとがめ、険しい顔になった。

「？　はい、女の子らしくてとても可愛いです。特に脚あし、下品にならない程度にエロ可愛くていいと思います。脚が綺き麗れいな夜空先輩ならではですね」

「な……!?　お、女の子らし……エロ…かわ……!?」

　夜空は驚きよう愕がくの表情を浮かべ、なぜかゆっくりと俺のほうに顔を向けた。

「こ、小こ鷹だかはどう思う？　私の格好は……べつに、女らしくはないよな？　むしろ男っぽいだろう？」

　……？　なに言ってんのこいつ。

　どうやら思ったことが顔に出たらしく、夜空が「え……!?」と目を見開く。

「お前が何を驚いてるのか逆にわかんねえよ……。男っぽいってお前……どこが？　なんつーかその……せ、せくしー……な感じじゃね？」

　目に眩まぶしいすらっとした白い脚をちらちら見ながら、俺は答えた。

　夜空の顔がボッと真っ赤になる。

「ば、馬ば鹿かなことを言うな！　だって雑誌の『この秋のボーイッシュ着こなしテク』のコーナーに載ってたんだぞ！」

「……夜空」「夜空先輩……」

　俺と理科が夜空に哀あわれみの視線を向けた。

「な、なんだ……」

「……あのな夜空。『ボーイッシュな格好』ってのはべつに、『男っぽい格好』とイコールってわけじゃないからな？」

「な……!?」

「まあ、男の子っぽい言動や男の子っぽい服装もボーイッシュではありますが……ファッションでのボーイッシュだったら大抵、中性的な雰囲気を加味しつつもあくまで『女の子の可愛さ』を引き出すための手法ですね。夜空先輩の読んでる雑誌が何かは知りませんが、ボーイッシュ特集のページにだって『モテカワコーデ』だの『カレシの視線を釘くぎ付づけ』だの書いてありませんでしたか？」

「い、言われてみれば書いてあったような気がするが……」

　夜空が冷や汗を浮かべる。

「馬鹿な……それでは私がこれまで信じてきたものは一体……」

「つか、普通に生活してれば気づくだろ……。太ももやヘソ出して歩いてる男なんてそうそういないだろ？」

　夜よ空ぞらはしゅんとうなだれ、ブツブツと何かを言った。




「……だって他ほかの男の格好なんて気にしたことないし……」




「え？」

「な、なんでもない！」

　夜空は慌あわてた声を上げ、それからハッと気づいたように頰ほおを赤らめ、両手で自分のヘソを隠した。

　そんな夜空に理り科かはからかうように、

「……最近は涼しくなってきたのにヘソ出しを貫つらぬくなんて、夜空先輩のファッションに対するこだわりは並々ならぬものがありますね～と密ひそかに思っていたのですが……勘違いしてただけだったんですね」

「うう」

　顔を真っ赤にして夜空は窓のほうを向いてしまった。












「くふふ……ちなみに理科的には、ホットパンツの女の子のお尻しりは下手な水着や下着とかよりも全然エロいと思います」

「だよなあ!?」

「…………小こ鷹だか先輩……」

　思わず全力で同意してしまった俺おれに、理り科かは変な虫でも見るような目を向けた。お前が言ったんじゃないかよう……。

「くうう……小鷹のバカァ……！」

　涙目になって夜よ空ぞらは両手で尻しりを押さえた。





　　






　夜空にとっては幸いなことに、それから二分ほどで電車は永なが夜や駅に到着した。

　この地方の交通の中心となっている駅だけあって、遠とお夜や駅とは比べものにならないほど広大で、比べものにならないほど大勢の人でごった返している。

　人ひと混ごみが苦手な夜空は、早くも少し気分が悪そうだった。

　逃げるように早足で電車を降りて改札を出た夜空を追って、俺たちも改札を出る。

　と、夜空が急に振り向いて言った。

「……わ、私はちょっと他ほかの買い物に行ってくる！　小鷹はついてくるな！」

「他の買い物って服だよな。それはいいけど……大丈夫か？　人混み……」

「う……だ、大丈夫だ！」

　片手でヘソを、バッグで尻を隠して答える夜空。

「夜空先輩、理科もご一緒します」

　同じく人混みが苦手な理科がちょっと気分悪そうに言った。

「ん……そうか。なら一緒に行くか」

　夜空は踵きびすを返かえそうとして──……

「？　どうした幸ゆき村むら」

　見れば俺の隣で、幸村が夜空のほうをじっと見つめていた。

「……いえ、なんでもありません、あねご……」

　そう言ってから、幸村は夜空の顔、俺の顔、そして自分の着ている執しつ事じ服ふくに、順番に視線を向けた。

　そんな幸村に、俺は小さく呟つぶやく。

「……幸村。俺の代わりに夜空と理科の買い物に付き合ってやってくれないか。人混みで倒れたりしないように面倒みてやってくれ」

　幸村の目と口が少し大きく開かれ、ふわっとした笑みが咲く。

「はいっ。おまかせください、あにき」

　ぺこりと一礼し、幸ゆき村むらは夜よ空ぞらのほうへ歩いていく。

　夜空、理り科か、幸村の三人が人ひと混ごみの中に消え──……

「そんじゃまあ、夜空たちの買い物が終わるまで二人で適当に見て回るか」

　一緒に残っていた星せ奈なに声をかけると、

「うんっ」

　星奈は笑顔を浮かべ、やけに上機嫌な様子で頷うなずいたのだった。





どう見てもデートです本当に（略）







「で、どこに行くんだ？」

　夜空たちを見送り、俺おれは星奈に尋ねた。

　すると星奈は少し考え、

「んー……小こ鳩ばとちゃんってなにをプレゼントしたら一番好感度が上がるのかしら？　やっぱり『くろねく』のグッズとか？」

「『好感度』とかギャルゲーみたいな言い方するんじゃねえ」

　一応ツッコみつつ、

「たしかにあいつ『くろねく』グッズ集めてるけど、欲しい物は大体自分で買ってもう持ってるからな。今度出るゲームの最新作は俺が予約してるし」

「そうなんだ……。あたし普通の中学生のお小こ遣づかいがいくらなのかよく知らないんだけど、そんなぽんぽんグッズとか買えるものなの？」

「一ヶ月の小遣いは普通より多いほうかな……。それよりも、うちの父親が小鳩に超甘くて、小鳩がおねだりしたらゲームでもＤＶＤでもなんでも買ってやってたのが大きいけど。自腹あんまり切ってないから、貯金けっこう貯ため込こんでるっぽい」

　甘やかしすぎるのはどうかと思ってはいたものの、父さんが小こ鳩ばとを甘やかすのは、家を空あけることが多く休日もほとんど一緒にいられないことへの償つぐないみたいなものでもあったので、俺おれもあまり強くは言えないでいた。

　……俺だって、昔は小鳩をうまいこと誘導して自分が欲しいおもちゃを父さんに買わせたりしてたしな。

「くふふ……あんたのお父さんとは小鳩ちゃんを肴さかなにいい酒が飲めそうね……」

　星せ奈ながにやりと笑った。

「お前な……」

「い、今のは言葉のあやよ？　未成年だからお酒なんて飲まないってば」

「酒はどうでもいいから小鳩を肴にするのをやめろ」

　本気でお願いする俺だった。

「うーん……単純に高いものをあげれば喜ばれるワケじゃないとすると……レアなグッズとかはどうかしらね？　限定フィギュアとか」

「そんなもんすぐに手に入るのか？」

「わかんないけど、クラスの男子が持ってたら献上させるわ」

　さらりと女王様発言をする星奈だった。

「……でもたしか、小鳩はフィギュアには興味ないぞ」

「そうなの？」

「ああ。ゲームとかＣＤとか漫画とか遊べるものが好きで、飾かざっておくものには興味ないっぽい」

「でも前に遊園地で『くろねく』のアニメの監督のサイン色紙もらったときは喜んでたわよね？」

「あー、あの色紙な……。遊園地から帰った当日は机の上に大事そうに飾ってたけど、この前小鳩の部屋見たら本棚の漫画本の間にテキトーな感じで挟まってた」

「そ、そう……なんだ……」

　ショックを受けた様子で顔を引きつらせる星奈。

　あの色紙は星奈のおかげで手に入ったようなものだから、ぞんざいに扱あつかわれるのはやっぱり悲しいのだろう。

「むー……だったらホントになにをあげればいいのかしら……さすが小鳩ちゃんの攻略は難しいわ……ＤＶＤ全巻セットとかキャラソンＣＤはもう持ってるのよね？　他ほかに『くろねく』グッズってなにがあるのかしら……」

「……なあ。いったん『くろねく』から離れたらどうだ？」

　俺の提案に星奈は目を見開く。

「たしかに一理あるわね……。じゃあどうやって決めればいいと思う？」

「わかんねーけど……たとえば『自分がもらって嬉うれしいもの』とか……？」

「あたしがもらって嬉しいもの!?　それはもちろん小こ鳩ばとちゃん！」

「やらねえよ」

　目を輝かせる星せ奈なに俺おれは冷たくツッコんだ。

「ちなみにギャルゲーだとね？　プレゼントの箱の中に自分が入って身体にリボン巻いて『プレゼントはあ・た・し♥』っていうイベントがあってね？」

「リアルでそれやったら１００パー小鳩泣くからな？」

　そして俺もドン引きする。

「箱の中に裸はだかでリボン巻いた小鳩ちゃんが入ってたら間違いをおかす自信があるわ！」

「お前の嗜し好こうはどうでもいいんだよ！」

「あーもう、小鳩ちゃんなんであんなに可愛かわいいのかしら……小鳩ちゃんがあたしの妹だったらいいのに……」

「おーい、現実に帰ってこーい」

「失礼ね。ちゃんと現実見えてるってば。あたしは大おお真面目まじめに、小鳩ちゃんをどうすればゲットできるか現実的な手段を考えてるのよ！」

「なおさらタチわりぃよ！」

　……こいつのプレゼント選びに協力するのやめよっかな……。

「ねーねー、なんかないの？　小鳩ちゃんの趣味とか好きなものとかー」

「う……」

　嬉しそうに小首を傾かしげて上うわ目め遣づかいに訊きいてくる星奈は、その脳内に俺の妹への邪心を秘めているということを無視すれば正直とても可愛くて、不覚にも見とれてしまった。

「…………あー、あった。小鳩が１００％喜ぶもの」

「え、なに!?」




「肉」




　目をキラキラさせる星奈に、俺は端的に答えた。

「え!?」

　星奈はなぜかめちゃくちゃ嬉しそうな顔になった。

　その理由にハッと気づき、

「いやいやいやお前のことじゃねえよ!?　食材の肉だよ当たり前だろ！」

「わ、わかってるわよそれくらい……」

　星奈は頰ほおを赤らめて言った。……いや絶対勘違いしただろ今。

「小鳩は昔から肉が大好きで──ってだからお前じゃねえよ！」

　俺おれの言葉に「にへら」とだらしない笑顔を浮かべた星せ奈なに慌あわててツッコむ。

「だ、だからわかってるってば！　でもなんか……反射的に顔がにやけちゃって……」

　こいつはもう駄だ目めかもしれん。

　嘆たん息そくしつつ、俺は続ける。

「……小こ鳩ばとは牛でも豚でも鶏でも馬でも羊でも、肉ならなんでも食う。ハンバーグ、ステーキ、焼き肉、ローストビーフ、唐揚げ、竜田揚げ、ジンギスカン、角煮、ウインナー……肉料理ならどれでもめっちゃ喜んで食う。肉やれば絶対喜ぶ。プレゼントには肉マジおすすめ。個人的には特に高級和牛がいいと思う。最上級の霜しも降ふりだとちょっと脂あぶら多すぎで正直あんまり好きじゃな──小鳩が、あんまり好きじゃないので、一つグレードを落とすのがいいと思う」

「いいと思うって……あんたそれ自分が食べたいだけじゃないの？」

　半はん眼がんで星奈がツッコんできた。

「……まあそうなんだけど。でも小鳩が肉大好き──だからお前じゃない！　……肉を食うのが大好きなのはガチだぜ」

「お肉……ねえ……」

　星奈はなぜか少し考え込むような顔をした。

「……そういえば遊園地に誘ったときも美お味いしいハンバーグ食べさせてあげるって言ったら反応してたけど……」

「だろ？　だから絶対喜ぶって」

「いや小こ鷹だか、ちょっと冷静に考えなさいよ」

「？」




「……誕生日プレゼントに食べ物っていうのはどうなのよ」




「…………おおう」

　……星奈に常識を諭さとされてしまった。なんか負けた気分。

「まあ、小鳩ちゃんが喜んでくれるならべつに食べ物でもいっかなーとも思うんだけどね……やっぱあたしとしてはちゃんと形として残る物を贈りたいっていうか……あたしの代わりに小鳩ちゃんの側にずっと大切に置いてもらえる物がいいわ。……寝るときもお風ふ呂ろのときもずっと小鳩ちゃんと一緒……うぇへ……」

　……最後の気持ち悪い笑いがなければ、真っ当な意見だった。

「ま、食べ物系は最後の手段ってことで。とりあえずデパートの中を色々見てまわりましょ？　なんかいい物が見つかるかもしれないし」

「それもそうだな」

　そんなわけで、俺おれと星せ奈なは駅ビルに向かうことにした。





　　






　星奈の話では、永なが夜や駅の駅ビルにテナントで入っているデパート『鳳屋おおとりや』はこの地方最大の大型百貨店であり、服でもアクセサリーでもおもちゃでもなんでも売っている（とステラさんが言っていた）らしい。

「そんじゃ、まずはどこに行く？」

　デパートに入り、館内地図を見ながら星奈に尋ねる。

「とりあえずおもちゃ売り場かな……小こ鷹だかはどっか行きたいとこあるの？」

「デパ地下で肉を買いたい。小こ鳩ばとの誕生日とか関係なしに今日は肉が食いたくなった」

「それじゃおもちゃ売り場に行くわよ。八階ね」

　俺の答えを華か麗れいにスルーして星奈は歩き出した。

　エレベーター乗り場の前には大勢の人が並んでいて、乗れるまでちょっと時間がかかりそうだった。

「……待つのも面倒だしエスカレーターで昇っていきましょうか」

「そうだな」

　頷うなずき、俺たちはエスカレーターを目指して歩き出す。

　一階はアクセサリー売り場になっているので、道すがらそれもチェックする。

「……ねえ小鷹。小鳩ちゃんって指輪とか好きかしら……？」

　ダイヤモンドリング（30万円弱）を真剣な目で見つめながら星奈が言った。

「……そりゃ興味はあるかもしれんが、頼むからあんまり高価なものは勘かん弁べんしてくれ。あいつにはそういうのはまだ早い」

「小鷹、まるで小鳩ちゃんの保護者みたいね」

「兄貴兼保護者だよ。なんつーか……身みの丈たけに合ってない高価なモンに今から慣れちまうのはよくないことだと思うから」

「ふーん……意外としっかり保護者やってるのね、あんた」

　クスリと星奈は楽しげに笑った。

「小鳩ちゃんなら宝石とか超似合うと思うけど、あんたの教育方針に従ってあんまり高すぎる物をプレゼントするのは見送るわ」





　　






　アクセサリー売り場を抜け、エスカレーターに乗る。

　三階で降りてハンドバッグや財布を眺ながめ、またエスカレーターで上へ。

「夜よ空ぞらたちがいるかもしれないわね」と星せ奈な。

　四、五、六階は婦人服売り場で、永なが夜や駅の近くで服を買うとしたらここに来る可能性が高いのだ。

「そうかもな……」と頷うなずきつつ、「お前は服とか見なくていいのか？」

　星奈は「んー」と少し考え、

「べつにいいわ。今日は小こ鳩ばとちゃんのプレゼント探し優先」

「そっか」

　マイペースな星奈に軽く感心もしつつ、七階（紳士服売り場）もスルーして、おもちゃ売り場のある八階に到着。

　おもちゃ売り場を歩きながら、

「……うーん……あんまりピンとこないわね……」

　星奈は難しい顔で唸うなった。

　鳳屋おおとりやのおもちゃ売り場は、売り場面積こそかなり広いのだが、ターゲットにしている年齢層が低め（正確には小さい子供がいる親がターゲットなのでむしろ高いと言えるのかもしれないが）らしく、中学生の小鳩へのプレゼントを選ぶのには向いていなかった。




「……ねえ。ユリキュアの変身アイテムとかって小鳩ちゃん喜ぶと思う？」

「喜ばないと思う」

　それでも一応はなにかいい物がないか真剣な顔で物色している星奈に、俺おれは答えた。

「……でもきっと超似合うわよね？　魔法少女のおもちゃとか」

「…………」

　ユリキュアごっこをする羽は瀬せ川がわ小鳩（もうすぐ十四歳）の姿を想像してみたが、残念ながらそれほど違和感はなかった。




「……あ！　このツイスターっていうのはゲームで見たことあるわ！　これで小鳩ちゃんと組んずほぐれつ楽しく遊ぶのはどうかしら!?」

「……それお前がやりたいだけだろ」

　星奈の頰ほおに冷や汗が伝つたうのを俺は見逃さなかった。




「んー……もういっそアナログ方向に突っ切って、将しよう棋ぎとかチェスとかは？」

「どっちもけっこう立派なセットがうちにあるけど、小鳩はルール覚える前に飽きた」

　ちなみに俺は将棋がけっこう好きだ。対戦する相手がいないので専ら詰め将棋ばっかりだけど。




「あ、ジグソーパズルだって。『くろねく』のやつもあるわ！」

「うん、まあ、それは小こ鳩ばともけっこう喜ぶと思う。でもやめてほしい」

「は？　なんで？」

「１００パー光速で飽きて結局全部俺おれが作らされる羽目になるからだよ！」

　過去に小鳩が父さんにねだって買ってもらったジグソーパズル、全部俺と父さんで作ってるからな。「今度はちゃんと自分で作るもん！」って言葉に何度騙だまされれば気が済むんだ父よ。

　……まあ、パズルはいい時間潰つぶしになるから嫌いじゃないんだけどな。





　　






　おもちゃ売り場を一通り見て回ったものの、結局星せ奈なはピンとくるものを見つけられなかった。

「プレゼント選びっていうのも難しいものねー」

「そうだな……」

　ちょっと疲つかれた顔で言う星奈に俺も頷うなずいた。

　おもちゃ売り場を去り、俺たちはエスカレーターで八階から九階に上がる。

　その途中、天井から吊つり下さげられた看板が俺の目に入った。

「九階は家庭用品かー。見てもしょうがないわね」

「ちょ、ちょっと待ってくれ」

　九階をスルーして次の階に行こうとした星奈を慌あわてて呼び止める。

「なによ？」

「……この階をちょっびっとだけ、覗のぞいていってもよろしいでしょうか」

　真剣に主張する俺に、星奈は怪け訝げんそうに首を傾かしげる。

「なに？　なんか見たいものでもあるの？」

「ああ。好きなブランドのフェアをやってるらしい」

「ふーん、まあいいけど」

　そんなわけで、俺たちは九階の通路を歩いていく。

「ていうか、あんた好きなブランドとかあったんだ」

「おう。滅めつ多たに買えないけど、新作が出るたびにチェックはしてる」

「ふーん……なんてブランド？」

「名前言ってもお前は知らないと思うぞ？」

　すると星奈はちょっとムッとした顔になった。

「いいから言ってみなさいよ。自分では買い物しないけど、あたしブランドとかけっこう詳しいんだから！」

「ふーん……『ディフォール』ってブランドなんだけど……やっぱ知らないだろ？」

「し、知ってるわよそれくらい！」

　なぜかムキになって星せ奈なは答えた。

「あ、あたしもけっこう好きかなーそのブランドは。てゆうか集めてるしね！　六年くらい前から好きかな！」

「へー。六年前っていうとたしかアレの第一弾が世に出たころか……今じゃすっかり有名になった感があるけど、たしかにディフォールの日本での躍進はあそこから始まったと言ってもいいよな。あのころから目をつけてたなんてなかなかやるじゃんか」

　俺おれの賞賛に、星奈は調子に乗って胸を張る。

「で、でしょう!?　そこらのにわかどもと一緒にしてもらっちゃ困るわ！　あたしアレ超気に入ってて、つい十個くらい買っちゃったもん」

「へー、それはすごいな」

「やっぱり愛があるならそれくらい当然よねー」

「ああ、すごい愛だな……圧あつ力りよく鍋なべを十個も買うとは……」

「そう圧力鍋を──圧力鍋!?」

　そうこうしているうちに、目的のコーナーへとたどり着く。




『ディフォール　～食欲の秋応援フェア～』




「ちなみにディフォールは調理器具メーカーな」

　コーナーを前にして硬直している星奈に、俺は淡々と言った。

　星奈の顔に冷や汗が浮かび……いきなり「あー」としたり顔で頷うなずきだした。

「……あー、なるほどー、こ、こっちのディフォールだったのね。ちょっとあたし違うほうのディフォールと勘違いしてたわー」

「違うほうのディフォールってなんだよ……」

　半はん眼がんでツッコみつつ、それ以上は追及せずに俺はコーナーの中へと進んでいく。

「ちょ、待ってよ小こ鷹だか！　ほんとに勘違いしてただけで──」

　こいつ前にもこんなふうに『鉄くろがねの死霊術師ネクロマンサー』について知ったかぶって、小こ鳩ばとの機嫌を損ねてたよなー。ほんとに懲りないやつだ。

　そんな残念な星奈はさておき、俺はディフォールフェアを見て回る。

　多種多様の魅力的なフライパンがずらりと並んでいる様は壮観であり、見ているだけで気分が高揚してくる。

　フライパンコーナーの反対側の棚にはこれまた無数の鍋なべが勢せい揃ぞろいしており、すぐにでも食材を持ってきて調理してみたい衝動に駆られる。

「うお……今年の春に出た新作が35％引き!?　マジで!?」

　それは発売された当時超欲しかったけどこれまで使っていた二年前モデルの鍋が全然ピカピカだった（ディフォールの製品は汚れが付きにくく洗い落としやすい特殊な加工がされているため手入れを怠らなければ長いこと新品同然に使えるのだ！）ため新調するのを見送ったものだった。

　あれからさらに半年経たった今でも、うちの鍋は綺き麗れいなままだが……しかし改あらためて見るとやっぱりこれはいいものだ……。

「ごくり……」

　……あー……いいなー、この独特の光沢がたまらんなー……曲線美って言葉はこの鍋のためにあるようなものだよなー……欲しいなー……買っちゃおっかなー…………鍋って、何個あっても困るものじゃないよ、な……。

「じゅるり……」

「小こ鷹だかキモい……」

　横で星せ奈ながなにか言っているが、どうでもよかった。





　　






　そして約一時間ほどが経過して。

　俺おれはぶすっとしかめ面をした星奈と一緒に、十二階にあるレストラン街の喫きつ茶さ店てんに来ていた。

　俺の足下には『鳳屋おおとりや』のマークが描かれた大きな紙袋。

　へへ……買っちゃったぜ……鍋を……なんと、二個も!!

　だって二個買うとさらに割引されて半額になるから……実質一個分の値段で二つ……なんという……価格破壊……！　あとせっかくだから鍋だけじゃなくフライパンまでも新しく買ってやったぜ！

「うぇへ……」

「キモ……」

　思わず笑みがこぼれてしまった俺に、星奈は顔をしかめた。

「ったくもう……なんであたしがあんたの買い物に一時間も付き合わされてるのよ……普通逆でしょ!?」

「すいません……」

　むくれている星奈に謝る俺。

　ディフォールフェアのコーナーの近くに包丁コーナーまであって、そこの品しな揃ぞろえがあまりにも充実していたのが全すべて悪いと思う。

　おかげで時間が経たつのも星せ奈ながいるのも忘れて見入ってしまったのだ。

　今回は予算の都合で見送ったが、あの中華包丁は今度絶対買おうそうしよう。

「またニヤニヤしてるし……」

　星奈が気味悪そうな目を向けてきた。

「……ったく、フライパンなんか見ててなにがそんな楽しいんだか……」

「おっと、ディフォールのフライパンをそこらのフライパンと一緒にするなよ？　今から詳しく説明してやろう」

「しなくていいっ」

「そうか……」

　残念。

　星奈はぶすっとした顔でグラスにフルーツやアイスクリームがたっぷり盛りつけられたソーダをストローで啜すすり、軽く嘆たん息そくする。

「あんたってほんとになんか……変わってるわよね……」

　妙にしみじみと言う星奈だった。

「い、いいじゃねえか調理器具好きでも」

「……べつにそれだけってわけじゃないわよバカ」

「？　どういうことだ？」

「さあね」

　星奈はとぼけた顔でアイスクリームをつつく。

「むー……」

　釈しやく然ぜんとしないまま俺おれもレモンスカッシュをストローで吸う。

「にしても、夜よ空ぞらたちの買い物長いな」

　ケータイで時間を確認しながら俺。

　メールで確認したところ、夜空たちはやっぱり鳳屋おおとりやで服を見ていたらしく、買い物が済んだら一階の入り口で合流することになっている。

「女の子の買い物は長いのよ」

「お前自分で買い物しねえだろうが」

　したり顔で言う星奈にツッコんだ。

「う、うるさいわね。ギャルゲーの主人公がよく言ってるのよ！」

　星奈が顔を赤くした。

「……たしかにまあ、一般論ではそうかもしれんけど、お前は買い物するときも早そうだよな。注文決めるのいつも早いし商品じっくり手に取って見ないし」

　この喫きつ茶さ店てんでも俺おれがメニューを決める前に『当店オリジナルのトロピカルゴージャスソーダフロート』なんてちょっと注文するのに勇気がいる名前のものを迷わず頼んだし、アクセサリー売り場やおもちゃ売り場でもパッと一いち瞥べつしただけで買わないと判断し、即行で次に移っていた。

　プールや遊園地で飯めしを食べたときも、メニューをパッと見ただけで即決だった。

「なによ。なんか文句あるわけ？」

「いや、お前のそういうところは見てて気持ちがいいなって」

　あれこれ迷ったり悩んだりしないことで、結果的に失敗する羽目になったり回り道になることも多そうだけど──それが柏かしわ崎ざき星せ奈なの強さであり、魅力なんだと思う。

「い、いきなりなに真顔で言ってんのよバカ……」

　頰ほおを染め、ソーダをストローでぶくぶくさせる星奈だった。

　それからしばしアイスやフルーツの処理に集中し──、




「あんたさ、夜よ空ぞらとか理り科かとか幸ゆき村むらのこと、どう思ってるの？」




　食べながら、不意にぽつりと、そんなことを尋ねてきた。

「？　どうって？」

　俺が聞き返すと、星奈はスプーンを口にくわえたままじーっとこちらを上うわ目め遣づかいで見つめたあと、「ふー」と嘆たん息そく。

「……なんだかなー……もー……、なんかなー、んー……」

「……星奈？」

「んー……まあいいわ」

　なにがいいのかもよくわからず、俺は怪け訝げんに思いながら自分の飲み物を飲む。

　それから星奈はさらに、まったくただの世間話のような調子で、




「ところであんたさー、彼女とか欲しくないの？」




　そんなことを、言ってきた。

　俺は苦笑する。

「……彼女なー……。どうだろ。欲しくなくはない……ってとこかな」

「はっきりしないわねー」

　少し唇くちびるを尖とがらせて星奈。

「まあ……彼女よりも俺の当面の目標は友達だからな……。そもそも友達一人もいないようなつまんないヤツに、彼女なんてできないだろ」

　自じ嘲ちよう気味に笑う俺おれ。

「……そんなこともないと思うケド」

　星せ奈なが小声でなにごとか呟つぶやいた。

「ん？」

「なんでもないわよ」

　星奈はなぜか少し怒った様子で言った。

　それから椅い子すに背中を預けてだらっと天井を見上げ、

「あーもー、なんだかなー……んー……あー……んー……あーもー……ま、いいわ！」

「……さっきからなんなのお前？」

　わけがわからない星奈に、呆あきれつつもちょっと心配になる俺だった。

　と、

「……あ、そうだ。どう思ってるのかっていえば……」

「んー？」

　星奈が再びグラスを手に取り、こちらを見る。

　俺はちょっと躊躇ためらいつつ──

「その……よ、夜よ空ぞらと俺が昔友達だったってこと、お前はどう思ってるんだ？」

　部員たちに発覚して以来ずっと気になっていたことを、俺は恐る恐る尋ねた。












「ん？　あー、べつに？」

　星せ奈なは超カルい感じで答えた。

「べつにーって……軽いな」

「んー……そりゃ聞いた直後はちょっとなんか焦っちゃったけどさー、よく考えたらべつにどうでもいいかなって」

「ど、どうでもいい……」

　隠していたことにけっこう罪ざい悪あく感かんとか感じてたんだけどな……。

「だって過去のことでしょ？　そんなのどうでもいいじゃない」

　俺おれにとっては宝物のような過去をバッサリ「どうでもいい」と斬きり捨すてられたにもかかわらず、不思議と憤いきどおりや不快感は覚えなかった。

「ほんとにお前ははっきりしてんなー……」

　思わず苦笑がこぼれた。

「だって昔のことにいつまでも縛られるなんてバカらしいじゃない。大事なのは今なのよ」

「……そうかもな」

　いいことを言ってやった感のするドヤ顔に少しイラっとしたが、たしかにその通りだとは思い頷うなずく俺だった。

　と、星奈は不意に真顔になり、

「……ま、夜よ空ぞらがどういうつもりなのかは知らないけどね……」

　ぽつりと、なぜか少し悲しげな目をして呟つぶやいた。

「……星奈？」

「べっつにー」と星奈は残りのソーダフロートを一気に平らげ、




「べつに……ただ、負ける気がしないってだけ。それだけよ……」




　星奈がなにを言っているのか、ますますわけがわからなくなった。

　と、そこで理り科かからメールが入った。

「あいつら、下に向かってるって」

「ん。じゃあ出ましょうか」

　星奈が立ち上がり、俺は残っていたレスカを慌あわてて飲み干してあとに続いた。

　支払いを済ませ（調理器具の物色に付き合わせたお詫わびに俺がおごった）、店の外に出て、エレベーターを待つ。

　そこでふと星奈が口を開いた。

「あ、そうだ小こ鷹だか。これ大事なことだからよく覚えときなさい」

「ん？」

　星せ奈なは真顔で──少し怒ったような鋭い視線で俺おれを見み据すえ、




「このあたしが気に入ってる人間が、つまんないヤツなわけないじゃない」




「え？」

　ちょうどそのときエレベーターが到着し、俺たちは他ほかの客の列に流されるようにして乗り込んだ。

　エレベーター内はものすごく混雑していて、俺は結局、星奈の言葉の意味を聞きそびれてしまった。





　　






　鳳屋おおとりやを出て、夜よ空ぞらたちとの合流場所である入り口前の広場に到着。

　人ひと混ごみの中で夜空、星奈、幸ゆき村むらの姿を発見し──

「よ……よ、よぞルァァァァ…………ッ!!」

　夜空の姿を見るなり、星奈が血相を変えて駆け出した。

「夜空！　あんたちょっとほんと、あんたね、それ！　ちょっとね！　あんたは！」

「うるさいぞ肉……気分が悪いから騒ぐな……」

　顔色が悪い夜空は、詰め寄ってきた星奈に心底不快そうな顔をした。

　そんな夜空の格好はというと──……

「ジャ……ジャージ、ですか……」

　俺も脱力した。

　夜空の格好は、黒いジャージ姿だった。

　色気もファッション性のカケラもない、完全に真っ黒な無地のジャージ。

　なぜか半泣きになりながら、星奈は夜空を見つめギリギリと歯は嚙がみする。

「ボーイッシュ路線やめてどんな可愛かわいいカッコしてくるのかせっかく期待してあげてたのに……な、なんなのよその『ザ・学校帰りの運動部女子』みたいな格好は！」

「上う手まいこと言いますね星奈先輩……」

　夜空と同じく顔色が悪い理り科かが苦笑した。

「わざわざ永なが夜やまで出向いて買い物して、なんで、なんであんたは、そんな……！」

「スポーツ用品売り場で見つけた。なかなかいいだろう。服屋と違って店員が話しかけてこないのもよかった」

　夜空が不機嫌な顔で淡々と言った。

　……どことなく、投げやりになっているようにも見えた。

「理り科かは止めたんですけどね……」

　理科が疲つかれた顔で嘆たん息そくした。

　そう言う理科の格好はといえば、エスニックな感じのワンピースとカーディガンの組み合わせ。

　全体的に秋らしい落ち着いた色合いで、髪型と相まって普段よりちょっと大人っぽく見えた。

「ど、どうですかね小こ鷹だか先輩。店員さんに薦すすめられるまま買っちゃったんですけど」

　俺おれの視線に気づき、理科は少し顔を赤らめて上うわ目め遣づかいで訊きいてきた。

　正直、とても可愛かわいい。

「や、なんつーか、その……」

　やばい顔が熱い。

「その……あれだな……お前もやればできるんだな！　って感じ」

「……一応褒ほめ言葉として受け取っておきます。えへ」

　ちょっと微妙な顔をしつつも、理科ははにかんだ。

「あにき。わたくしはどうでしょう？」

　夜よ空ぞらのうしろに隠れるように立っていた幸ゆき村むらが、おずおずと前に出てきた。

「ゆ、幸村……お前それ……」

　幸村が着ていたのは、別行動の前まで夜空が着ていたものだった。

　脚あしを大胆に露出させたホットパンツに、ヘソの出ている短いシャツ。

　靴は執しつ事じっぽい革かわ靴ぐつからスニーカーに変化していた。

「夜空のあねごからうけつぎました」

　脚を出すのが恥はずかしいのか、手を前で組んでモジモジしている幸村。

「幸村……幸村お前……」

「あにき……？」

　頰ほおを染め、小首を傾かしげる幸村に、

「やるじゃん！」

　俺は思わず叫んでいた。

　周囲の人が振ふり返かえり、慌あわてて声を落とす。

「あ、ええと…………似合ってるぞ」

　夜空のお古とはいえ、幸村のこんな女の子らしい可愛い格好を見るのは初めてだったのでテンションが上がってしまった。

　メイド服もまあ、可愛いといえば可愛かったけど、やっぱりコスプレだし。

「ありがとうございます、あにき」

　やわらかく微笑ほほえむ幸ゆき村むらに、不覚にも胸がときめいた。

「むー……理り科かのときとときめきかたが全然違う気がしますよ……？」

　不機嫌そうに理科が唸うなった。

「ところでもしかしてそれ、星せ奈な先輩のプレゼントですか？」

　俺おれが持っている鳳屋おおとりやの大きな紙袋を見て理科が訊きいてきた。

「小こ鷹だかの買い物よ」

「あ、星奈先輩の荷物持ちをしてたわけじゃないんですね……。じゃあなにを買ったんですか？」

「フライパンと鍋なべ」

「はあ……？」

　俺の答えに、理科が不思議そうに首を傾かしげた。

「そんなことより、やっと揃そろったんだから早くプレゼント買いに行くわよ」

　星奈が言うと、

「私は帰る」

　夜よ空ぞらがいきなり言った。

「はあ!?」

「……この街は私には向いてない。プレゼントは地元の店で適当に探す」












「すいません、理り科かも今日はもう帰りたいです」

　夜よ空ぞらに続き理科まで言った。

　人ひと混ごみ苦手コンビはしょうがないなあと思いつつ、

「……すまん星せ奈な、俺おれも帰りたい。荷物でかくて重くて歩き回りたくない」

「でっかい鍋なべ二個も買うからでしょうが!?」

　星奈は怒鳴り、泣きそうな顔で深々とため息をつく。

「ぐううう……！　ったく、あんたらはもう……ほんっとに！　もう！　ほんっとにー！　なんでそんなに残念なのよ────っ!!」




　……結局、星奈も一緒に帰ることになった。

　収穫はあったものの、目的の小こ鳩ばとへの誕生日プレゼント（あと今晩の肉）は買えないまま、俺たちは永なが夜やの街をあとにしたのだった。





誕生日パーティー（部員たちと）







　そんなわけで10月18日──小鳩の誕生日がやってきた。

　部員たちは部室に早めに集合し、小鳩が来るのを待つ。

　マリアだけは、今日も仕事に駆り出されていて来ていない。誕生会をやると伝つたえてはあるので、できれば顔を出してほしいところだ。

「んー、せっかくの小鳩ちゃんのお誕生日祝いなのになんか地味ね……」

　部室内を見回して星奈が不満そうに言った。

　急なことだったので部屋の飾かざり付けなどはほとんどされておらず、室内は普段とあまり変わり映えしない。

　取り急ぎ折り紙で作ったチェーンをあちこちにぶら下げてみたのだが、数が少なくてどうにもしょぼい印象が否めない。

　部員たちは誰だれもパーティーの飾り付けなんてほとんどやったことがなかったので、どれだけの量の折り紙が必要になるのかとか、チェーンを作るのに必要な労力とか、まったく見当がつかなかったのだ。

　その他ほか、百円ショップで買ってきた花柄のテーブルクロスをかけて普段より立派な感じを演出し、ホワイトボードには大きな文字で『ＨＡＰＰＹ　ＢＩＲＴＨＤＡＹ☆　ＫＯＢＡＴＯ ＣＨＡＮ☆』と書いてある（書いたのは無論星せ奈なだ）。

「ところであにき。誕生日ぱーてぃーというのは、なにをすればいいのですか？」

　幸ゆき村むらがおずおずと尋ねてきた。

「それはとても難しい質問だな……」

　俺おれは頭を捻ひねる。

「プレゼント交換してケーキ食べて…………あとはどうすればいいんだ？」

「みんなでゲームとかをするんじゃないでしょうか」

　理り科かが答えた。

「ゲームか……ゲームなど肉のギャルゲーと理科のパソコンゲームくらいしかないが、そんなものみんなでやってどうする」

　しかめ面で夜よ空ぞらが言う。

「パーティーゲームを用意しておけばよかったですね。理科室にもアナログゲームはありませんし……」

「だからあのときツイスターを買っておけばよかったのよ！　そしたら小こ鳩ばとちゃんと合法的に密着できたのに……」

　星奈が俺に言った。

　こんな邪心を持ってるやつにツイスターをやらせては絶対にいけないと思う。

「学校近くにおもちゃ屋さんってないの？　今からなにか買ってきましょうよ。たとえばツイスターとか！」

「だからどんだけツイスターやりたいんだよお前は……」

「そういえば以前やったお疲つかれ様会では王様ゲームをやりましたね」

「う……」

　理科の言葉に俺たちの顔が引きつる。

　あのときは酷ひどい目にあった。

「たしかあのときも、パーティーでどんなふうに遊べばいいのかわからなくて困ったよな……あのときからなにも成長してない……」

　そうこうしているうちに、俺のケータイが震えて小鳩からのメールが届いた。

　来る前に連絡しろと言っておいたので、もうすぐ来るのかな？

　メールを読む。




　タイトル　ククク・・・

　本文　ククク・・・・・・行きたくない




　おいおい……。

　そういえば誕生日パーティーのことで、小こ鳩ばとは昨日の夜からずっと緊張しているようだった。

　家族以外との誕生日パーティーなんて初めてだろうから、まあ気持ちはわかる。人見知り激しいしな、小鳩。

　とはいえ主役が来ないのは困るので、「来てくれよ。大きなケーキがあるぞ」と書いて返信する。

　するとその直後、ゆっくりと部室のドアが開いて小鳩が顔を覗のぞかせた。

　どうやら部室の前まで来て怖おじ気けづいてたらしい。




　ぱーんッ！




「ひゃっ!?」

　いきなり響いたクラッカーの音に、小鳩が身をすくませる。

　クラッカーを鳴らしたのは星せ奈なだった。

　みんなクラッカーを一個ずつ持っていて、小鳩が入ってくると同時に鳴らすことになっていたのだが、小鳩が来たのがいきなりだったので反応できたのは星奈だけだった。

　……結果、星奈一人だけが小鳩をビビらせてしまったような形になった。

「お誕生日おめでとう小鳩ちゃん！」

「フウウウ！」

　元気よく出迎えた星奈に、野良猫のように警戒心を剝むき出だしにする小鳩。

　と、再び「ぱーん」とクラッカーの音が鳴った。

　鳴らしたのは幸ゆき村むらで、「とりあえず鳴らしてみました」という顔をしている。

「ん？　ああ、じゃあ私も……」

　夜よ空ぞらも本当に「とりあえず」という感じでクラッカーのヒモを引っ張る。

　ぱん、といまいち迫力のない音が鳴った。

　続けて理り科かもクラッカーを鳴らし、俺おれもそれに続く。

　ぱーん……

　ぱーん……

　……………なんだこれ。

　俺の中の誕生日パーティーのイメージでは、主役の登場と同時に一斉にクラッカーが鳴らされて、そこで一気にうわーっと盛り上がりパーティーに突入する流れだったのだが、どう考えても逆に盛り下がっている。

「……？　……？」

　小こ鳩ばとも困惑した顔で首を傾かしげ、助けを求めるように俺おれを見た。

「……あー……じゃあ、とりあえずケーキ食うか」

　小鳩を真ん中にしてテーブルを囲み、小鳩の前にケーキの箱を置く。

　上あげ蓋ぶたを開けて登場したのは、イチゴをはじめ様々なフルーツやチョコレートがカラフルに盛りつけられた豪華なデコレーションケーキで、見た瞬間に小鳩が「わあ……」と目を輝かせた。

　俺たちからも「へえ……」と感かん嘆たんの吐息が漏もれる。

　うちでやる誕生祝いでも一応ケーキは食べていたのだが、俺も父さんも甘いものがそれほど好きではないのでこんな大きなケーキを買ったことはなかった。

　しかし、最初はものすごく嬉うれしそうな顔をしていた小鳩だったが、中心に飾かざられたチョコプレートに書かれた『ハッピーバースデー！　マイラブリーエンジェルこばとちゃん♥』の文字を見て「う……」と顔をしかめた。

　さらにご丁寧なことに、文字の下にはドレス姿のツインテールの少女と頭に蝶ちようの髪飾りをつけた少女が笑顔で手を繫つないでいる絵まで描かれている。

　このケーキを用意したのは星せ奈なで、ステラさんに頼んで学校まで持ってきてもらったらしい。

「どうどう!?　気に入ってくれた!?　小鳩ちゃん！」

　小鳩の隣の席に陣取った星奈がニヤニヤと得意げな笑みを浮かべた。

「……貴様は本当にいちいち余計なことをするなぁ……」

　心の底からあきれた声で夜よ空ぞらが言った。

「え？　なにが？」

　上機嫌な星奈に、夜空は哀あわれむような目を向けた。

「それじゃ、さっそくロウソクに火をつけるわよ！」

　俺と星奈が手分けして十四本のロウソクをケーキの外周に刺し、幸ゆき村むらが部室のカーテンを閉めて電気を消す。

　俺がチャッカマンのスイッチを押し、その小さな炎だけが真っ暗になった部室に浮かび上がる。

　順番にロウソクに火をつけていくと、暗くら闇やみの中、ケーキが宝石のように輝き出す。

　ロウソクの明かりに照らされ、小鳩がケーキに見とれているのが見えた。

「おおー、これがバースデーケーキというものなのですね……」

　理り科かが感動したような声を上げた。

「うつくしいです」と幸村。

「ふん……まあまあだな……」

　そう言う夜空の口元にも、微かすかな笑みが浮かんでいた。

「それじゃ歌うわよ！」

「歌……？」

　星せ奈なの言葉に怪け訝げんな顔をする夜よ空ぞら。

「決まってるじゃない。ハッピーバースデーの歌よ」

「う、歌か……」

「なんか恥はずかしいな……」と俺おれ。

「なに言ってるのよ小こ鷹だか！　小こ鳩ばとちゃんのために心を込めて歌いなさいよね！　それじゃいくわよ！　はぴばーすでー──」

　言うなり、星奈が歌い出した。

　聴きいているとなんとなく元気が湧わいてくるような、いい歌声だ。

　星奈に続いて俺たちも仕方なく歌い出す。

　俺の隣から聞こえてくる夜空の控ひかえめな歌声。

　普段の低くドスのきいた声とは違う、澄すんだ美しい声。

　今年の五月──教室で一人エア友達と喋しやべっていたときの声を思い出す。

　多分、こっちが夜空本来の声なのだろうと思う。

　理り科かの普通に可愛かわいい歌声、幸ゆき村むらの素朴な歌声も合わさり、シンプルだが凄すごくいい感じの合唱になっていた。





「「「「「Happy birthday to you,

　　　　　Happy birthday to you,




　　　　　Happy birthday, dear　小鳩ちゅわーん！」

　　　　　こーばーとー」

　　　　　小鷹の妹ー」

　　　　　小鳩さーん」

　　　　　いもうとぎみー」






　いやここは合わせろよ!?　普通に「小鳩」だろ!?　と内心でツッコみつつ。




「「「「「Happy birthday to you!」」」」」




　最後はちゃんと綺き麗れいにハモった。

「あ、あう……」

　小こ鳩ばとが顔を赤くしてモニュモニュと口を動かす。

「ほら小鳩。ロウソク消せ」

「あ、う、うんっ」

　小鳩が慌あわてて息を大きく吸い込み、

「ふ────っ!!」

　十四本のロウソクの炎を一息で消すことに成功した。





　　






　それから俺おれがケーキを切ってみんなで食べた。

　ケーキを食べ終わったあとは普通に小鳩にプレゼントを渡した。

　俺は『鉄くろがねの死霊術師ネクロマンサー』の新作ゲーム。

　夜よ空ぞらは可愛かわいいハンカチのセット。

「もらっても邪魔にならないもの」というコンセプトで選んだらしいが、小鳩は気に入ったようだった。

　理り科かはアロマキャンドルの詰め合わせ。

「エッチな気持ちになる作用なんて絶対ありませんからぜひぜひ小こ鷹だか先輩と一緒に試してみてください！」とやたら強調していたが、市販のものだったのであれは単に照れ隠しだろう。

　幸ゆき村むらは……愛あい染ぜん明みよう王おうのお札ふだ。

　永なが夜やに行った日の夜にメールでアドバイスを求められたので「自分がもらって嬉うれしいもの」と返したのだが、こうなっちゃったか……。

「ほんとうはひのきの彫ちよう像ぞうがよかったのですが、わたくしのおこづかいでは手がでませんでした。もうしわけありません、あにき」

「ま、まあ、お前が心を込めて選んでくれたんだからそれでいいと思うぞ。なあ小鳩？」

「ククク……東洋魔術の呪符とは珍めずらしい……これで『あの術』が完成するであろう……」

　あれ、意外と喜んでる……。

　そして星せ奈な。

　すき焼き用の高級牛肉二キログラム。

「……なんだよ、結局肉にしたのか」

　俺が小声で言うと、星奈は顔を赤くした。

「う、うるさいわね。仕方ないじゃない……これ以上にいいのが思いつかなかったんだから……あんたも食べたいとか言ってたし……」

「……肉……いくらなんでも自虐的すぎるだろう……」

「ギャグのつもりだとしても笑えませんね……」

　夜よ空ぞらと理り科かが引いていた。

「べつにギャグじゃないわよ！」と反論する星せ奈な。

　まあ、小こ鳩ばとに喜んでほしいという気持ち自体は本物だろうから、ありがたく受け取っておこう。

「よかったな小鳩、今日はすき焼きだぞ」

「すき焼き……じゅるり……」

　小鳩が舌なめずりをする。

「うへへへ……小鳩ちゃん、あたしだと思って美お味いしく食べてね？」

「や！」

　気持ち悪いことを言う星奈に、泣きそうな顔になる小鳩だった。





　　






　プレゼント渡しが終わったら他ほかにすることもなかったので、誕生日パーティーはこれにてお開きとなった。

　牛肉を早めに冷蔵庫に入れなければならないので、飾かざりの片付けなどを終わらせて俺おれと小鳩は他の部員たちより先に家路についた。

　紙袋に大量のプレゼントを抱えている小鳩（俺が持とうとすると、小鳩は自分で持って行くと言った）は、とても幸せそうだった。





誕生日パーティー（妹たちと）







　小こ鳩ばとと一緒に家に帰り、牛肉を冷蔵庫に入れて服を着替えたあと、俺おれはまた出かける準備をする。

　近所のスーパーで肉以外のすき焼きの材料を買うためだ。

「ククク……すき焼き……ククク……うひひ」

　小鳩は食卓の上にみんなからのプレゼントを置き、椅い子すに座ってニコニコ笑いながら足をぶらぶらさせている。

「ご機嫌だなーお前……」

　思わず苦笑を漏もらす俺に、小鳩は「えへー」と可愛かわいく笑い、

「くっくっく……今日はいい日じゃー」

　……ま、これだけ喜んでくれたなら、誕生日パーティーを開いた甲か斐いもあったというものだ。

　あとで夜よ空ぞらたちにも小鳩が家で大喜びしてるってメールしておこうかな。

　そんなことを考えながら家を出て、スーパーで買い物する。

　野菜や糸こんにゃくを買い物かごに入れつつ、量をどれだけ買ったものかと思案する。

　星せ奈なにもらった肉の量は、とても二人だけで一晩で食べきれるものではない。

　とりあえず半分は冷凍保存するとして、明日の朝は晩ばん飯めしの残りで、昼のお弁当はすき焼き丼どんでも作ろうか……マリアのぶんも肉大盛りで。

　…………そういえば、結局マリアは来なかったな……。





　　






　買い物を終えて家に戻ると、塀の前に見慣れないスクーターが止まっているのが見えた。

　宅急便とかだろうかと思いながら玄関へと歩くも、それらしき人の姿はない。

　と、思いきや──、

「……なにやってんのお前」

　玄関の近く、郵便受けの前で、シスター服を着た銀髪の少女が、身を潜めるようにして屈かがんでいるのを発見した。

「げっ！　お兄ちゃん！　なぜ外に!?」

　びくりと震えて起きあがる不ふ審しん人物。

　隣りん人じん部ぶ顧こ問もんの高たか山やまマリア──ではなく、その姉である高山ケイトだった。

　今日は十じゆう字じ架かではなく、楕だ円えん形けいをした銀色のペンダントを首から下げている。

「いやお前こそなんでそんなところに隠れてるんだ」

　半はん眼がんで問いつめる俺おれに、ケイトは立ち上がり、悪びれた様子もなくなぜか胸を張って堂々と答えた。

「決まっているだろう。ちょっとこっそり中の様子を窺うかがおうとしていただけだよ」

「……お前それで俺が納得するとでも思ってんのか」

「ダメ？　お兄ちゃん」

「ダメ」

　上うわ目め遣づかいで甘えた声で言うケイトに即答した。

「我が妹攻撃が効かぬとは……貴様、さては真のお兄ちゃんではないな……？」

「少なくともお前のお兄ちゃんではねえよ」

　軽く眩暈めまいを覚えて嘆たん息そくする。

「で、結局なにしに来たんだ」

「ん──」

　ケイトが答えようと口を開くその前に、

「お兄ちゃん帰ってきたー!?」

　元気のいい声とともに玄関の扉が開き、ケイトをそのまま幼おさなくしたような幼女が飛び出してきた。

「おー、マリア。来てたのか」

「うんっ！　あそびにきたぞー！　あははお兄ちゃんち来た！　約束どおりお兄ちゃんちまた来たぞあはははー！」

　相変わらずなにがそんな楽しいのかよくわからないが元気いっぱいの笑顔を浮かべて俺に抱きついてくるマリア。

　マリアが家に来るのはこれで二度目で、前に来たときは試験休みのときだったから、まだ一ヶ月と経たっていない。

「今日もケイトに送ってきてもらったのか？」

「うんっ！　あのババアはこうゆうときだけは役に立つなーあはは！」

　ごん。

　満面の笑みを浮かべて頷うなずいたマリアの頭に、ケイトがゲンコツを食らわせた。

「!?　!?　!?」

　なにが起きたのかわからずマリアは目をきょとんとさせ、それから俺の隣に立つ姉の姿を認めると、

「ギャ────ッ!?　なんで!?　なんでまだおるんじゃババア！　すぐ帰るってゆったのになんでおる!?」

「すぐ帰るとは言ったけど、具体的に何分後に帰るかなんて言ってないだろう？」

　悲鳴を上げるマリアにケイトは淡々と答えた。

「たしかに具体的はゆってない！　でもすぐってゆったぞ!?　すぐってゆうのはすぐのことだと思います！」

「……マリア。大人の『すぐ』はなげぇんだ」

「ええー!?」

「たとえば『もうすぐご飯だ』ってお前よく言われるだろう？」

　するとマリアは目を丸くした。

「ああー！　よく言われる！　よく言われるなー！　もうすぐご飯だからつまみ食いをしてはいけませんってゆうのに、いっつもそんなにすぐご飯でもないからなー……」

「な？　これでわかっただろう？」

「んー。大人のすぐはとても不確かで曖あい昧まいなものだなー」

　まんまとマリアを納得させたケイトは口くちの端はをつり上げて微笑ほほえむ。

「ときにマリアちゃん？」

「ぎく！」

　マリアの顔が引きつる。

「お兄ちゃんち連れて行く前、お前『お姉様に一生感謝します』って言ったよなー？　でもお前さっきなんて言った？　よく聞こえなかったけど？　……バ？　バ？　わたしはこうゆうときだけは役に立つ……なんなのかなー？」

「え、ええと……ええとですね……なんともうしますか……」

　笑顔で問いつめるケイトに、マリアはうつむいて顔にダラダラ冷や汗を浮かべ──

「あのう……そのう…………うるせークソババア!!」

　叫び、踵きびすを返かえして家の中へと逃げ込むマリア。

「ほんとしょうがないガキだなぁ……」

　ポリポリと頭をかきながら嘆たん息そくするケイトに俺おれは、

「でも、そんな妹が心配で人んちの玄関で待機してたんだろ？」

「ばっ……し、心配なんかしてないっつーの！」

　顔を赤くして否定するケイトには普段の大人びた雰囲気はなく、ただの素直になれない女の子だった。

「……そんで、今日もマリアを泊とめればいいのか？」

　するとケイトは首を振る。

「うんにゃ。明日は平日だし今日は帰らせるよ」

「そっか」

「じゃ、そゆことで」

「あ、待てよ」

　立ち去ろうとするケイトを、俺おれは呼び止める。

　ネギのはみ出した買い物袋をちょっと持ち上げて、

「せっかく来たんだからお前もすき焼き食ってけ」

「すき焼き!?　いいの!?」

　目をキラキラさせて歓声を上げるケイトに、思わず優しい目を向けてしまう俺だった。

　俺の視線に気づきケイトは顔を赤らめ、

「す、すき焼きとかほんとはそんな食べたいモンでもないんだけどねー。むしろもう飽きたわー。二年くらい前に飽きたわー」

「そうか。じゃあ無理に食わなくていいぞ」

「はい！　噓うそでしたー！　わたしもすき焼きを食べるのがいいと思います！」

「…………」

　元気よく挙手をして主張するケイトに、やっぱりこいつはマリアの姉なんだなーと俺は納得した。





　　






　ケイトを招き、家に入る。

「ただいまー……っと、小こ鳩ばと？」

　リビングのソファに、小鳩がぬいぐるみを抱きしめてどんよりした顔で座っていた。

「せっかくのいい日が……うんこ色になった……」

「あはは！　オマエはなにをゆってるのだ!?　うんこ吸血鬼はバカだなー！」

　小鳩の近くではマリアが楽しそうにちょこまかと動き回っている。

「ふぇぇん……あんちゃぁぁん……」

　泣きそうな顔で俺のほうを見た小鳩。

　その視線が、俺のうしろへと向けられる。

「はじめまして。わたしは高たか山やまケイト。そこのマリアの姉で、見てのとおり聖クロニカ学園高等部でシスターをやっている」

「ぁぅ……」

　人見知りが激しい小鳩は露ろ骨こつに気後れし、ぬいぐるみを抱く腕にぎゅっと力を入れ、わずかにこくんと頷うなずいた。

　マリアはケイトの姿を見るなり「ギャッ！」と短く悲鳴を上げてカーテンの裏側に隠れてしまった。

　ケイトはそんなマリアをとりあえずスルーし、小こ鳩ばとへと歩み寄っていく。

「キミがお兄ちゃんのリアル妹の小鳩ちゃんか」

「…………お兄……ちゃん……？」

　小鳩が眉まゆをひそめる。

「うちのマリアがお兄ちゃんのことをお兄ちゃんと呼んでいるからね。マリアのお兄ちゃんなら、マリアと姉妹でお兄ちゃんより年下のわたしにとってもお兄ちゃんというわけだ」

　やんわりした親しみやすい口調で喋しやべっているケイトの話を、小鳩はなぜがぴくぴくと頰ほおを引きつらせ険しい表情で聞いている。

「小鳩ちゃんはたしか十四歳なんだね。だったらわたしはキミのお姉ちゃんになるのかな？　同じお兄ちゃんの妹同士、仲良くしてくれると嬉うれしい」

「ふんぎゃ──────ッ!!」

「うおっ!?」

　小鳩が突然吼ほえて、ケイトは驚き後ずさる。

　小鳩はそんなケイトを無視してつかつかと俺おれのほうへやってきた。

「あ、あんちゃんっ!!」

「お、おう？」




「あんちゃんはもー！　ほんとにー！　ほんとにもー！　あんちゃんはなんでそんなすぐに妹ばっかり作るんじゃばかたれー!!」




　涙目で文句を言ってくる小鳩に困惑する俺。

「いや、お兄ちゃんってのはあいつらが勝手に呼んでるだけだしな……」

「！」

「まあ落ち着け」

　恨うらめしげに俺を見上げる小鳩の頭を撫なでる。

「ん……」

　小鳩はまだちょっと不満そうな顔をしていたが、とりあえず大人しくなった。

「そういえばマリア、なんで今日は突然うちに来たんだ？」

　カーテンの後ろにいるマリアに尋ねると、恐る恐る姉の様子をうかがいながらマリアが出てきた。

「それはなー……む……」

　ちらりと小鳩（頭はまだ撫で続けている）に視線を向けて、マリアはちょっと不機嫌そうな顔になった。

「それはお兄ちゃんと遊びたくなったからだ！」

「違うだろ」

「ふぎゃ！」

　ケイトがマリアの頭を軽くはたいた。

「小こ鳩ばとちゃんに用事があるんだってさ。部室に行ったらもう帰ったあとだったから、しょうがなくわたしが送ってきてやったんだ」

「小鳩に？」

「ククク……愚おろかなる神の手先が偉大なる夜の王である我にいかなる用だ……」

　レイシス状態になった小鳩に、ケイトが目を丸くした。

「え？　小鳩ちゃんどうしちゃったの？」

「気にするな。たまにこうなるんだ」

「そう言われてもね……」

　戸惑うケイトに小鳩は少し愉ゆ快かいそうな顔になる。

「……クックック……貴様ごとき愚ぐ物ぶつには察知することも叶かなうまい……このレイシス・ヴィ・フェリシティ・煌すめらぎが秘めし絶大なる闇やみの波動を……」

「あ。なんだ中ちゆう二に病びようか」

　さすが先生やってるだけのことはあると言うべきか、小鳩の病気を即行で看かん破ぱした。

「ク……クク……なんのことを言っているのかわからんな……我が《闇の言葉カオスワード》の前に気が触れたと見えるククク……」

　余裕ぶっているが小鳩の頰ほおには冷や汗が浮かんでいた。

　そんな小鳩を軽く無視してケイトはマリアに、

「ほらマリア。早く小鳩ちゃんにプレゼント渡せ」

「「プレゼント？」」

　俺おれと小鳩の声が重なった。

「フンギャーッ!!」

　マリアが眉み間けんにしわを寄せて叫んだ。

「うがー！　なんで言うのだばかばかうんこクソババア!!　うんこ!!」

「いいじゃんべつに。どうせすぐにわかるんだし」

「うう！　オマエはほんと、もう！　うんこ！　いやなうんこババアだな！」

　悪びれもせず言うケイトに恨うらめしげな顔をして罵ば倒とうしながら、マリアは俺と小鳩のほうへと歩いてきた。

　そしてシスター服の袖そでの中からなにかを取り出し、小鳩に向けて突きつけた。

「ん！」

　リボンのかけられた小さな紙袋。

「これをくれてやるのでありがたく思うがいい！」

　ムスッとした顔でマリアが言う。その頰ほおは少し赤い。

　小こ鳩ばとがきょとんとした顔で、マリアと俺おれの顔を交互に見る。

「マリア、これもしかして小鳩の誕生日プレゼントか？」

「んー！」

　マリアは紙袋を突き出し、強引に小鳩の手にそれを握らせる。

　小鳩はまじまじと受け取ったそれを見つめる。

「マリアが小鳩にプレゼントやるなんて意外だな……」

　驚き半分、嬉うれしさ半分で俺が言うと、マリアの顔が赤くなった。

「お誕生日は大事なので、うんこ吸血鬼だけどくれてやるのだ！」

「……ふ、ふん……」

　いつものように尊大な台詞せりふを返すこともできず、小鳩も顔を赤らめた。

「開けてみたらどうだ？」

「ん……」

　小鳩が紙袋に封をしてあるシールを丁寧にはがし、中身を取り出す。












　中に入っていたのは十じゆう字じ架かのネックレス。

　マリアが普段首から下げているのと同じものだ。

「む……」

　まじまじとネックレスを見つめる小こ鳩ばと。

「む……むー……ほー……」

　小鳩は目を大きく開き、鼻をひくつかせた。多分気に入ったのだろう。

「でもいいのかマリア？　高かったんじゃないか？」

「ババアに買ってもらった！」

　俺おれがケイトのほうを見ると彼女は微苦笑を浮かべ、

「そう高いものじゃないから気にしなくていいよ。ちなみに聖クロニカ学園購買部では十字架やおメダイのアクセサリー、ロザリオなど、各種お手て頃ごろ価格で取とり揃そろえております。お気軽にご利用ください」

　営業トークのような口調で言った。

「オマエは邪悪なる存在だからなー！　それをつけて聖なる力で改心してワタシのようないい子になるといいぞ！」

　マリアが胸を張って得意げに笑った。

「ククク……愚おろかなる聖女め……真しん祖そたる我にとっては十字架など単なる飾かざりに過ぎぬ……ゆえにずっと付けていても全然平気なのだ……」

「なんだとー！　少しは悔くい改あらためるのだうんこ吸血鬼め！」

　マリアが自分の十字架を振りかざして小鳩に襲いかかる。

「ふんぎゃー！　ふぐぐ……ク……ククク……我は偉大なる闇やみの王レイシス・ヴィ・フェリシティ・煌すめらぎ……聖なる力すら使いこなしてみせようぞ！　ふにゅらー！」

　小鳩がプレゼントされたばかりの十字架を手に応戦。

　カドが頭に当たり、マリアが涙目になって文句を言う。

「ひぎゃっ!?　い、痛いだろー！　なんで十字架で叩たたくのだ!?」

「あんだが先にやってきたんやろばかたれ！」

「オマエはいつも効かへんってゆってたのでオマエは叩いてもいいと思いました！」

「あほー！　ほんとはちょっと効いとったに決まっとるやろばかたれ！」

「そうだったのか！　よくもだましたな！」

「ククク……我が知略にまんまと騙だまされるとは愚か者め……！」

「はいはい、そろそろ夕飯だからそのへんにしとけ」

　光と闇の終わりなき戦いが始まる前に、俺は小鳩とマリアを引き離した。

「ククク……我が眷けん属ぞくに免めんじて今回は許してやろう……」

「ゆーはん!?　お兄ちゃん、今日のご飯なに!?」

「……ククク……今こ宵よいの晩ばん餐さんは赤き血に塗れた黒きケモノの死し骸がいであるぞ……特別に貴様もじっくり味わうがいい……」

「うっげーっ!?　なんでそんなん食べるのだ!?」

「……たしかに間違ってないけどその言い方やめろ小こ鳩ばと」

　顔をしかめて小鳩の頭を軽くはたき、

「今日の夕飯はすき焼きだ」

「すき焼き!?　ワタシすき焼きって知ってるぞ！　あのおいしそうなやつだな!?」

「ああ。楽しみにしてろ」

「はーいっ！」

　目を輝かせるマリアの頭を撫なでつつ、

「それじゃ、準備するかー」

「て、手伝うっ」

　珍めずらしく（本当にとても珍しい。三年ぶりくらいじゃないだろうか）小鳩が自分からそう言った。

「ん……なら鍋なべ洗ってくれ」

「ん！」

「なーなーお兄ちゃん！　ワタシもお手伝いするぞ！」

　マリアが元気に手を挙げた。

「そっか。それじゃマリアは食器並べてくれ」

「うん！」

「……私のお手伝いは言われないとやらないのに……」

　ケイトが唇くちびるを尖とがらせてなにか呟つぶやいたがよく聞こえなかった。

「あ、そうだ小鳩」

「ん？」

「マリアに誕生日プレゼントのお礼、言っとけ」

「えー……」

　小鳩は露ろ骨こつに嫌そうな顔をしながらも、背中を向けているマリアに、ほんの少しだけ頭を下げた。




「……あ……ありがと……う……」




「んー？　なんかゆったかー？」

「な、なんでもないわあほー！」





　　






　すき焼きの準備が終わり、四人で食卓を囲む。

　前回と同じく競い合うように肉を食う小こ鳩ばととマリア。

「慌あわてずゆっくり食べろよ」

　隣に座るマリアのほうに顔を向けて喋しやべりながら、腕は鍋なべのほうに伸ばして凄すさまじい箸はし裁さばきで肉をかっさらっていくケイト。

　微笑ほほえみを浮かべながらも、その目はまったく笑っておらず、もうすぐ煮える肉をしっかりマークしている。

「この肉食獣どもが……肉はたくさんあるんだからもっと味わって食えよ……」

　俺おれがそんなふうに余裕ぶっているうちに肉は見る間になくなり、あとは野菜やこんにゃくだけになってしまった。

「……肉……ほとんど食えなかった……」

　がっくりとうなだれながらネギを食らう俺。

「ぷはー！　おいしかったなー！」

　マリアが満足そうに笑った。

「……クク……けぷ……クク……ククク……！」

　含み笑いの最中に小さくげっぷした小鳩は、誤ご魔ま化かすように含み笑いを続けた。

「わたしとしたことが、つい狩しゆ猟りよう民族の血が騒いでしまったよ。これでルービーがあれば最高だったんだけどねー。げっふ」

「未成年がなに言ってやがる」

　ぐでーっと背もたれに寄りかかり、でかいげっぷをしたケイトに呆あきれつつ俺は言った。

「ほら。まだ野菜とかしいたけ大量に残ってるんだからお前らも手伝え」

「「えー」」

　マリアと小鳩が声を揃そろえて不満そうな声を上げる。

「……今食わないと、明日の弁当はこれの余りを使った、肉なしすき焼き弁当になるけどいいのか？」

「ククク……それは困る……」

「肉がないすき焼きなんてうんこみたいなものなのだ！」

　慌てて二人はもそもそと野菜を食べ始めた。

　が、すぐにギブアップして食卓を離れ、二人してごろんとソファに横になった。

　ほどなくして、二人とも眠ってしまった。

「食ってすぐ寝るなよ……」

　残って頑張っていたケイトも、

「んー……わたしももう無理……よく冷えた麦色の飲み物がもらえると嬉うれしいげふ」

「麦茶あるから待ってろ」

「わーい」

　ケイトのために冷蔵庫からペットボトルの麦茶を取り出してコップに注いでやる。

　振ふり返かえってみると、しばしば互いに箸はしで牽けん制せいし合っていた小こ鳩ばととマリアを横目に、こいつが一番ばくばく食っていた気がする。

「ぷはー！　生き返りますなー！」

　麦茶をぐいっと豪ごう快かいに飲み干して、手の甲で口元を拭ぬぐう。その仕草は完全にビールを飲むおっさんのものだった。

「あー、満腹になって眠くなってきた。今日はもう帰りたくないなー。お兄ちゃん今日は泊とまってっていい？」

「泊まるのはべつにいいけど──」

　ふと思い出して俺おれは尋ねる。

「そういや、外に止めてあったスクーターってお前のか？」

「そうだよー」

「へー、免めん許きよなんて持ってたんだな」

「先月末に十六になってね。そっこーで合宿行って取ってきた」

　ケイトはちょっと自慢するような稚ち気きのある笑みを浮かべた。

　それから少し目を細め、




「ずっと欲しかったんだ……もっと遠くまで行ける足が」




　その微笑ほほえみは深く──俺より一つ年下の少女が浮かべるものとは思えないほど大人びていて、思わず見とれてしまった。

「ふふ………………げっぷ」

　……いろいろ台無しだった。

「ちなみになーお兄ちゃん」

　そう言いながらケイトは首にぶら下げていた楕だ円えん形けいのペンダントヘッドを手に取り、親指に力を込めた。

　するとペンダントの蓋ふたが開き、その中は透明なガラスになっていた。

　さらにガラスの中に、何か茶色っぽいものが入っているのが見える。

「ほら見て。これは先月のわたしの誕生日にマリアがプレゼントしてくれたんだ」

　ケイトがペンダントをこちらに近づける。

　ガラスの中に入っていたのは…………ええと多分……セミの抜ぬけ殻がら…かな？　それも作り物ではなく本物に見える。

「……これセミの抜ぬけ殻がら……だよな？」

「うん。マリアがくれた」

「ふーん……世の中には変わったペンダントが売ってるんだな」

　ちょっと驚きながら俺おれが言うと、ケイトは首を振り、

「違う違う。マリアがくれたのはセミの抜け殻オンリーで、それを知り合いの職人さんに頼んでペンダントにしてもらったんだ」

「…………へ、へえ……」

　どう反応すればいいかわからず曖あい昧まいな顔で相づちを打つ俺だった。

　ケイトはそんな俺にちょっと泣きそうな顔で笑い、ソファで横たわる小こ鳩ばとのほうに視線を向けて軽くため息をついた。

「……あっちはペンダントなのになー……」

「なんつーか……お前も大変だな……」

「まあね。お姉ちゃんなのでしょうがないさ」

　そう言ってケイトは寂さみしげに笑った。





　　






「ふにゃ～……」

　夕飯が終わって一時間ほどケイトとだらだらテレビを見て過ごし、食事の後片付けをして風ふ呂ろの準備が終わると、ちょうどマリアが目を覚ました。小鳩はまだ寝ている。

「さて、それじゃ帰るか」とケイト。

「泊とまってくんじゃなかったのか？」

「んー……ほんとに迷惑じゃないかい？」

「遠慮すんな。外は暗くて危ないしな」

「たしかに……夜中の運転にはまだ不慣れなんだよね……」

　ケイトは少し思案の表情を浮かべ、

「それじゃご厚こう意いに甘えるとしよう。マリア、今日はお兄ちゃんち泊まるぞ」

　ケイトの言葉を聞くが早いか、寝ぼけ顔だったマリアは歓声を上げた。

「やったー！　お兄ちゃんち泊まる！　お兄ちゃんち泊まるー！　今日はすき焼き食べてお兄ちゃんち泊まれるのでいい日だなー！　せっかくなので今日はよふかしして遅くまでお兄ちゃんと遊ぶぞーあはは！」

「ちなみに私も一緒に泊まるぞ」

「ふいぃぃぃん！　いい日がうんこ色になったー！」

　マリアがという顔で叫んだ。

「明日も早いんだ。さっさと風ふ呂ろはいって寝るぞ」

「じゃあお兄ちゃんと一緒にお風呂はいるっ！」

「馬ば鹿かめ、私が久々にお前の身体をみっちり洗ってやるから感謝しろ」

「うううう！」

「それじゃ行くぞマリア」

　ケイトがマリアをずるずると風呂場に引っ張っていく。

「うぎゃ──ッ！　放せうんこババア！」

「放してくださいお姉様、だろう？」

「放してくださいお姉様！」

「やだ♥」

「ふんぎゃ──ッ!!」

　二人の姿が浴室へと消えたあとも、マリアがわーわーぎゃーぎゃー騒ぐ声はリビングまで響いていた。

「……あ、そういや着替え……」

　マリアは前回と同じく小こ鳩ばとのパジャマで我慢してもらうとして、ケイトは……とりあえず俺おれの学校のジャージでいいか。

　二階にある俺の部屋からジャージをとってきて一階に戻ると、リビングから小鳩の姿が消えていた。

　起きてトイレにでも行ったか？

　特に気にせず脱衣所に向かい、その扉を開いた──まさにその瞬間。

「ギャ──────ッ!!」

　小鳩の絶叫が響くと同時に風呂場の扉が開き、全ぜん裸らの小鳩が中から飛び出してきた。

「うおっ!?　小ば……と……」

　驚く俺の目は、全裸の小鳩の後方──風呂場の中へと引き寄せられた。

　風呂椅い子すに座ったまま顔だけこちらを振ふり返かえっている、全身泡まみれのマリア。




　その横に──全裸の高たか山やまケイトがいた。




　お湯が出ているシャワーヘッドとボディタオルを手にしたまま、ぽかんとこちらを向いて立っているケイト。

　どうやらマリアの身体を洗ってやっていたらしい。

　濡ぬれた銀色の髪に、ほんのりと上気した湯を滴したたらせる透けるように白い肌。

　すらりとした四肢に、不健康ではない程度に細い腰、絶妙な大きさの胸。

　絶世の美少女──そう表現しても差し支えないであろう、奇跡のように均整のとれた美しい少女の裸身がそこにあった。

　ケイトはしばらく啞あ然ぜんとした表情のまま突っ立っていたが、片腕で胸を隠し、頰ほおを赤らめて、それから咎とがめるような目を俺おれに向けた。




「……お兄ちゃんのエッチ」




「ご、ごごごごめんなさい！」

　慌あわてて俺は後ろを向き、

「き、ききき着替え、こ、ここに置いとく！　ジャ、ジャジャジャージ！　俺の！　そ、そそそれじゃ！」

　しどろもどろでそれを伝つたえると、逃げるように脱衣所から出たのだった。













　　






　そして。

「……で、なにか申し開きはあるかねチミィ」

「ごめんなさい」

　我が家の台所、冷蔵庫前にて。

　風ふ呂ろから上がったジャージ姿のケイトに、俺おれは深々と頭を下げた。

　ケイトは腰に手を当てて缶コーラをぐびぐびと飲んで「ぷはーっ！」と気持ちよさそうに息を吐ついたあと、

「よし、許す」

「いいのかよ!?」

　あまりにあっさり許してもらえたので、思わずツッコんでしまう俺だった。

　ケイトは苦笑し、

「べつにわざと覗のぞいたわけじゃないんだろう？」

「あ、当たり前だろそんなの！」

「うん。だったらお兄ちゃんを責めても仕方ないさね」

　それからまたコーラを飲んで「げふ」とげっぷをする。

「それにまあ、言い訳したり開き直ったりしな、げっふ、いところも好印象だね。全部小こ鳩ばとちゃんが悪いってことにすることもできたのに」

　ちなみに小鳩は今風呂に入っていて、マリアは風呂から出てすぐにまたソファで眠ってしまった。

「……べつに小鳩をかばってるわけじゃなくて……単純にお前に悪いことしたから……」

　ケイトはくすっと微笑ほほえんだ。

「お兄ちゃんは本当にいい人だねえ。天ぺが馬さすさんが気に入るのもわかるなあ」

「は？　理事長？」

　いきなり出てきた名前に俺はきょとんとする。

　天馬──柏かしわ崎ざき天馬は聖クロニカ学園理事長で、星せ奈なの父親の名前だ。

「そ。柏崎天馬理事長。天馬さんもお兄ちゃんの話はよくしてるよん。何度か家にお呼ばれもしたんだって？」

「まあ、そうだけど。……お前、理事長と仲いいのか？」

「まあね。天馬さんとは釣つり仲間なんさ」

「釣り仲間？」

　聞き返す俺にケイトは楽しそうに笑う。

「そう。特に鮎あゆ釣りが好きでねえ。暇ひまを見つけて一緒に出かけてるんだ」

「へえ……理事長にそんな趣味が……」

　なんとなく仕事一ひと筋すじの厳格な人物という印象だったので、意外に思う。

「鮎はいいよー。なんと言っても食べると美う味まいのがいい」

「あー、たしかに美う味まいよな、鮎あゆ……」

　そういえば前に星せ奈なの家に行ったとき、夕飯に鮎の塩焼きもあったのだが、あれはもしかして理事長が自みずから釣つってきたものだったのだろうか。

「ところでお兄ちゃんは釣りはやるのかい？」

「ん、昔父親に連れられて何度か行ったことはあるかな」

　隣で父さんがバカスカ釣ってるのに俺おれは全然釣れなくて、あまり楽しかった覚えはないけど。

「そっかあ！　だったら今度一緒に行こうよ！」

「ん……わかった」

　嬉うれしそうに誘ってくるケイトに、俺は頷うなずいた。





　　






　翌日、朝早く。

　学園へ戻るケイトとマリアを、家の前で見送る。

　小こ鳩ばとはまだ自分の部屋で眠っており、マリアも立って歩いてはいるものの半分以上寝ている様子。俺も普段はまだ起きていない時間なのでけっこう眠い。

「それじゃお兄ちゃん、またねー」

「……むにゃ……ん……おにいちゃんばいばい……」

「おう。また学校でな」

　ヘルメットをかぶってふらふらと手を振るマリアに苦笑しつつ俺は言った。

「……あーあ」

　スクーターにまたがったところでケイトが俺のほうを振ふり返かえり、どこか寂さみしげに微笑ほほえんで小さく白い息を吐はいた。

「……？」

「いや、お兄ちゃんがほんとのお兄ちゃんだったらよかったのになー……なんて思っちゃってね。もしくは……」

　そこでちょっとケイトが頰ほおを赤らめた。




「……もしくはそれ以外の関係になるのも、わたしとしてはちょっといいかなって思うんだけど……ま、星奈さんがいるからしょうがないね」




「へ？」

　なんでそこで星奈の名前が？

　俺おれが聞き返す前に、ケイトはなぜかちょっと慌あわてた様子でヘルメットをかぶる。

　うしろにマリアを乗せ、俺のほうをちらりと振ふり返かえって手を振り、アクセルをふかす。

　怪け訝げんに思いながらも手を振り返すと、ケイトとマリアの乗ったスクーターは発進し、その姿はどんどん小さくなっていった。

「おー」と思わず感かん嘆たんの声が漏もれる。

　いいなあスクーター……俺も二輪の免めん許きよ取ろうかな……。

　そんなことを吞のん気きに考えながら、俺は家の中に戻る。




　ケイトが最後に残した言葉の、その後半部分──「星せ奈なさんがいるからしょうがないね」の意味を俺が知るのは、それから間もなくのことだった。


（終わり）
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ごめんなさい。







第一章　惨さん劇げきのはじまり







　ある日の放課後、俺おれはいつものように、隣りん人じん部ぶの部室でだらだらと時間を潰つぶしていた。

　部室には俺のほかに、夜よ空ぞらと星せ奈な、それに幸ゆき村むらがいて、特に会話もなく、しかし無言の空間にありがちな妙な気まずさもなく、まったりとした空気が流れていた。

　隣人部ではよくある光景だ。

『今日は楽しかったよ♪　また一緒に遊ぼうね♪』

「んふふ～♪　うんうん、あたしも楽しかったわよ沙さ織おりちゃん」

　……このように、星奈がプレイしているギャルゲーの女の子に向かって気持ち悪い声で話しかけるのも、よくある光景だった。

　と、そこで部室の扉がガチャリと開いた。

「オッス、オラ志し熊ぐま理り科かっ！」

「んー」と俺。

「ああ」と、どうでもよさげに夜空。

　部室に入ってきたのは後輩の理科だった。こいつも隣人部のメンバーだ。

「素すで返されるとむなしいものがありますね……まあいいですけど。……ときに小こ鷹だか先輩、皆さん……」

　理科は突然シリアスな口調になった。

「ん？　なんだよ、そんな改あらたまって」




「──やらないか」




「やらねえ」「やらない」「やらないわ」

「みんな即答ですか!?」

　即答だった。

　俺、夜空、星奈の三人は、何の迷いもなく即座に同じ答えを返していた。

「あにきがやらないのでしたらわたくしもやりません」

　幸村も俺たちに──正確には俺に同調した。

「うう～。まだ具体的な内容をなんにも言ってないじゃないですかあ」

　唇くちびるを尖とがらせる理科に、夜空は淡々と、

「聞かなくてもわかる。どうせ前みたいにコスプレとかＢＬゲーとか、ろくでもないことだろう」

「いえ、そういうのじゃなくて、今回はけっこう真面目まじめなお話なんです」

「真面目まじめな話ぃ？　お前が？」

「怪あやしいわね……」

　俺おれと星せ奈なが疑いの目を向ける。

「……ふん。まあ聞くだけ聞いてやろう。どうせ暇ひまだしな」

「ありがとうございます夜よ空ぞら先輩。それでは……ゴホン。皆さん、ゲームの声優をやってみませんか？」

「「「はあ？」」」

　理り科かの言葉に、俺と夜空と星奈の声がハモった。

　理科は説明を続ける。

「実は理科がお世話になっているゲーム会社が今、新作のＲＰＧを作っているのですが」

「へー」と俺。

「そういやあんた、ゲームの開発とかにも関かかわってるんだっけ」

「あー、そんな設定もあったなー」

　星奈の言葉で思い出した。

　普段の言動がアレなのでついつい忘れがちになってしまうのだが、ここにいる志し熊ぐま理科は、薬品の調合からメカの開発、プログラミングまでこなす、知る人ぞ知る天才発明少女だったりする。

　ゲームの開発に協力したりと、俺より年下なのに社会で認められているのだから大したものだ。

「も、もう小こ鷹だか先輩、そんなに褒ほめないでくださいよう」

「勝手に人の心の中を読むんじゃねえ！」

　ツッコむ俺に理科はきょとんとした顔で、

「口に出してましたよ最後のほう」

「え？　あー、まあいいや。で、声優をやるってのは？」

「まあいいやって……もういいです」

　ちょっと拗すねた顔で理科が言い、

「……で、その新作ゲームというのはいわゆるファンタジー世界を舞台にした割とオーソドックスなＲＰＧなのですが、ゲームに登場するメインキャラたちのイメージが偶然にも隣りん人じん部ぶの皆さんにぴったりだったんです」

「なんでファンタジー世界のキャラのイメージが──ああそっか、金髪とか銀髪率高いもんなこの部。星奈に小こ鳩ばとにマリアに俺か」

　理科は頷うなずく。

「はい。星奈先輩に小鳩さんにマリアさん。理科もちょくちょく色変えますし」

「……俺は？」

「で、そのことを会社の人に話したら、ぜひ声優をやってくれないかと頼まれました」

　……俺おれの疑問は華か麗れいにスルーされた。

「へー、なんか面白そうね」と星せ奈なが興味を示す。

「お、引き受けていただけますか星奈先輩」

「あたしはべつにいいわよ。あたしの素晴らしい声に愚民どもが酔よいしれる姿が目に浮かぶわ。そして一躍声優界のスターになったあたしは由ゆ希き子こ役の美み野の里り千ち春はるさんや闇猫アンネちゃん役の草くさ澤ざわ加か奈な子こさんと仲良くなっちゃったりとかしてうへへ～でへへへへ～」

「はいはいさすがです星奈先輩。夜よ空ぞら先輩はどうですか？」

　気持ち悪い笑みを浮かべる星奈を理り科かはさらりと流し、夜空に話を振った。

「わ、私は……むう……」

　難しい顔をする夜空。

「……つーか理科、いくらイメージぴったりだからって、声優なんて素人しろうとの高校生にできるもんなのか？」

　俺が尋ねると、

「それはまあ、技術的にはプロの声優さんと比べたら当然見み劣おとりはするでしょうねー。ですが他ほかの作品のイメージがついてないので新鮮というメリットもありますから。……プロを雇うよりも安上がりですし」

「今ちょっと黒い発言が聞こえたぞ」

「聞かなかったことにしてください。ぶっちゃけその会社、かなり金銭的に厳しいらしいんですよね……。開発の遅れとかスタッフの逃亡とか不ふ況きようとか割われ厨ちゆうとか……」

　よくわからないが、色々大変らしいことは十分に伝つたわってきた。

「な、なんつーか、大変なんだな……。夜空、そういうことなら協力してもいいんじゃないか？」

　俺が言うと、夜空はなおも難しい顔のまま、

「ん……まあ友達作りに必要な演技力を磨みがくいい訓練にもなるだろうし、興味がないこともないが……。その、ゲームに声を入れるということは、私の声の演技がゲームを買った不特定多数の人間に聞かれるということだろう？」

「多数かはともかく、知らない人達に聞かれることにはなりますね」と理科が頷うなずく。

　すると夜空はなにかを恐れるかのように早口で、

「そしてＭＡＤ動画の素材にされたり『某ぼうゲームの声優が棒すぎる件について』なんてタイトルで動画サイトにアップされて匿名掲示板で晒さらし者ものにされたりＡＭＡＺＯＮＥＳレビューで『内容はともかく声が糞くそなので☆１つです』ってこき下ろされたり！」

「……お前なんかあったのか？」

「昔自作のネットラジオで……」

　消え入るような声でなにかを言いかけ、

「べ、べつになにもない！」

　あ、誤ご魔ま化かした。

「ふーん、要するにあんた、ビビってるわけね？」

　挑発するように星せ奈なが言った。

「なんだと肉……」

　夜よ空ぞらが怒気を孕はらんだ眼で星奈を睨にらむ。

「ま、あたしみたいに何をやらせても完かん璧ぺきな天才ならともかく、素人しろうとには声優なんて荷が重いわよね。怖おじ気けづくのも無理ないわ」

「誰だれが怖じ気づいているだと？　私は貴様のような後先考えない知力３くらいの低能猪いのしし武む者しや女と違って慎重なだけだ」

「あんですって！」

　険悪になって睨み合う二人を理り科かがなだめる。

「まあまあお二人とも。たしかに夜空先輩の心配ももっともですが、たぶん大丈夫だと思いますよ。夜空先輩お芝しば居い上手ですし。……ていうか、ぶっちゃけそこらの素人のほうが上う手まいんじゃねーのと思うようなゲームやアニメなんて他ほかにいくらでも、具体的にはアレとかアレとかアレとかアレとか特にアレはど・う・し・て・あ・あ・な・っ・た！　どん判はん金かねどぶ……ッ！」

　ぺち。

「お前も落ち着け理科」

　やけにエキサイトしている理科の頭を軽くはたく。

「ハッ！　すみません、つい＊＊や＊＊＊＊＊＊＊のことを思い出して」

「……まあ、世の中いろいろあるさ……」

　理科が挙げたタイトルは知らなかったが、俺おれもあの好きなライトノベルのアニメ版を見たときは──いや、この話はよそう。

「……ふん。……まあ、私も演技にはそれなりに自信がある。そういうことならやってみてもいいか……」

　夜空が言った。

「幸ゆき村むらもいいか？」

　俺が尋ねると、幸村は無表情でこくりと頷うなずいた。

「はい。あにきが望まれるのならば、どのような演技でもこなしてみせましょう」

「……この子に演技なんてできるのか激しく疑問だわ……」

「……同感」

　ボソリと言った星奈に、俺は同意した。

　ともあれそんなわけで、俺おれたち隣りん人じん部ぶ一同の今回の活動は、『ゲームの声優に挑戦する』ということに決まったのだった。










第二章　スタジオにて







　そして翌週の日曜日。

　俺たちは音声収録のため、朝早くから録音スタジオにやってきた。

　夜よ空ぞら星せ奈な理り科か幸ゆき村むらに加え、小こ鳩ばととマリアもいる。この二人にも声優をやらせるらしい。

「……クックック……高貴なる闇やみの王であるこのレイシス・ヴィ・フェリシティ・煌すめらぎに猿芝しば居いをさせるなど、恐れを知らぬ猿どもよ……」

　いつもの調子で含み笑いをする小鳩に、

「いや小鳩、お前いっつも演技してるじゃん。そんな感じでくっくっくーとか」

「え、演技ちゃうもん！　ククク……これは我の本来の喋しやべり方なのであるばい……」

「はいはい。……マリアはどうだ？　上う手まく演技できそうか？」

　するとマリアは元気よく頷うなずいた。

「うんっ！　こう見えてもなー、ワタシは昔から演技には慣れっこなのだ！」

「ほー、そりゃ意外だな」

「あはは、昔かよってたがっこーではなー、クラスメートに『子供のくせにいつもへらへら作り笑顔ばっかり浮かべてて気持ち悪いね』ってゆわれたこともあるのだ！」

「そ、そうか……」

「うんっ！」

　……さらりとヘビーな過去を垣かい間ま見みせる幼女だった。

　ともあれ、俺たちはスタジオの中へと入る。

「へー、ここがスタジオの中なのね。写真とかでは見たことあるけど実際に入るのは初めてだわ」

　星奈が少し感激した様子で言った。

「やっぱり皆さんは初めてですか？　こういうスタジオに来るのって」

　理科の言葉に、俺たちは一様に頷いた。

　スタジオの中は録音機材などが設置されているコントロール・ルームと、マイクが設置されているブースに分かれていて、防音ガラスで区切られている。

　まず俺たちが入ったのはコントロール・ルームの方だ。

「けっこう広くて綺き麗れいなとこね。ブースにマイクも五本あるし。ゲームのアフレコって普通はもっと狭いスタジオで一人ずつ録とるものなんでしょ？」

「よく御存知ですね星せ奈な先輩。ここは理り科かの知り合いがやっているスタジオで、今回は無理を言ってタダで貸してもらったんです」

　すると夜よ空ぞらが理科にジト目を向けた。

「なにげにお前は顔が広いな……リア充の臭においがする……」

「いえいえそんな。しょせんギブアンドテイクの打算的な付き合いですよ」

「そういえばゲーム会社の人とかはどこにいるの？」と星奈が尋ねる。

「絶賛修しゆ羅ら場ば中なので来てません。収録は理科に全部任されています」

「それは大丈夫なのか本当に……」

　疑わしげに言う夜空に理科は苦笑し、

「シナリオも昨夜ようやくボイスありの部分だけは上がったってくらいですからねー、相当ヤバげです。でもまあ、ここで心配しても仕方ありませんよ。とりあえず台本や設定資料をお配りしますね」

　理科が鞄かばんから台本を取り出して配りはじめる。

「……アフレコ当日になってようやく台本が配られるなんて、ほんとにギリギリなのね」

「あは、ゲーム業界ではよくあることですよ。はいこれ夜空先輩」

　誤ご魔ま化かすように理科が笑って、夜空に台本を手渡す。

「ん、ああ。……ふむ……台本とは思ったより薄いのだな」

　ぱらぱらとめくりながら夜空が言う。

「フルボイスじゃなくてパートボイスですから」

「パートボイス？」

「全部の台詞せりふに声が付くわけじゃなくて、喋しやべるのは一部のイベントシーンだけなんです。容量が少ない携帯ゲームとかだとよくありますよ」

「ふーん……」

　あまり興味もなさそうに夜空は頷うなずいた。

　そこで星奈が口を挟む。

「エロゲーでもたまにあるわね。初めてパートボイスのゲームやったときは、いきなり声が出なくなってバグかと思ったわ」

「ちなみに戦闘シーンはフルボイスです。呪じゆ文もんとか必殺技とか、あとかけ声とか悲鳴とか。思う存分叫んじゃってください」

「へえ……必殺技……！」

　理科の言葉に星奈はちょっと嬉うれしそうに言った。

「ふ、ふん……それはちょっと恥はずかしいな……こ、この年になってそんな呪文とか必殺技なんて……」

「顔がにやけてるわよ夜よ空ぞら。あんたほんとはそういうの好きなんでしょ？」

「黙れ肉」

　ばちんっ！

　夜空がどこからともなく取り出したハエ叩たたきで星せ奈なの頭を叩いた。

「ふぎゃっ!?」

「……これが必殺肉殺しだ。肉体と精神両方にダメージを与えることができる」

「どっから取り出したんだそのハエ叩きは……」

　呆あきれつつ、俺おれは台本の最初のページをチェックする。

　そこにはキャラ名と配役が書かれていた。

　俺は自分の役を探すが、

「…………ええと俺の役は……あれ？　おい理り科か。俺の役が書いてないぞ？」

「あ、小こ鷹だか先輩の役はありませんよ？」

「な……!?」

　愕がく然ぜんとする俺に理科はさらりとした声で、

「このゲーム、声がつくのは女性キャラだけなんです。仲間になるキャラは全員女の子で、唯一の男性である主人公にはプレイヤーが感情移入しやすいように声がありません」

「だったら俺はなんのためにここへ来たんだ!?」

「小鷹先輩にはこっちで理科のアシスタントをしていただきます。これも大事なお仕事ですよ先輩」

「はぁ……」

　がっかりして嘆たん息そくする俺。

　実を言うと、俺も必殺技の名前とか叫んでみたかったのだ。

　ＲＰＧの『テイヌル』シリーズとか、けっこう好きなんだよな……。

　と、

「……おい」

　夜空が不意にドスのきいた声を出した。

「？　なんですか？　夜空先輩」

「なんなのだこのキャラクターは！」

　夜空が台本をパンパンと叩きながら声を荒げる。

「夜空の役……？　ええと……」

　俺は台本を確認して夜空の役を探す。

　……あ、これか。ええと……。

《刀使い》クレア。日本刀【小こ閻えん魔ま】で華か麗れいに戦う黒髪の美少女剣士。性格はクールで誰だれにも心を開かない──。

「何か問題が？　クールな黒髪の美少女剣士──夜よ空ぞら先輩にぴったりだと思いますけど。あ、もしかして武器ですか？　たしかにファンタジーで『日本刀』という名称そのままという点には世界設定の甘さが見られま──」

「武器などどうでもいい！　問題はこいつの格好だ！　な、ななななんという破は廉れん恥ちな格好をしているのだこいつは！」

　理り科かの言葉を遮って夜空は叫んだ。

　……ちなみに資料に載っているクレアのイラストは、胸と腰を薄い布で申し訳程度に隠しただけの、ほぼ全ぜん裸らに近いものだった。

「なんでこんなペラペラの格好で旅してるんだこの女は！」

「軽装の方が戦いのとき動きやすいからじゃないですかね」

　しれっと答える理科に夜空はさらに追及する。

「軽装とかいうレベルじゃないだろう！　攻撃食らったら一発で死ねるわ！」

「それは大丈夫です。腕や足につけた魔法の宝石で不可視のバリヤが張られているので防御力が高く、寒い場所も暑い場所も平気という設定なのです」

「くっ、都合のいいファンタジー設定め……！　だ、だからって、こんなの、ほ、ほぼ、し、し、下着じゃないかッ！」












「下着じゃありません。このゲームの世界では立派な防具なのです……多分」

「いやどう見てもただの下着姿の痴ち女じよだろう！　恥はずかしくないのかこいつは人として！」

「パンツじゃないから恥ずかしくありません！」

「あ、頭がおかしなことを堂々と……！」

　夜よ空ぞらが引きつった顔でこめかみをおさえた。

　そんな夜空に星せ奈なは嘆たん息そくする。

「ハァ……。べつにどーだっていいじゃないキャラの格好なんて。あんたが実際にその格好するわけじゃないんだし」

　言いながら星奈はちょっと考え、

「……このキャラのコスプレした夜空……うぇへ……あ、な、なんでもないわ！」

　一瞬浮かんだ気持ち悪い笑みを慌あわてて消し、誤ご魔ま化かす星奈。

　ちなみに星奈の役は《魔法使い》エステル。これまた服装の露出度は高めだがクレアほどではない。……ええと、金髪のお嬢様で、高たか飛び車しやだが打たれ弱い性格……、

「あー、こりゃたしかに星奈だ」

「でしょう？」

　納得する俺おれに理り科かが言った。

「ん？　なにが？」

「なんでもない」

　怪け訝げんな顔をする星奈に慌てて誤魔化す俺だった。

　と、そこで幸ゆき村むらがこちらに寄ってきた。

「あにき。わたくしはめいどさんだそうです」

「ゲームでもメイド役なのかよ」

　幸村のページを確認する。

　幸村の役はエステルに仕えるメイドのメリー。武器は銃とナイフ。いつも無表情で何を考えているのかよくわからない。

「せいかくはわたくしとぜんぜんちがいますが、がんばります」

「いやいやお前にぴったりだろこれ！」

　ツッコむ俺に、幸村はぼんやりした顔でわずかに首を傾かしげる。

「？　わたくしはつねにあにきのことだけをかんがえておりますが？」

「そ、そうか。じゃあメリーもそんなふうにいつも主あるじのことを考えてるって設定で演じればいいんじゃないかな、うん……」

「なるほど。さすがあにきです」

　そう言って、幸村はやんわりと笑みを浮かべたのだった。

「……ふん……くだらぬ……なにゆえこの偉大なる夜の王、レイシス・ヴィ・フェリシティ・煌すめらぎが不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵である天使の役など演じねばならぬのだ……」

　台本を見ながら不満そうな顔をしている小こ鳩ばとの声。

　小鳩の役は光の魔法を操る可か憐れんな少女フィア。

　書いてある設定によれば、彼女は記憶を失っており、その正体は人間たちを監視するために神から遣つかわされた天使らしい。

　その外見はまるで本人をモデルにしたんじゃないかというくらい小鳩そのままだった。

「たまにはこういう可愛かわいい役もいいんじゃないか？　似合ってるぞ」

「あ、あんちゃ……」

　俺おれが言うと小鳩はぱあっと笑みを浮かべ、慌あわててその笑みを消し、

「くっくっく……わ、我が眷けん属ぞくがそう言うなら戯たわむれに演じてやるとしようククク……えっと、えっと、」

　小鳩がぺらぺらと台本をめくり、「すーはー」と深呼吸する。

　そして、

「だいじょうぶ？　おにいちゃん。痛いの痛いのとんでけー」

「ぎゃふぉぉおおうううう!!」

　小鳩の台詞せりふに反応して星せ奈なが奇声を上げた。

「こ、小鳩ちゃんマジ天使っ！　飛んでっちゃうっ！　どんな痛いのも飛んでっちゃう!!　……ハァ……ハァ……こ、小鳩ちゃん、お姉ちゃんと一緒に飛んでっちゃお？　素敵なところに飛んでっちゃおっ!?」

「や！」

「一人で因いん果が地ち平へいの彼方かなたに飛んでいけバカ肉め！」

「ぎゃんっ！」

　変質者そのものといった様子で小鳩に迫る星奈に、夜よ空ぞらがハエ叩たたきを使った。

　半泣きになる星奈。

「な、なにふんのよバカ夜空二万回死ね！　で、でも平気！　痛いのなんてすぐ飛んでっちゃう！　お願い天使ちゃん、もっかい痛いの痛いの飛んでけってやって!?」

「や！」

「そんなこと言わずに回復魔法して回復魔法！」

「うう～！」

　めげない星奈に小鳩は半泣きになりながら台本をめくり、

「さ、裁きの光で邪悪なるものを滅めつせよ！　でぃばいんじゃっじめんと～！」

「ありがとう小鳩ちゃん回復した！　回復したわ！」

　星せ奈なが満面の笑みを浮かべた。

「……今の明らかに攻撃魔法だったんですけど」と理り科かが半はん眼がんでツッコむ。

「うぅ、あんちゃぁぁん……！」

「……この邪悪で痛い生き物、ほんとに消滅してくれないかな……」

　小こ鳩ばとが俺おれの背後に隠れ、夜よ空ぞらは心の底から鬱うつ陶とうしそうな眼を星奈に向けた。

　と、そこでマリアが俺に話しかけてきた。

「なーなー、ワタシの『触しよく手しゆ大だい魔ま王おう』ってゆうのはどういうやつなのだー？」

「ん？　ええと、触手大魔王……」

　設定資料で触手大魔王のページを探し、読んでみる。

「……あれ、こいつだけキャラのイラストが載ってないな」

　ダンジョンの奥深くで冒険者を待ちかまえる存在──説明もたったこれだけだ。

「マリアさんに合う役がなかったので適当にキャスティングしました」

「おい!?」

　ぶっちゃける理科に慌あわててツッコむ。

　マリアは可愛かわいく唇くちびるを尖とがらせ、

「むー。ワタシこんな変なのイヤだぞ」

「変ではありません。主役に匹ひつ敵てきするくらいとても重要な役です。ええとほら、『攻略！　イカ女』っていう大人気アニメがあるじゃないですか。イメージとしてはあんな感じのキャラです主に触手的な意味で」

　理科の説明にマリアは目を輝かせた。

「おおー!?　ワタシイカ女ちゃんになれるのか!?　イカ女ちゃんはすごい可愛くて触手が伸びてすごいのですごい好きです！」

「あーはいそうですそうです。だいたいそんな感じでーす」

　微笑ほほえみながら投げやりに相づちをうつ理科。

「わーい！　ワタシ触手大魔王やるぞー！　お兄ちゃんお兄ちゃん！　ワタシは触手大魔王でゲソー！　ゲソゲソー！　お兄ちゃん捕まえたでゲソあははは！」

「はいはい、捕まった捕まった」

　楽しそうに抱きついてきたマリアの頭を、俺は苦笑しながら撫なでてやる。

「あははははー！」

「うう～！　抱きつくなばかたれぇ……！」

　小鳩が不機嫌そうにマリアを睨にらみ、

「相変わらずアホな子供だ……」

　夜空が冷ややかな目をして吐はき捨てた。

　そこで理科がみんなに指示を出す。

「さ、それじゃ収録始めますよー。キャストの皆さんはブースの方に行ってください」










第三章　こえでおしごと







　俺おれと理り科か以外のメンバーが、コントロール・ルームからブースへ移動した。

　と、ここでゲームの内容について簡単に説明しておこう。

　ゲームのタイトルは『東のヘブン』。

　よくある剣と魔法のファンタジー世界が舞台の２ＤダンジョンＲＰＧで、クリアするだけなら十数時間程度のボリュームらしい。

　登場する街は一つで、街はずれのダンジョンに眠る財宝を手に入れるのが目的だ。

　戦闘はオーソドックスなコマンド入力方式で、特に変わったシステムもない。選択肢や戦闘での行動でヒロインたちの好感度が変化し、イベントが変化するのが一応ウリらしい。

「……なあ。今時こんなの売れるのか？」

　あまりにベタベタな内容にげんなりして俺は理科に尋ねると、

「あえてレトロな感じを狙ねらってみたそうです。絵とキャラが良ければ他ほかは変に捻ひねるよりもちょっとベタなくらいがちょうどいいというのが最近の風潮だとか」

「それほんとにゲームの風潮か？　……まあ、俺たちが気にしても仕方ないか……」

「そのとおりです。……では皆さん、準備はいいですかー？」

　理科がマイクでブースの中に話しかけると、防音ガラス越しに夜よ空ぞらたちが頷うなずいた。

　そしていよいよ、アフレコが始まった。




　クレア（夜空）「ふん……私は誰だれとも群れる気はない。邪魔する者は全すべてこの日本刀【小こ閻えん魔ま】のサビにしてくれよう！」




　エステル（星せ奈な）「ええと、おーっほっほっほ、モンスターなんて高貴なるあた、わたくしの大魔術で一網打尽にして差し上げますわ！」




　メリー（幸ゆき村むら）「わたくしがえんごいたします、あに……エステルおじょうさま」




　フィア（小こ鳩ばと）「フィアね、名前以外は何も思い出せないの」




　触しよく手しゆ大だい魔ま王おう（マリア）「じゅぼー。ぎゅるるー。ぎゅぼー。びゅるるー」




　パートボイスのため台詞せりふと台詞が繫つながってないものが多く、キャラ同士の掛け合いもほとんどない。

　夜よ空ぞらたちはそれぞれ、自分に与えられた台詞を次々にこなしていく。

　肝心の演技はというと、夜空はけっこうガチで上う手まい。星せ奈なもまあそれなり。幸ゆき村むらはほとんど素すなのだが、こういう喋しやべり方という設定のキャラなので問題はない。小こ鳩ばとも普通に喋っているだけだが、これはこれで味がある気がする。マリアは……なんだこれ。

「はいおっけーです！　それじゃ次のシーン行きますねー」

　理り科かはブースの方に指示を出しながら、大量のスイッチやボタンが並ぶ録音機材を慣れた手つきで操作している。何をやっているのかはさっぱりわからないが、なんとなくすごい。まるで変態じゃないように見える。

「受けてみよ、我が必殺の剣技！　究極奥おう義ぎ、真しん・鬼き神しん烈れつ空くう斬ざん！（夜空）」

「べ、べつにあなたのことなんてなんとも思ってないんですからね！（星奈）」

「ごしゅじんさまに刃は向むかうものはみなごろしにいたします（幸村）」

「わからないの……どうしてこんな力が使えるのか……フィア怖い……（小鳩）」

「ぎゅぼぼぼー。じゅるるるー。ふしゅしゅしゅー。ぎょぼにゅー（マリア）」

「あ、星奈先輩。今のところ、もうちょっと照れたような感じでお願いしまーす」

　こんな感じで、たまに理科が演技指導をしたりしつつ、アフレコは順調に進んでいった。

　ちなみに俺おれが何をやっているかというと、理科のアシスタント……とは名ばかりで、スタジオ近くのコンビニでお茶やお菓子を買ってきた以外ほとんど何もしていない。

「……なあ、俺にもなんかやることないのか？」

　さすがに暇ひますぎて理科に尋ねると、

「んー、じゃあちょっと疲つかれたので理科の肩をもんでください」

「……わかった」

　どうも釈しやく然ぜんとしないが、何もしてないよりはマシだろう。

　俺は理科の肩を揉もんでやる。

「……うわ、こってんな～お前の肩。もっと身体動かした方がいいぞ」

「基本引きこもりなもので。……あ、ふぁ～、きもちい～ですねー。はふぅ、役得役得」

「む……」「う～」「あにき……」

　にへら～っと笑う理科を、ブース側の夜空たちが睨にらんでいる。

「あは、そんな睨まないでくださいよぅ。あ、小こ鷹だか先輩、肩はもういいです。次は胸をもんでください」

「アホか」

「いたっ！」

　調子こいた理り科かを軽くどつきつつ、アフレコは続く。




「このメス豚め！　私の刀できっちり半分に斬きってやる！」




「あなたのおうちに遊びに行きますわよ！　断ったりしたら二回殺しますからね！」




「わたくしは、あにきをおしたいしております」

　幸ゆき村むらの台詞せりふに、すかさず理科がＮＧを出す。

「はい幸村くんえぬじー！　あにきじゃなくて『あなた』ですよー」

「もうしわけありません。……わたくしは、あなたをおしたいしております、あにき」

「ハァ……もうそんでおっけーでいいです。編集して最後だけ削けずるんで……」

　理科は疲つかれた顔で呟つぶやいた。




「あのね、フィア、お兄ちゃんやお姉ちゃんのこと、とってもとっても大好きだよ」

「あ、あたしも大好きよ小こ鳩ばとちゅわん！」

　小鳩の台詞に続けて、星せ奈ながいきなり台本にないことを言い出した。

　小鳩は嫌な顔をしつつも演技を続ける。偉えらいぞ小鳩。

「……フィアね、全部思い出したの。だからばいばい、お兄ちゃん、お姉ちゃん」

「うううう～、行かないでえええ小鳩ちゃあああん！」

「……星奈先輩」

　理科が冷たい声で話しかける。

「へ？」

「うるさいです」

「……ごめんなさい」

　星奈はしゅんとして謝った。




「ぎゅぼぼー。じゅりゅりゅりゅりゅー！　にゅるるるううう……うが──ッ！」

　ずっとよくわからない台詞を言わされ続けてきたマリアが、ついに不満を爆発させた。

「な、なんでワタシはこんな変な台詞ばっかなのだー！　こんなん全然イカ女ちゃんじゃないじゃなイカ！　さてはオマエ騙だましたんじゃなイカ!?」

「あ、はい。騙しました」

「げそ──ッ！」

　くしゃりと顔を歪ゆがめて悲鳴を上げるマリアに、小鳩が愉ゆ快かいそうに話しかける。

「ククク……愚おろかなる神の手先め……貴様など触しよく手しゆがお似合いなのだ」

「うう ！　ワタシも天使の役がいいのだーっ！」

「ククク……ガードスキル・ハ●ドソ●ック……！」

「ふんがー！　その幻げん想そうをぶち壊してやるのだ！　がぶ！」

「ひぎゃっ!?　な、なんで嚙かむんじゃあほー！」

「オマエにこないだ嚙まれたので仕返しだ！」

「ふぐぐ……で、でもきかへんもんねー！　ガードスキル使っとるできかんもん！」

「がぶっ！」

「だからー！　ハン●ソニ●クしとるってゆっとるのになんでするんじゃばかたれ！　●ンド●ニックしとるときに嚙んだら死ぬんやぞー！」

　……まあ、こんなふうにぐだぐだになることもありつつ、どうにかメインシナリオや戦闘用ボイスの収録は終わった。

　そして。




「はーい、それじゃ最後にエッチシーンいきまーす」




　理り科かの言葉に、スタジオの空気が凍った。

「「「は？」」」

　俺おれと夜よ空ぞらと星せ奈なが同時に聞き返すも、理科は淡々と指示を続ける。

「えーと、まずはクレアの触手陵りよう辱じよくシーンからいっちゃいますね。夜空先輩、台本46ページのシーン１お願いします」

「ちょ、ちょっと待て！　どういうことだそれは！」

　慌あわてて声を荒げる夜空に、理科は首を傾かしげる。

「？　なにがですか？」

「だ、だから！　その、あの……」

　顔を赤らめて俯うつむいてしまった夜空に代わり、星奈が理科に確認する。

「ねえ……ひょっとしてこのゲームって…………十八禁、だったの？」

「そうですよ？」

「そうですよじゃねえだろ！　初めて聞いたぞそんなこと！」

　さらりと肯定した理科に、俺は全力でツッコんだ。

「あれ、言ってませんでしたっけ？」

「聞いてない！」

「そうでしたっけ。まあ、細かいことはいいじゃないですか」

「どこが細かいんだ！」

　怒りの声を上げる夜よ空ぞらとは対照的に、星せ奈なはどこか達観した様子で、

「ハァ……あたしは薄々そうじゃないかと思ってたわよ。ファンタジーに触しよく手しゆが出てきたら普通に考えて陵りよう辱じよく用に決まってるじゃないの」

「そんな普通があるか!!」

「ひぎゃっ」

　ハエ叩たたきで星奈を叩きつつ、夜空は慌あわてて台本をめくって細部を確認する。

　その顔がどんどん赤くなっていった。

「……う……本当に書いてある……な、なんて破は廉れん恥ちな文章だ……うわ……しょ、触手が……!?　ええ……!?　い、意味がわからない……！」

「おやおや、なんて書いてあるんですか夜空先輩？　ちょっと読んでみてくださいよ」

「誰だれが読むかバカ！」

「ちぇっ」

　夜空は悔くやしそうに歯は嚙がみする。

「くぅぅ……油断した……理り科かの持ってくる話がまともなわけがないのに……！」

「ふふふ、計画通り……」

「うるさい！　とにかく私はこんないかがわしい台詞せりふを言うなど絶対にお断りだからな！」

　断言する夜空に、理科は唇くちびるを尖とがらせた。

「ええー。今更そんなこと言わないでくださいよ夜空先輩。せっかくここまで録とったんだから最後まで演じてもらえませんか？」

「断る！」

　すると星奈が楽しげに夜空を挑発する。

「ふふ……逃げるんだ～夜空。一度引き受けた役目をほっぽり出して無責任に逃亡しちゃうんだ～」

「貴様……肉ぅ……！　……ふ、ふん、そんな安い挑発に乗るかバカめ。なんとでも言うがいい！　私は絶対にやらないからな！」

「お願いしますよう夜空先輩。今から代わりのキャストを探して録り直すなんてできないんですから。これも人助けだと思って」

「知るか！　それならお前がやればいいだろう！」

「あ、なるほど。その手がありましたか」

　夜空の言葉に、理科はぽんと手を打った。

「……え？」

「そうですね……夜空先輩がやってくれないなら、理科がクレア役を最初からやりなおします。夜空先輩ほどハマり役ではないかもしれませんが、理科の声でも合ってなくはないと思いますし。実は理科も必殺技とか叫びたかったんですよね」

「え、あ、う……やりなおすって、全部か？　いかがわしいシーンだけでなく……」

「そりゃまあ、エッチシーンだけ声が違うなんて論外ですから全部ですね。夜よ空ぞら先輩が朝から一日中熱演されてきたクレアは全部なかったことにされ、これからすべて理り科か色に染められていくのです。くふふ……なんだかゾクゾクしてきました」

　嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる理科に、夜空はわなわなと震える。

「ぐ……クレアが……わ、私のクレアが……消える……？」

「クレアはもう夜空先輩のクレアじゃないですよ。理科の、クレアです」

「く……」

「そうと決まれば時間が惜おしいです。星せ奈な先輩、機材の使い方を教えますからこっちに来てください。理科の収録のときはお願いします」

「わかったわ。まかせときなさい」

「あ……」

　てきぱきと指示を出す理科に、夜空はなにか言おうとしたが結局なにも言わなかった。

　と、そこで星奈が、

「……ていうか夜空、ほんとにいいのね？　あんたのクレアがなかったことにされても。あんた、自分が演じたキャラに思い入れとかないの？」

「く……そんなもの……」

「あーあ、ちょっと残念かな。あんたなんか褒ほめるのは癪しやくだけど、あんたの演技、クレアにバッチリハマってたのになー」

「く……！　そ、そんなこと……」

　挑発ではなく本心から言っているような星奈の言葉に、夜空はわなわなと震え──

「──そんなことッ！　貴様に言われるまでもない！　思い入れなんて、あるに決まっているだろう！　やると決めたからには全力でやる、それが私の流儀だ！　私がクレアだ！　私以外の誰だれにもこの役を譲ゆずることなどできない！」

「ふふ……見事な役者魂です夜空先輩。その真まっ直すぐな気持ち、まさしくクレアそのものです」

　感激した様子の理科に、夜空は胸を張る。

「ふん。当然だ」

「では夜空先輩。演じて……いただけますね？　クレアの……触しよく手しゆ陵りよう辱じよくシーンを……！」

「ああ……！」

　夜空は力強く頷うなずき、そしてハッと我に返る。

「ってああ!?　しまった！」

　そんな夜空を、星奈がニヤニヤしながら見つめる。

「くふふ……夜空の触手陵辱シーン……夜空が触手で……ハァハァ……」

　……まあそんなわけで……じゅ、十八禁シーンの収録が始まったのだった……ゴクリ。

「こ、小こ鷹だかは外に出てろバカー!!」

　……追い出されました。





　　






　……それから二時間ほどが経過して、ようやくスタジオの扉が開いた。

　ふらふらと外に出てきた夜よ空ぞらは、ひどく憔しよう悴すいした様子だった。

「……ふふ……ふふふ……終わったぞ……小鷹……なにもかも……ふふ……私は……汚れてしまった……」

「ま、まあ、なんつーか……お疲つかれさん」

「見事な演技でした、夜空先輩。自分でお願いしておいてなんですが、まさか夜空先輩があんなエロエロな声を出すなんて……」

　本気で感動している様子の理り科かの言葉に、夜空の顔がボッと赤くなる。

「そ、そのことは言うな！　もう絶対に、二度とエロゲーの声優なんてやらないからな！」

「そんなこと言って、主人公との純愛エッチシーンなんかはちょっとノリノリだったじゃないですか～」

「死ね！」

　夜空がハエ叩たたきで理科を叩いたが、理科は「ふふふ」と笑みを崩さなかった。

　続けて、星せ奈なが姿を現した。

「うぇへへ……夜空や小こ鳩ばとちゃんのいやらしボイス……ぐへへ……ぐへへへへ……」

「……なあ。どうしたんだ星奈のやつ。いつにも増してぶっ壊れてるみたいだが」

「いやー……星奈先輩には素質あると思ってましたが。あそこまでヘブン状態で熱演してくださるとは思ってませんでした」

　理科に続き、夜空までも神妙な顔で、

「ああ……前にも肉が部室でエロゲーの台詞せりふを朗ろう読どくしたことがあったが、あのときよりもさらに吹っ切れていた。私は初めてあいつのことを心底凄すごいと思ったぞ……」

「ていうかあれ、ほんとに演技だったんですかね……」

「さあな……」

　一体スタジオの中でなにが起きたんだろう……。

　めちゃくちゃ気になるけど、怖くて聞けない。

　と、さらに続いて幸ゆき村むらが出てきた。

「あにき。わたくしもがんばらせていただきました」

「そ、そうか」

「ほんとによかったですよ。幸ゆき村むらくんのえっちな演技」

「まじでか」

　すると幸村はわずかに頰ほおを赤らめて、

「あにきのことを思ってえんじました」

「それに一体どう反応しろと……」

　本気で困る俺おれだった。

　そこへマリアがやってくる。

「お兄ちゃんお兄ちゃん！　あのなあのな！　ワタシもいっぱいがんばったぞ！　触しよく手しゆで天使とかをいっぱいりょうじょくしてやったのだ！」

「ぶっ！　ま、マリアにまでやらせたのか!?」

「いみはよくわからなかったけどなー、うんこ吸血鬼がいっぱい悲鳴あげてて面白かったぞー」

「そういえば小こ鳩ばとは……」

　室内を見回すと、小鳩は部屋の隅で体育座りをしてうつむいていた。

「……うう～。おうちかえる……フィアもうおうちかえるぅ……」

「あ、ああ……頑張ったな。うちに帰ろうな、小鳩……」

　……こうして、各々の心に深い傷を残しつつ、今回の隣りん人じん部ぶの活動は幕を閉じた──

　──ように見えたのだが……──。










第四章　後日談　真の悲劇







「はあ!?　発売中止!?」

　星せ奈なの声が室内に響く。しかし動揺しているのは星奈だけではない。

　アフレコが終わって十日後──理り科かがもってきたニュースに隣人部は騒そう然ぜんとなった。

　なんでも、声優に高校生を起用したことがどこからか漏もれて問題になり、急きゆう遽きよ十八禁シーンを削除した一般向けゲームとして販売することになったのだが、売れる見込みがないため発売は無期延期に。相次ぐトラブルに離脱するスタッフが続出し、会社自体が倒産。残ったのはサンプルとして作られた一枚のディスクのみ……ということらしい。

「ちなみにそのディスクがこれです」

　理り科かが手にしたディスクには、油性ペンで『サンプル』とだけ書かれていた。

　夜よ空ぞらは複雑な表情でそのディスクを見つめ、

「……ふむ……これが世に出回ることがなかったのを悲しむべきか喜ぶべきか、正直よくわからんな……」

「ま、いい思い出にはなったってことで」

「ふっ……まあ、そうだな」

　俺おれが言うと、夜空は微苦笑を漏もらした。

「ちなみにそれって十八禁シーンがカットされたバージョンなんだよな？」

「はいそうです」と理科が頷うなずく。

「それじゃ理科、ノートパソコン貸してくれないか？　俺がプレイしてみるよ」

「ふふ、小こ鷹だか先輩が自分からギャルゲーをプレイしたがるなんて珍めずらしいですね」

「せっかくお前らが頑張ったんだからな。一人くらいはちゃんと遊んでやらないと」

　俺の言葉に、星せ奈なが少し顔を赤らめる。

「な、なんだか改あらためて言われると恥はずかしいわね……。ま、まあ、せいぜいあたしの素晴らしい演技を堪たん能のうするといいわ」

「ああ、そうする」

「……ふん、プ、プレイするというなら最初はクレアの好感度を──」

　夜空が小声でなにか呟つぶやいた。

「え？」

「な、なんでもない。せいぜい頑張ることだ」

　不機嫌そうな顔で夜空は言った。

　そんなわけで。

　その日から俺は、理科に借りたパソコンで、ＰＣ用ゲームソフト・元十八禁恋愛ダンジョンＲＰＧ『東のヘブン』の攻略に取りかかった。

　部員達は自分が声を当てているゲームを見るのが恥ずかしいらしく、俺がやっているのをちらちら見るだけで誰だれも話しかけてこない。




　クレア『貴様に名乗る名などない……邪魔をすれば誰であろうと命はないぞ……』

　……はー、やっぱ夜空のこういうドスの利いた声はすげえ迫力だよなー。




　エステル『このわたくしに刃は向むかうなんていい度胸ですわね！』

　……ぷっ、『ですわ』とか……やべえ星奈が『ですわ』とか似合いすぎる。ゲームで改めて聞くとアフレコのときと印象違うなー。




　メリー『おとなしく去りなさいゴミ虫』

　……ゆ、幸ゆき村むらにゴミ虫呼ばわりされた……！　うお、なんだこの気持ち……。




　フィア『お兄ちゃん、だれ？』

　……やっぱ小こ鳩ばとは、レイシスよりフィアみたいなキャラの方が似合うよなー。




　触しよく手しゆ大だい魔ま王おう（の一部）『じゅぼー。じゅるるー』

　……おりゃあファイアーボール！　よっしゃ倒した！




　理不尽に強いモンスターが出たりと、難なん易い度どが高いというよりは単純にバランスが劣悪なため、普段あまりゲームをしない俺おれにとっては進めるのが大変だった。

　それでもどうにか頑張ってクレア、エステル、メリー、フィアの四人全員を仲間にして、五人で冒険を進めていく。

『ふん、ぼけっとするな！　死にたいのか！』

『おーっほっほ！　ライトニングボルトですわ！』

『敵はすべて排はい除じよします』

『だいじょうぶ？　えい、ヒーリング』

『ぎゃごー。しゅごー。ぶぎょー』




　ストーリーを進めるにつれて、最初はぎこちなかったパーティーメンバーとの仲も徐々に親密になっていった。

『ふん……さっきは助かった。礼を言ってやる……』

『と、とりあえず感謝してさしあげますわ！』

『あなたのことを、多少は認めてさしあげましょう』

『ありがとう、お兄ちゃん！』

『じゅごごー』

「……か、可愛かわいいじゃないか……」

　ゲームをやりながら、俺は思わず声に出して呟つぶやいていた。

　クレアもエステルもメリーもフィアも、隣りん人じん部ぶのメンバーによく似た外見なので容よう姿しのレベルの高さは言わずもがな。外見が同じなので声も完かん璧ぺきだ。

　だがこのゲームのヒロインたちは、実際の夜よ空ぞらや星せ奈なや幸村や小鳩のように──残念じゃない。

　ギャルゲーのヒロインだから当然だが、普通の女の子以上に魅力的に描かれている。

　クレアはまっすぐでかっこいいし、エステルは誇り高く気品に満ちている。メリーは完かん璧ぺきなメイドさんだし、フィアは思わず守ってやりたくなるほど可愛かわいい。

　ゲロも吐はかないしことあるごとに口くち汚ぎたなく罵ののしり合ったりもしないし俺おれのことストーキングしたりもしないし痛々しい中ちゆう二に病びよう発言もしないしうんことか言わないし、人の妹相手にまるっきり変質者のような言動をすることもなければ教室でエア友達と話すようなこともない！

　姿や声は隣りん人じん部ぶのメンバーそのままでありながら、現実のあいつらよりも魅力にあふれた、理想的な隣人部メンバーがここにいた。

　主人公の名前が偶然にも、俺がファンタジー系のゲームをやるときいつも使っている『ホーク』だったことも、俺の感情移入に拍はく車しやをかけた。

　有あり体ていに言えば俺は──このゲームにすっかりハマってしまったのだった。




『なあ、ホークさえよかったら……今度、二人で市いち場ばに出かけないか……ほ、ほら、新しい防具とかも見たいし……』

「ぐぶぶ……なに言ってんだよクレアぁ……お前の防具ってほぼ全ぜん裸らじゃないか……そんなふうにしか誘えないなんて、不器用で可愛いやつだなぁゲヘヘ……」

「……こわ……なにをニヤニヤしてるんだあいつは……」

　うしろでクレア……じゃなくて夜よ空ぞらが何か言っているが、どうでもよかった。




『ねえホーク、明日、うちでお食事でもどうかしら？』

「げへ、もちろんオッケーだぜ」

「……ね、ねえ小こ鷹だか。明日ってあいてる？　パパがまたあんたに会いたいって言ってるんだけど」

「ああ悪い。俺、エステルのうちに呼ばれてるから」

「はあ!?　ちょ、あんた大丈夫!?」




「あにき、おしょくじをお持ちしました」

「はは、俺のことはあにきじゃなくて『ご主人様』、だろう？」

「あに、き……？」




「ククク……我がしもべよ……もう七時であるぞ……そろそろ今こ宵よいの晩ばん餐さんのしたくをせよ……」

　フィアのおなかがきゅうっと鳴った。なんてことだ！

「あっ！　ごめんなフィア！　お兄ちゃん、すぐに晩ご飯の準備するからな！　ハハハ、今日はフィアの好きなオムライスだぞーう！」

「あ、あんちゃん……!?」




　冒険の日々は続いていく。




「さーて、今日も冒険に出かけるかー」

「おい小こ鷹だか……最近お前おかしいぞ？」

　クレアによく似た顔の三次元の女が何か喋しやべっている。どうでもいい。




「なーなーお兄ちゃん、なんで最近ワタシにおべんとう作ってくれないのだ？」

「うおっ！　触しよく手しゆ大だい魔ま王おうめ！　よくもこないだはフィアを酷ひどい目にあわせてくれたな！」

「ふぇ!?　ふ、ふええええん！　お兄ちゃんが変になってしまったのだー！」

　よし、触手大魔王を撃げき退たいした。待ってろよ、絶対に本体をやっつけてやるからな！

「ちょっと小鷹！　あんたいい加減に……」

「大丈夫だ、エステル。俺おれは絶対に、お前を幸せにしてやるから」

「あ、うん……わかった……頑張ってね……」

「バカが……ッ」

　俺の言葉にぽーっと顔を赤くするエステルに、クレアが舌打ちした。きっと嫉しつ妬としているのだろう。クレアはああ見えてちょっと子供っぽいところがあるのだ。

「ギュヒュヒュ……ビュヘヘヘ……」




「ふう……まさかこんなことになるとは理り科かも予想できませんでした……。小鷹先輩、よっぽど疲つかれてたんでしょうね……」

「どうすればもとに戻る？　このままだと本気でまずいぞ」

「まあ、そろそろゲームも終盤みたいですし、クリアしたらきっと現実に戻ってきてくれると思います。そう信じたいです」

「だといいが……」

　うしろで　だれかが　なにかを　しゃべっている。どうでもいい。おれは　きょうも　ぼうけんの　たびに　でかけるのだ。

「グフュフュ……さア、いヨいよ最後の決戦ダあ……げへ、ゲヘげヘ、み、みンなぁ、が、頑張ろうなぁ、アハ、アハハ、アハハハハ……」




　しよくしゆだいまおうの　ほんたいが　あらわれたぞ。

　みんな　がんばろうな。

　すごい　たたかい　が　くりひろげられる。




『トドメだ！　受けてみよ、我が必殺の剣技！　究極奥おう義ぎ、真しん・鬼き神しん烈れつ空くう斬ざん！』

『ぎゅぼおおおおおおおおおおお!!』




　ドサリ──と、触しよく手しゆ魔王が大地に倒れ伏す。

　そして勝利を告げるファンファーレが高らかに鳴り響いた！




「ぃよっしゃあああああああああ──ッ!!」

　触しよく手しゆ大だい魔ま王おうとの長い死し闘とうがついに終わり、俺おれは思わず歓声を上げていた。

　正直バグってるとしか思えないようなふざけた強さのラスボスだったが、それでも俺たちの愛の力には敵かなわなかったのだ。

「やっと終わったか。これで小こ鷹だかも正気に……」




　魔王を倒したことでダンジョンが崩れ去り、世界は光に包まれる。

　そしてついに感動のエンディングが────と、思いきや。




『ああんっ！　ホークぅ！　も、もっと！　もっと激しく突いてぇ！』

「ぶっ!?」

　クレアの激しい喘あえぎ声に、うしろのクレアが噴ふき出だした。

　唐突に画面上で始まったのは、全ぜん裸らの俺が同じく全裸のヒロインたちと十八禁的な行為におよんでいるシーンだった。

「う、うおぉ……っ!?　クレア、エステル、メリー、フィア、ど、どうして!?」

『あんっ！　あ、き、気持ちいい！　ああ、やんっ！　はぁん！　い、いくぅ！　いくいく、いっちゃうううう！』

『クレアばっかりズルいですわよ！　ホーク、わたくしにも、あ、そんな急にぃ！　あ、やあんっ！　は、激しすぎますわっ！』

「ちょ、ど、どどどどういうことよ！　エッチシーンはカットしたんじゃなかったの!?」

　うしろのエステルがふしぎなことばをはなした。

「うーん……どうやらカットされずに残ったシーンがあったみたいですねえ。画面から察するに一番到達するのが難しいハーレムエンドだと思いますが。初回のプレイでそこに辿たどり着つくとは小鷹先輩もなかなかやりますね」

「れ、冷静に分析してるんじゃないバカァッ！」

『ああん。やあん。ご主人様のお●んち●とてもきもちがいいですう。わたくしのお●ん●にたくさんお情けを注ぎ込んでください、あにき』

　あのクールなメリーまでもが、痴ち態たいを晒さらして肉欲のままに俺おれを求めている。

「……ぽ」

「幸ゆき村むらも頰ほおを赤らめてる場合か！」

　うしろのメリーとうしろのクレアがなにか喋しやべっている。

『お兄ちゃん、フィア、おっぱい小さいけどいっしょうけんめいごほうしするよ。フィアの身体でいっぱいいっぱい気持ちよくなってね、お兄ちゃん』

「きゃっほおおおおおう！　小こ鳩ばとちゃんのいやらしボイスきたあああ!!　ちょっと代わりなさいよ小こ鷹だか！」

「少しは状況をわきまえろド変態が！」

　うしろのクレアがうしろのエステルをハエ叩たた──あれ、エステルってこんな奇声上げる娘だったっけ？

「うぅぅ……あんちゃん見んといて……」

　うしろのフィアが俺に懇こん願がんするが、俺の意識は目の前に広がる楽園に釘くぎ付づけだった。まさかこれがダンジョンの奥深くに眠る秘宝だったというのか!?　そうに違いない！　じゃあ遠慮なくいただきます！












「おお、おおおおお、おおおおおおお!?　うおおお!?　え、う、うおっ、おおおおおおお!?　ちょ、お前ら、そんな大胆な！　でへでへ、でへへへ、ぐげへへへへへ！　でもそんな、四人同時になんて──いや、誰だれか一人なんて選べないッ！　お前らみんな大好きだ！　全員まとめて、俺おれが結婚してやんよ!!」

「こンのバカ小こ鷹だかああああああああ!!」

　ごん！

　頭に鈍にぶい衝撃が走り、俺はハッと周囲を見回した。

「ってっ!?　うお、よ、夜よ空ぞら!?」

　なんということだ、今まで俺がうしろのクレアだと思っていたものは夜空だったのだ！

　驚きよう愕がくの真実に愕がく然ぜんとしている俺に、夜空はさらに驚くべき行動に出た。

「ていっ！」

　電源ボタンを長押しされ、パソコンの電源がぶちんと切れる。

「うああっ!?」

「小鷹……今見たもの聞いたものは全すべて忘れろ……！」

　夜空はクレアを遙はるかに凌りよう駕がする眼光で俺を見み据すえて言った。

「いやでもそんな、忘れるなんてもったいな──」

「だったら……イヤでも忘れさせてやる……！」

　夜空がス──ッと眼を細め、ゆらゆらと身体を動かす。

「え、ちょ、よ、夜空……!?」

　一瞬、クレアが必殺技を放つとき身に纏まとう赤色のオーラ【鬼き神じん気き】が夜空の身体から発生したのがたしかに見えた気がした。

　なんという……圧倒的な殺意。

「死んでも恨うらむなよ……食らええええええええ！　究極奥おう義ぎッ！　真・鬼神烈空ざああああああああんッ!!」

　刀の技である『真しん・鬼き神しん烈れつ空くう斬ざん』とは似ても似つかぬ、恐るべき飛び膝ひざ蹴げりが俺の顎あごを打ち抜き。

「ぎょぼおおおおお─────ッ！！！？？？」

　俺の断末魔の悲鳴が、部室、いや、礼拝堂中にまで響き渡った──……。





　　






　……気がつくと俺は、部室のソファで横になっていた。

「あ、起きたわね小鷹」

「大丈夫か？　お兄ちゃん……」

「ごぶじですか、あにき」

　隣りん人じん部ぶの六人が、心配そうに俺おれを見ている。

「なんだろう……とても悪い夢を見ていたような気がする……」

「そうか。だがそれはただの夢だ……安心しろ小こ鷹だか」

　優しい目、優しい声で、夜よ空ぞらが俺に告げた。

　……頭がズキズキするので実はあれが夢じゃないことはわかっているのだが、俺はあえて微笑ほほえんだ。

「そうか……夢だったのか……。そうだな……はは……」

　……そう、あんなのはただの夢だ。

　俺はファンタジーの中の理想的な女の子じゃなくて、この現実で、ここ隣人部で、残念なこいつらとの日常を、これからも続けていくのだ。

　剣も魔法も魔物も冒険もない、それが、俺の物語だから──……。

「……あのー、小鷹先輩。綺き麗れいにまとめたつもりかもしれませんけど、全部口に出してますよ」

　あきれ顔で理り科かが言った。

「うおっ、マジで!?」

「……ていうか、今回一番残念だったのは間違いなく断トツで小鷹先輩ですからね」

「マジか……そんな、バカな……俺が……ざん、ねん……？」

　がくっ。

　ショックのあまり、俺の意識は再び闇やみに落ちた。




　……その後、『東のヘブン』は部室の戸棚の奥深くに厳重に封印された。

　こうして、隣人部の数ある残念な活動の中でも屈くつ指しの黒歴史、『禁じられた遊び』事件は幕を閉じたのだった──……。





あとがき




　お久しぶりです、平ひら坂さかです。はがない６巻、楽しんでいただけたでしょうか。いろいろあって５巻から間が開いてしまいすみませんでした。そんなわけで諸もろ々もろお知らせなど。




▽アニメ化決定

　はがないのテレビアニメ化が決定しました！

　放送時期や制作会社などはまだ言えませんが、すごいメンツが揃そろっています。続報を期待してお待ちください。なお、キャストはドラマＣＤと同じ声優さんが担当してくれます。




▽ドラマＣＤ付き特装版

　特装版を購入してくださった方にとっては今更の話ですが、この６巻は通常版の他ほかに、ドラマＣＤの付いた特装版が同時に発売されています。脚本は僕が担当し、表紙はブリキさん描かき下おろしです。ＮＧが出ることを覚悟の上でかなり悪のりして書いた脚本ですが、なんと一字一句変更なく収録されてしまい（ピー音なども脚本段階からありました）、正直驚いています（ドラマＣＤではアフレコ当日に脚本に修正が入ることも日常茶飯事だそうです）。すごくいいドラマＣＤになったと自じ負ふしているので、通常版を買った方もぜひ手に入れていただければ嬉うれしいです。




▽声優

　ここでいきなり自分語りをします。僕は中学生のとき声変わりをしてからの自分の声が大嫌いで、すごいコンプレックスがありました。人に自分の声を聞かせることが嫌で仕方なくて、自分から人に話しかけることは皆無に近く、人に話しかけられても最低限の返事しかしない日々を過ごすうち、会話すること自体が苦手になり、会話ができないので友達もできなくて喋しやべる機会自体が減りさらに会話力が衰おとろえていくという悪循環でした。そんな鬱うつ屈くつした学生時代に僕の心を鷲わし摑づかみにしたのが『声優』という職業です。『スレイヤーズ』という当時ハマっていた小説のアニメ版がきっかけで声優の林はやし原ばらめぐみさんのファンになり、声優という職業自体に興味を持つに至ったのですが、声にコンプレックスを持っていた僕にとって、自分の声で身を立てている彼ら彼女らは、とても輝かしい存在に見えたのです。人と話す機会が増えた今も、昔ほどではないですが自分の声はあまり好きではなく、会話も苦手です。社会人になりＣＤやＤＶＤをたくさん買えるようになったおかげで声優のことはますます好きになりました。……そんなわけで、僕にとって今回のドラマＣＤ化、アニメ化で、声優さんに自分の小説のキャラクターに命を吹き込んでもらえるというのは途と轍てつもなく嬉うれしいことなのでした。やったあああああああああああああ！！！！！！！！




▽禁じられた遊び

　この巻の最後に収録されている番外編『禁じられた遊び』がドラマＣＤの内容です。同じ内容を小説でもやるというのは賛否が分かれるでしょうし、個人的にもぜひドラマＣＤで聴きいてほしいと強く思うのですが、特装版を買った人と通常版を買った人との間に情報量の差が出ることはどうしても避さけたかったので小説でもやることにしました。特装版は重版するのが難しく（特に今回は値段をかなり無理して下げていることもあり）、品切れになると今後手に入らない可能性が高いので、ご理解いただけるとありがたいです。なお、ドラマＣＤと異なる部分は全すべて収録が終わってから変更したもので、大人の事情で言えない台詞せりふがあって変更した脚本を小説版で元に戻したとかいうことは一切ありません。




▽公式サイト＆ツイッター

　あとがきでお知らせするのをうっかり忘れていたのですが（４巻であんなネタをやっている場合じゃなかった……）、だいぶ前からはがないの公式サイトというものができています。ＵＲＬは、http://www.mediafactory.co.jp/bunkoj/rinjinbu/です。はがない関連のニュースを随ずい時じお伝つたえしていますので、チェックしていただければ幸いです。また、隣りん人じん部ぶの七人がウェブサービスの『ツイッター』をやっています。小説内では描かれていない残念な日常をぜひ覗のぞいてみてください。隣人部ツイッターのページには公式サイトから行くことができます。なお、ツイッターの仕様で自分がフォローしていない人宛あての発言はタイムラインに表示されないので、隣人部メンバーをフォローする際は、七人全員まとめてフォローすることをおすすめします。




▽コミック版２巻発売

　この本が書店に並ぶのと同じころ、いたち先生によるコミック版『僕は友達が少ない』の単行本２巻が発売されます。理り科か、マリア、小こ鳩ばとも加わり、小説版以上に騒がしい隣人部の様子をお楽しみください。夜よ空ぞらや星せ奈なの変顔にもますます磨みがきがかかっています。




▽コミック版『ラノベ部』単行本発売

　さらに時を同じくして、もずや紫むらさき先生の手によってコミックガムにて好評連載中の『ラノベ部』コミック版の単行本第一巻がついに発売されます。世の中に小説のコミカライズは数多くあれど、その中でも屈くつ指しの逸品だと思います。基本的に部室などで喋しやべっているだけでエッセイ的な要素もあるという、はがない以上に漫画に向いていない内容を完かん璧ぺきに漫画で再現した上で、さらに小説では書かれていない細かい描写を盛り込むという恐るべきコミカライズとなっています。特に「部員たちが書いたリレー小説の漫画化」という離はなれ業わざを見せられたときは本気で戦せん慄りつしました。漫画には漫画の、小説には小説の良さが基本的にはありますが、『ラノベ部』に関しては小説の上を行かれたと思います。負けました。原作を読んだ人も読んでない人も、ぜひ手にとってみてください。




▽はがない＋

　５巻のあとがきで「ジャンプＳＱ．１９で連載中の『僕は友達が少ない＋（プラス）』は、企画段階では『星せ奈なルート』と呼ばれていたこともある」と書きましたが、あくまで「呼ばれていたこともあった」というだけで、本当に『星奈ルート』だとは限りません。誤解された方がいましたら申し訳ありませんでした。『＋』も小説も、今後どのように展開していくのか誰だれにもわかりません。




▽謝しや辞じ

　そんなわけであとがきでした。今回もブリキさんや担当さんをはじめ、多くの人々にお世話になりました。これからもよろしくお願いします。これまでとは比べものにならないほど大勢の人が関かかわるようになり、この作品はものすごく大きな『祭り』に成長しつつあります。自分一人で好きなように書いていた頃ころとは状況が大きく変わり戸惑うことも多いですが、祭りの中心で盛り上げる役目もこれはこれで楽しいです。これからも頑張りますので、読者の皆さんも一緒になって盛り上がってくれると嬉うれしいです。




▽地震

　最後に……この本の原稿を書いている最中、東日本大だい震しん災さいがありました。僕が住んでいる地方に直接的な被害はなかったものの、東北の知人と連絡がつかなくなったり（幸い無事でした）テレビやネットで流れるニュースを見るたび泣きたくなり、こんな時にギャグなんて書いている場合なのかと悩んだりもしました。また、犠ぎ牲せいになった方々の中にもいたであろう、僕の作品を楽しんでくれていた人達のことを考えると、やるせない気持ちでいっぱいになります。まがりなりにも言葉を扱あつかうプロの端くれでありながら、こんな時にどんな言葉を言うべきなのか、どれだけ考えてもわからない自分が歯は痒がゆいのですが──被災された皆さんが、再び笑顔で日常を送れる時が少しでも早くおとずれることを切に望みます。また、そのために募金など自分に出来ることを継続的にしていきます。


２０１１年４月中旬　平ひら坂さか読よみ











　著者

　平坂読（ひらさか・よみ）

　　どんなに手強い〆切が来ようとも、このオレが必ず破ってみせるぜ！




　イラストレーター

　ブリキ

　　あ、歩くだけでも息が切……ます……歳で……ね。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／ブリキ

　　装丁／blue
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平坂読
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